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例
言 

（
一
）
平
成
十
四
年
度
（
二
〇
〇
二
）
三
月
に
刊
行
し
た
『
北
勢
鯨
船
行
事
調
査
報
告
書
』（
以
下
、『
報
告
書
』
と
略
記
す
る
）
は
、
四 

日
市
市
及
び
楠
町
（
当
時
は
四
日
市
市
合
併
以
前
）
、
鈴
鹿
市
に
所
在
す
る
鯨
船
行
事
に
関
す
る
も
の
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る 

が
、
富
田
の
中
島
組
に
つ
い
て
の
項
目
が
欠
失
し
て
い
る
１

。
ま
た
、
『
報
告
書
』
を
刊
行
し
て
か
ら
二
十
余
年
の
経
過
の
間
に
も
、

種
々
の
差
異
を
生
じ
て
き
て
い
る
。 

そ
こ
で
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
再
度
調
査
を
行
い
、
将
来
に
亘
っ
て
行
事
を
継
承
し
て
い
く
た
め
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
い
、

今
般
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
・
国
指
定
重
要
無
形
「
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
」
調
査
報
告
書
と
し
て
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
本

書
は
、
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
限
り
、
時
代
に
応
じ
た
変
更
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
平
成
末
か
ら
令
和
初

頭
に
行
わ
れ
て
い
た
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
の
内
容
及
び
、
四
日
市
市
が
行
っ
た
様
々
な
事
業
２

に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
報
告
し
た
も

の
で
あ
る
。 

な
お
、
昨
年
度
完
成
し
た
映
像
記
録
・
継
承
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
と
も
に
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

（
二
）
本
書
の
企
画
・
調
査
・
全
般
の
執
筆
及
び
編
集
は
、
四
日
市
市
が
行
っ
た
。
（
平
成
二
十
八
年
度
～
三
十
年
度
：
社
会
教
育
課
、

平
成
三
十
一
年
度
～
令
和
三
年
度
：
社
会
教
育
・
文
化
財
課
、
令
和
四
年
度
～
：
四
日
市
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部
文
化
課
） 

 

（
三
）
令
和
元
年
度
か
ら
三
年
度
に
か
け
て
、
四
日
市
市
と
国
立
大
学
法
人
三
重
大
学
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻
の
大
井
隆
弘 

ゼ
ミ
と
の
共
同
研
究
で
実
測
調
査
を
実
施
し
た
図
面
も
参
照
さ
れ
た
い
３

。
（
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
） 

 

（
四
）
本
書
の
写
真
は
、
主
に
四
日
市
市
、
飯
田
秀
則
氏
（
エ
デ
ィ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
）
が
撮
影
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。 

 

（
五
）
本
書
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
七
年
間
に
亘
り
、
各
鯨
船
保
存
会
の
み
な
さ
ま
に
格
別
の
ご
協
力
を
い 

た
だ
い
た
。
本
紙
面
を
借
り
て
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。 
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１ 
『
報
告
書
』
第
三
章 

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
」
の
第
二
節
・
第
三
節
・
第
四
節
で
、
そ
れ
ぞ
れ
北
島
組
・
南
島
組
・

古
川
町
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
中
島
組
に
つ
い
て
の
記
載
は
無
い
。
は
っ
き
り
と
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
中
島
組
は
長
期
間
に
亘
り
、
祭

り
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
時
期
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
報
告
書
』
は
、
調
査
・
執
筆
者
が
多
く
、

調
査
し
た
項
目
に
か
な
り
の
差
異
が
あ
り
、
比
較
な
ど
が
大
変
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
実
測
図
面
に
つ
い
て
は
古
川
町
を
載
せ
る
だ
け
で
、
そ
れ
も

台
船
は
実
測
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
当
時
行
わ
れ
て
い
た
決
ま
り
事
や
、
よ
く
唄
わ
れ
て
い
た
唄
の
歌
詞
な
ど
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

た
め
、
平
成
末
か
ら
令
和
初
頭
に
調
査
し
た
内
容
で
本
書
を
執
筆
す
る
と
と
も
に
、
各
組
の
歌
詞
に
つ
い
て
『
報
告
書
』
収
載
さ
れ
た
歌
詞
や
そ
の
他
の
印

刷
物
な
ど
に
み
ら
れ
る
歌
詞
も
収
載
し
た
。
両
者
を
比
較
す
れ
ば
二
十
年
余
の
間
で
よ
く
唄
わ
れ
る
唄
の
変
遷
な
ど
も
知
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。 

２ 

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
実
施
し
た
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

平
成
二
十
八
年
度
は
、「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
普
及
啓
発
事
業
」
と
し
て
、
鯨
船
の
準
備
・
練
習
・
山
車
の
組
立
て
な
ど
か
ら
始
ま
り
、
当
該
年
の
鯨

船
行
事
か
ら
、
日
本
時
間
十
二
月
一
日
（
午
前
二
時
）
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
、
関
係
者
が
鳥
出
神
社
社
務
所
に
集

合
し
、
万
歳
し
登
録
を
喜
び
合
う
ま
で
の
記
録
映
像
を
撮
影
し
た
。
ま
た
、
四
日
市
市
文
化
会
館
第
三
ホ
ー
ル
に
お
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
（
登

壇
者
：
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授 

神
野
善
治
氏
（
当
時
）
、
鳥
羽
市
文
化
財
専
門
委
員 

野
村
史
隆
氏
、
民
俗
芸
能
研
究
家 

鬼
頭
秀
明
氏
と
各
組
の
会
長
四

名
）。
ま
た
、
登
録
を
記
念
し
て
、
鯨
船
山
車
一
艘
（
北
島
組
神
社
丸
）
を
四
日
市
市
立
博
物
館
一
階
エ
ン
ト
ラ
ス
ホ
ー
ル
に
展
示
公
開
し
、
同
会
場
に
お
い

て
前
述
の
記
録
映
像
を
放
映
し
た
。
そ
の
ほ
か
「
見
学
と
体
験
ツ
ア
ー
」
を
平
成
二
十
八
年
度
・
二
十
九
年
度
の
二
年
間
続
け
た
。
ま
た
、
広
く
普
及
さ
せ

る
た
め
三
ヵ
国
語
（
日
本
語
・
英
語
・
中
国
語
）
に
よ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。 

平
成
二
十
九
年
度
は
、「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
普
及
促
進
事
業
」
と
名
を
改
め
て
、
以
下
の
事
業
を
行
っ
た
。
①
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
初
め
て
の
年
と
な
る
た
め
、
そ
れ
を
記
念
し
て
、
大
四
日
市
ま
つ
り
及
び
富
田
で
の
本
祭
り
に
て
、
四
艘
の
鯨
船
山
車
が
勢
揃
い
し
た
。
②
祭
り
を
発

信
す
る
た
め
に
「
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
」
専
用
の
独
立
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
た
。
③
行
事
観
覧
者
の
利
便
の
た
め
Ｂ
６
版
の
街
歩
き
用
小
冊

子
を
作
成
し
た
。
④
こ
の
年
か
ら
行
事
の
将
来
へ
の
継
承
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
組
の
鯨
の
製
作
に
始
ま
り
、
山
車
の
組
立
て
、
太
鼓
や
唄
い
、
羽
刺
し
の

所
作
、
祈
祷
や
当
日
の
化
粧
や
着
付
け
、
祭
り
の
構
成
要
素
で
あ
る
鎮
火
祭
・
町
練
り
・
本
練
り
・
宮
参
り
の
映
像
を
撮
影
し
た
継
承
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

に
着
手
し
、
冊
子
印
刷
版
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
十
一
枚
を
作
成
し
た
。
⑤
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
二
年
間
、
中
島
組
保
存
会
会
長
で
あ
る
加
藤
正
彦
氏
を
講
師
と
し

て
、
将
来
の
継
承
者
た
る
人
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
の
開
催
を
始
め
た
。 

平
成
三
十
年
度
は
、
街
歩
き
用
小
冊
子
の
増
補
改
訂
版
、
継
承
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
追
補
版
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
三
枚
）、
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
写
真
集
の
作
成
を
行
っ
た
他
、

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
や
見
学
と
体
験
ツ
ア
ー
を
継
続
し
た
。
新
規
事
業
と
し
て
、
令
和
元
年
度
か
ら
三
年
度
に
か
け
て
、
国
立
大
学
法
人
三
重
大
学
と
四
日
市

市
と
の
共
同
研
究
で
、
北
島
組
（
令
和
元
年
度
）、
古
川
町
（
令
和
二
年
度
）、
南
島
組
（
令
和
二
年
度
）、
中
島
組
（
令
和
三
年
度
）
の
台
船
や
装
飾
の
実
測

調
査
を
行
っ
た
。 

令
和
二
年
度
・
三
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
、
祭
り
自
体
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。 

                                        
 

                                        
 

令
和
四
年
度
は
、
継
承
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
完
成
版
を
作
成
し
、
冊
子
印
刷
と
と
も
に
、
全
体
の
映
像
を
収
録
し
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
た
。
さ
ら
に
、
富
田
・
富
洲

原
地
区
に
今
も
残
る
漁
師
町
の
町
並
み
や
、
地
区
で
行
わ
れ
る
行
事
と
社
寺
の
関
連
性
を
、
広
く
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
「
魅
力
再
発
見
！
富

田
・
富
洲
原
文
化
財
巡
り
」
と
称
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
た
。 

ま
た
、
地
元
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
二
十
年
頃
よ
り
、
行
事
の
担
い
手
育
成
と
行
事
の
魅
力
発
信
を
目
的
と
し
て
、
保
存
会
の
有
志
が
地
域
の
小
学

校
対
象
に
、
鯨
船
行
事
の
歴
史
と
行
事
の
魅
力
を
伝
え
る
授
業
を
行
っ
て
い
た
。
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
鯨
船
保
存
会
連
合
会
が
組
織
と
し
て
引
継
ぎ
、
各

鯨
船
保
存
会
会
長
指
導
の
も
と
、
授
業
や
練
り
の
練
習
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
の
小
学
校
で
あ
る
富
田
小
学
校
に
は
「
富
田
丸
」
と
呼
ば
れ
る
鯨
船
が
あ

る
。 

３ 

三
重
大
学
と
の
共
同
研
究
で
、
富
田
の
鯨
船
四
艘
の
実
測
調
査
を
次
の
よ
う
に
行
っ
た
。
令
和
元
年
度
は
北
島
組
神
社
丸
の
台
船
及
び
装
飾
具
。
令
和
二

年
度
は
古
川
町
権
現
丸
の
台
船
及
び
『
報
告
書
』
の
修
正
・
縮
尺
の
調
整
、
南
島
組
感
應
丸
の
台
船
及
び
装
飾
具
。
令
和
三
年
度
は
中
島
組
神
徳
丸
の
台
船

及
び
装
飾
具
。 

研
究
代
表
者
：
三
重
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻 

助
教 

大
井
隆
弘
氏 

研
究
協
力
者
：
三
重
大
学
名
誉
教
授 

菅
原
洋
一
氏 

研
究
補
助
者
：
原
理
花
子
、
越
野
景
子
、
荒
木
菜
月
海
、
大
河
原
剛
、
竹
本
調
、
谷
口
賛
、（
大
学
院
） 

荻
野
真
雪
、
田
宮
も
も
、
中
島
宏
徳
、
大
北
拓
真
、
那
谷
空
良
、
廣
瀬
達
也
、
鈴
木
航
大
、
小
川
聖
平
（
学
部
） 

 

古
川
町
権
現
丸
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
報
告
書
』
に
お
い
て
設
置
部
材
の
図
化
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
船
体
の
詳
細
な
実
測
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
ら

ず
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
設
置
部
材
の
図
面
も
縮
尺
が
判
然
と
し
な
い
課
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
下
記
の
三
点
に
取
り
組
ん
だ
。 

①
船
体
を
実
測
し
図
面
を
作
成
す
る
こ
と
。
②
既
往
調
査
で
作
成
さ
れ
た
設
置
部
材
の
図
面
の
縮
尺
を
調
整
す
る
こ
と
。
③
船
体
及
び
設
置
部
材
を
総
合
的

に
把
握
可
能
な
資
料
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
。 

 



1

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
・
国
指
定
重
要
無
形
「
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
」
調
査
報
告
書 

目
次 

 

第
一
章 
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
に
つ
い
て 

 
 
 
 

1 
 
 
 
 
 
 

第
四
章 

祭
礼
行
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

69 

 

一
、
行
事
の
概
要 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

1 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
事
前
練
習 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

69 

 

二
、
祭
日
の
由
来 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

2 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
、
鎮
火
祭 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

71 

 

三
、
鳥
出
神
社 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

3 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
、
町
練
り 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

73 

四
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
至
る
経
緯 

 
 
 

 

5 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
、
本
練
り 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

77 

五
、
そ
の
他
の
鯨
船
行
事 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

7 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
、
浜
練
り 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

80 

六
、
由
来 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

9 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
、
宮
参
り 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

81 

 第
二
章 

各
鯨
船
組
の
組
織                   

 

13 
 

 
 

 
 

 
 
 

終
わ
り
に  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
  

82 
 

一
、
組
織 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

13 

 

二
、
鳥
出
神
社
と
鯨
船
組
の
関
係 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

14 

 

三
、
組
織
の
構
成 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

14 
 

 
 

 
 

 
 

実
測
調
査
の
成
果 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
   

83 

 

四
、
各
組
の
組
織 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

24 
 第

三
章 

鯨
船
の
構
成
要
素 

 
 
 
 
 
 
 
 
   

29 
 

一
、
台
船 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

29 

 

二
、
装
飾 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

33 

 

三
、
鯨
製
作 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

39 

 

四
、
乗
り
手
と
練
り
手 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

41 

 

五
、
唄
い
と
歌
詞 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

48 

 

六
、
提
灯
台 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

66 

1 
 

第
一
章 

 

鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
に
つ
い
て 

一
、
行
事
の
概
要 

 
 

鯨
船
行
事
は
、
北
勢
地
域
に
の
み
分
布
す
る
、
陸
上
で
行
わ
れ
る
模
擬
捕

鯨
行
事
で
あ
り
、
鯨
を
大
漁
や
豊
饒
の
象
徴
と
し
て
見
立
て
て
い
る
民
俗
行

事
で
あ
る
。 

「
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
」
は
、
毎
年
八
月
十
四
日
と
十
五
日
に
開
催
さ
れ

る
鳥
出
神
社
の
例
祭
へ
の
奉
納
行
事
で
あ
る
。
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
に
は

北
島
組
・
中
島
組
・
南
島
組
・
古
川
町
の
四
つ
の
組
１

が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、

神
社
丸
・
神
徳
丸
・
感
應
丸
・
権
現
丸
の
名
を
も
つ
鯨
船
山
車
を
一
艘
ず
つ

所
有
し
て
い
る
。 

十
四
日
の
朝
に
は
、「
鎮
火
祭
」
が
行
わ
れ
る
２

。
北
島
組
→
中
島
組
→
南

島
組
→
古
川
町
の
順
３

に
行
わ
れ
、
各
組
の
町
衆
が
町
ご
と
に
真
竹
（
地
元
で

は
こ
の
竹
及
び
松
明
も
笹
竹
と
称
し
て
い
る
）
に
麦
わ
ら
の
作
り
物
（
保
駄

と
か
菰
と
も
）
を
吊
る
し
た
松
明
を
担
い
で
神
社
に
入
り
、
境
内
中
央
に
並

べ
て
か
ら
、
本
殿
に
上
が
り
祈
祷
を
受
け
る
。
本
殿
で
組
ご
と
に
町
の
平
安

と
行
事
の
無
事
を
祈
願
し
て
、
行
事
に
使
用
す
る
衣
装
や
道
具
も
含
め
て
お

祓
い
を
受
け
る
。
神
事
が
終
わ
る
と
神
職
よ
り
御
神
火
を
受
け
取
り
、
そ
の

火
を
持
参
し
た
松
明
に
移
し
、
大
き
く
燃
え
上
が
る
の
を
見
届
け
る
と
、
各

町
内
に
戻
っ
て
山
車
蔵
を
出
し
、
「
町
練
り
」
を
行
う
。 

町
練
り
と
は
、
各
組
の
町
内
で
練
り
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。「
練
り
」
と
は
、

鯨
船
で
鯨
突
き
の
演
技
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
最
初
に
突
く
場
所
は
組
に
よ

り
異
な
る
が
４

、
練
り
受
け
と
い
っ
て
祝
い
事
が
あ
っ
て
祝
儀
を
出
し
た
家

を
突
く
「
祝
儀
突
き
」
や
、
自
治
会
長
の
家
な
ど
を
突
く
「
役
突
き
」、
羽
刺

し
や
櫓
漕
ぎ
な
ど
を
出
し
た
家
で
も
鯨
突
き
を
行
う
。
鯨
突
き
を
行
う
家
に

は
目
印
で
あ
る
梵
天
５

が
立
て
ら
れ
る
。 

こ
の
鯨
突
き
は
、「
流
し
唄
」
を
唄
い
な
が
ら
鯨
を
捜
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
。
羽
刺
し
が
沖
の
鯨
を
発
見
す
る
と
「
上
が
る
」
な
ど
の
合
図
の
声
が
掛

け
ら
れ
、
唄
が
「
役
唄
（
上
げ
唄
と
も
い
う
）
」
に
替
わ
り
、
唄
や
太
鼓
の
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
逃
げ
る
鯨
を
追
い
か
け
る
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
鯨
は
反
撃

に
転
じ
、
鯨
船
は
大
き
く
後
退
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
攻
防
の

末
、
体
勢
を
整
え
た
鯨
船
が
最
後
に
は
見
事
に
鯨
を
仕
留
め
る
こ
と
に
成
功

す
る
。
銛
を
打
た
れ
た
ハ
リ
ボ
テ
の
鯨
は
、
頭
を
右
→
左
→
中
と
振
っ
て
頭

を
高
く
放
り
上
げ
て
走
る
。
鯨
を
仕
留
め
た
鯨
船
は
船
尾
を
持
ち
上
げ
（
艫

上
げ
６

）、
神
に
感
謝
す
る
と
い
う
一
連
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
。

多
く
の
祭
礼
行
事
は
、
唄
い
や
鳴
り
物
が
中
心
と
な
っ
て
粛
々
と
進
め
ら
れ

る
が
、
唄
い
と
太
鼓
に
加
え
て
一
連
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
表
現
さ
れ
る
所
に
鯨

船
行
事
の
特
徴
が
あ
る
と
言
え
る
。
狭
い
街
中
で
行
わ
れ
る
町
練
り
で
は
、

基
本
的
に
練
り
を
行
う
場
所
で
鯨
が
逃
げ
出
す
こ
と
は
な
く
、
一
発
で
仕
留

め
ら
れ
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。
例
外
と
し
て
、
古
川
町
の
町
練
り
の
最
後

に
、
中
央
通
り
（
三
重
県
道
８
号
四
日
市
鈴
鹿
環
状
線
、
地
元
で
の
通
称
は

富
田
中
央
通
り
）
で
行
わ
れ
る
多
度
大
社
へ
の
突
き
が
あ
る
。
こ
の
中
央
通

り
は
道
幅
が
広
く
鯨
が
暴
れ
回
る
の
に
格
好
の
場
所
と
な
る
。
そ
の
た
め
、

何
度
と
な
く
鯨
が
逃
げ
出
し
て
は
追
い
詰
め
る
、
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
、

最
後
に
よ
う
や
く
鯨
を
仕
留
め
る
。
し
か
し
、
そ
の
回
数
に
決
ま
り
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
古
川
町
の
最
後
の
艫
上
げ
は
、
艫
を
持
ち
上
げ

た
ま
ま
百
八
十
度
回
転
さ
せ
る
と
い
う
技
が
披
露
さ
れ
、
町
練
り
の
中
で
は

最
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
。
翌
日
の
本
練
り
と
と
も
に
鯨
船
行
事
の
見
所

の
一
つ
と
言
え
る
。 
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十
五
日
の
「
本
練
り
」
は
、
鎮
火
祭
と
同
様
の
順
で
北
島
組
か
ら
始
ま
る
。

ま
ず
鳥
居
で
一
本
突
い
て
か
ら
境
内
に
入
り
、
練
り
を
行
う
。
本
練
り
は
、

決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
演
技
が
行
わ
れ
７

、
北
島
組
・
中
島
組
・
南
島
組
の
ハ

マ
の
三
組
は
本
殿
と
蛭
子
社
８

を
突
く
が
、
タ
カ
９

の
古
川
町
は
本
殿
の
み
を

突
く
。
南
島
組
を
除
く
三
組
は
、
退
出
す
る
時
に
鳥
居
を
船
首
か
ら
く
ぐ
っ

て
退
出
す
る
が
、
南
島
組
だ
け
は
本
殿
を
向
い
て
船
尾
か
ら
鳥
居
を
く
ぐ
っ

て
退
出
し
、
そ
の
ま
ま
中
央
通
り
ま
で
後
ろ
向
き
に
下
が
っ
て
行
く
。
こ
れ

は
、
神
に
尻
を
向
け
な
い
と
い
う
配
慮
だ
と
い
う
。 

ハ
マ
の
三
組
は
、
本
練
り
が
終
わ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
浜
で
伊
勢
湾
に
沿
っ

て
南
北
に
練
り
な
が
ら
「
浜
練
り
」
10
を
行
い
、
南
向
き
に
伊
勢
神
宮
と
、

北
向
き
に
多
度
大
社
に
向
か
っ
て
鯨
を
突
く
。
浜
を
持
た
な
い
古
川
町
で
は
、

十
四
日
の
町
練
り
の
中
で
、
始
め
に
山
車
蔵
（
各
組
に
よ
っ
て
倉
庫
や
格
納

庫
な
ど
と
呼
び
方
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
以
下
山
車
蔵
で
統
一
す
る
）
を

突
い
た
後
、
十
四
川
に
か
か
る
網
勘
橋
の
所
で
南
を
向
い
て
伊
勢
神
宮
に
向

か
い
鯨
突
き
を
行
う
。
町
練
り
の
最
後
に
中
央
通
り
の
町
域
最
西
端
で
多
度

大
社
を
突
く
が
、
浜
練
り
は
行
わ
な
い
。
各
組
は
、
練
り
が
全
て
終
わ
る
と
、

鯨
船
山
車
を
山
車
蔵
に
納
め
る
。
そ
の
後
、
北
島
組
か
ら
順
に
、
提
灯
を
提

げ
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
道
中
伊
勢
音
頭
を
唄
い
、
鳥
出
神
社
へ
向
か
う
。
路

上
や
神
社
境
内
で
円
陣
を
組
ん
で
ぐ
る
ぐ
る
回
る
所
作
を
繰
り
返
し
行
う

な
ど
し
な
が
ら
、
順
に
鳥
出
神
社
を
訪
れ
る
。
本
殿
に
参
拝
し
、
行
事
が
無

事
終
了
し
た
お
礼
を
行
う
「
宮
参
り
」
を
す
る
こ
と
で
、
全
て
の
行
事
が
終

了
と
な
る
。 

な
お
、
古
川
町
は
毎
年
行
事
に
参
加
す
る
が
、
ハ
マ
の
三
組
は
基
本
的
に

二
年
参
加
す
る
と
一
年
休
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
組
の
事
情
が
重
な
っ
て
古

川
町
と
合
わ
せ
て
も
二
艘
し
か
出
な
い
年
な
ど
も
あ
っ
た
。
基
本
的
に
四
艘

が
揃
っ
て
参
加
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
平
成
二
十
六
年
に
は
、
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
登
録
が
延
期
さ
れ
、
気
勢
を
あ
げ
る
た
め
に
四
艘
が

参
加
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
登
録
決
定

が
平
成
二
十
八
年
の
十
二
月
で
あ
っ
た
た
め
、
翌
年
の
平
成
二
十
九
年
な
ど

は
、
大
四
日
市
ま
つ
り
11
及
び
鳥
出
神
社
で
の
本
練
り
も
、
と
も
に
四
艘
揃

っ
て
参
加
す
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。 

ハ
マ
の
三
組
が
二
年
出
て
一
年
休
む
と
い
う
の
は
、
一
度
鯨
船
を
出
す
と

百
万
円
以
上
の
予
算
12
が
必
要
と
な
る
た
め
、
三
年
に
二
回
ぐ
ら
い
で
な
い

と
予
算
的
に
苦
し
い
と
い
う
懐
事
情
が
あ
る
ら
し
い
。
古
川
町
に
つ
い
て
は
、

『
四
日
市
市
史
』
第
五
巻
史
料
編 

民
俗
（
平
成
七
年
）
で
は
「
氏
子
数
の
多

い
古
川
町
は
毎
年
出
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
令
和
二
年
時
の
世
帯
数

は
、
北
島
組
は
２
１
０
軒
、
中
島
組
５
２
軒
、
南
島
組
２
３
１
軒
、
古
川
町

１
６
５
軒
と
な
っ
て
お
り
、
中
島
組
は
圧
倒
的
に
少
な
い
が
、
古
川
町
は
、

北
島
組
と
南
島
組
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
で
は
従
来
か
ら
の
慣

習
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 二
、
祭
日
の
由
来 

鯨
船
行
事
は
、
毎
年
八
月
十
四
日
と
十
五
日
の
二
日
間
開
催
さ
れ
る
。
理

由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
昔
は
と
か
、
戦
前
に
は
と
か
、
前
置
き
が
あ
っ
た
う

え
で
、
九
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
る
鳥
出
神
社
の
「
が
に
（
蟹
）
祭
り
」
の

時
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
い
つ
か
ら
か
お
盆
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
話
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
聞
き
取
り
し
た
限
り
、「
が
に
祭
り
」

の
時
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
実
際
に
知
り
得
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
加
え
て
、

『
報
告
書
』
で
記
載
し
た
よ
う
に
、「
祭
日
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
聞
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き
書
き
で
聞
き
う
る
範
囲
内
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
」
と
し
て
お
り
、
大
正

六
年
の
鯨
船
の
記
念
写
真
が
八
月
に
撮
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
記
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
『
報
告
書
』
に
は
聞
き
書
き
と
し
て
、 

「
文
久
生
ま
れ
の
祖
母
の
父
の
時
代
に
は
、
九
月
一
二
日
か
ら
一
四
日
の
祭
日

で
あ
っ
た
。
」 

 と
の
伝
承
を
記
し
て
い
る
。
日
付
が
異
な
る
こ
と
に
も
違
和
感
が
あ
る
が
、

文
久
の
九
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
で
あ
れ
ば
、
伝
承
の
時
代
に
は
一
ヶ
月
前

の
八
月
中
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る 

。
現
在
の
八
月
の
祭
日

は
、
も
と
も
と
旧
暦
の
七
月
の
盆
行
事
が
、
新
暦
の
盆
行
事
に
移
行
し
た
際

に
、
何
ら
か
の
祭
日
の
移
行
の
伝
承
が
出
来
上
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

各
組
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
祭
り
が
「
昔
は
三
日
間
だ
っ
た
」
と
い
う
こ

と
を
確
認
し
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
戦
前
戦
後
の
変
革
で
も
変
わ
ら
な
い
も

の
が
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
事
態
が
生
ず
れ
ば
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。『
報
告
書
』
で
も
述
べ
て
い
る
通
り
、
富
田
地
区
は
基
本
的

に
漁
師
町
で
あ
る
た
め
、 

 
 

「
戦
前
の
漁
業
形
態
で
は
、
盆
ま
で
ア
ミ
ア
ミ
（
網
々
）
と
い
う
五
・
六
人
単
位
で

船
に
乗
り
、
シ
ラ
ス
や
コ
ウ
ナ
ゴ
を
獲
る
漁
業
が
、
盆
を
境
に
し
て
ア
グ
リ
（
巾

着
網
）
に
よ
っ
て
ヒ
シ
コ
（
片
口
鰯
）
を
獲
る
漁
法
に
替
わ
る
。
巾
着
網
漁
は
、
二

～
三
杯
の
船
と
四
〇
～
五
〇
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
る
大
規
模
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
盆
は
富
田
地
区
で
は
漁
閑
期
に
あ
た
る
時
期
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
、
盆
だ
か
ら
祭
り
を
行
う
と
い
う
よ
り
も
、
盆
の
時
期
が
漁

閑
期
に
あ
た
る
か
ら
、
多
く
の
人
々
を
動
員
す
る
祭
り
が
行
い
得
た
と
い
う
理

解
も
可
能
に
な
る
。
」 

と
し
て
い
る
の
が
当
を
得
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

他
に
も
、
富
田
一
色
の
け
ん
か
祭
り
や
天
ヶ
須
賀
の
石
取
祭
は
同
じ
日
付

に
開
催
さ
れ
て
い
て
、
理
由
は
お
盆
が
漁
閑
期
と
い
う
漁
師
町
特
有
の
事
情

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
祭
日
は
、
現
在
に
あ
っ
て
は
少
子
高
齢
化
の
町
、
特
に
中
島
組
に
お

い
て
は
、
お
盆
に
帰
省
す
る
子
や
孫
、
親
戚
た
ち
の
存
在
抜
き
に
は
祭
り
が

成
立
し
な
い
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
現
代
に
適
応
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。 

 三
、
鳥
出
神
社 

 

鳥
出
神
社
は
、
延
喜
式
の
神
名
帳
に
登
載
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
延
喜
式
内
社

で
、
創
始
年
代
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、『
延
喜
式
神
名
帳
』
伊
勢
国
朝
明
郡

二
十
四
座
の
一
つ
と
し
て
、
主
祭
神
日
本
武
尊
を
祀
る
。
古
来
、
朝
明
地
方

に
お
け
る
中
心
的
神
社
と
し
て
崇
敬
せ
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
は
「
富
田
六
郷

の
総
氏
神
」
、
す
な
わ
ち
東
富
田
、
西
富
田
、
松
原
、
富
田
一
色
、
天
ケ
須
賀
、

蒔
田
六
村
の
氏
神
と
し
て
尊
崇
さ
れ
た
。
熊
野
信
仰
に
か
か
わ
り
若
一
権
現

と
し
て
も
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
安
永
年
間
（
一
七
七
二
～
八
一
）
、
火
災
に

遭
い
古
伝
を
焼
失
し
た
と
さ
れ
る
が
『
大
日
本
史
』
に
は
、 

「
鳥
出
神
社
〔
今
在
東
富
田
村
飛
鳥
明
神
〕
に
伝
言
、
祀
日
本
武
尊
、
日
本
武

尊
世
、
葬
能
褒
野
神
霊
化
白
鳥
、
白
北
域
出
而
飛
去
」 

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
に
は
、 

「
神
名
式
に
朝
明
郡
に
鳥
出
神
社
あ
り
、
或
説
に
此
れ
、
倭
建
命
の
白
鳥
と
化

て
飛
出
給
ひ
し
地
な
る
故
に
、
鳥
出
と
は
言
な
り
、
今
は
此
の
あ
た
り
を
富
田
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と
言
ふ
は
、
登
利
伝
を
訛
れ
る
べ
し
。
」 

と
し
て
い
る
。 

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
は
、
神
饌

し

ん

せ

ん

幣
帛
料

へ
い
は
く
り
ょ
う

供
き
ょ
う

進 し

ん

神
社

じ

ん

じ

ゃ

に
指
定
さ

れ
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）、
当
社
祭
神
中
、
事
代

こ

と

し

ろ

主 ぬ

神 し

、
速
玉
男
命
と
あ

る
の
を
日
本
武
尊
、
事
代
主
命
に
訂
正
許
可
を
願
い
出
て
認
可
さ
れ
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。 

明
治
四
十
一
年
に
は
、
境
内
社
三
社
大
神
社

（
天
照
皇
大
神
、
應
神
天
皇
、
天
兒

あ

め

の

こ

屋
根

や

ね

の

命
み
こ
と

）

他
、
蛭
子
社
な
ど
の
大
小
祠
を
合
祀
し
た
。
同

四
十
三
年
、
村
社
若
宮
八
幡
神
社
（
大
鷦
鷯

お

お

さ

さ

ぎ

の

命
み
こ
と

）、
無
格
社
山
神
社
（
大
山
祗
命
）
を
合
祀

し
、
同
年
、
村
社
茂
福
神
社
（
建
速
須
佐
之
男

た

け

は

や

す

さ

の

お

の

命
み
こ
と

、
天
照
大
御
神
、
保 ほ

の

命
み
こ
と
の

神 か

み

、
猿
田
彦
命
、

大
宮
能
賣

お
お
み
や
の
め
の
か
み

命
、
上
筒
男

う
わ
つ
つ
の
お
の

命
み
こ
と

、
中
筒
男
命
、
底
筒

男
命
、
大
山
祗
命
）
を
合
祀
し
た
が
、
昭
和
二

十
五
年
（
一
九
四
五
）
に
、
茂
福
神
社
を
再
建

す
る
に
つ
き
上
記
、
建
速
須
佐
之
男
命
以
下
の

祭
神
を
分
祀
し
た
。 

現
在
、
鳥
出
神
社
の
記
載
で
は
、
主
祭
神
：
日
本
武
尊
、
事
代
主
神
、 
配

祀
神
：
天
照
大
御
神
、
天

あ
め
の

石
戸

い

わ

と

別
わ
け
の

神 か

み

、
蛭
子
命
、
宇
迦
之
御
魂
命
、
応
神
天

皇
、
大
鷦
鷯
天
皇
、
天
児
屋
根
命
、
波
邇
夜
須
毘

は

に

や

す

び

の

古
神

こ

の

か

み

、
波
邇
夜
須
毘
賣

は

に

や

す

び

め

の

神 か

み

、

大
山
祇
神
、
菅
原
道
真
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

当
社
の
造
営
に
当
た
っ
て
は
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
以
来
、
神
宮

の
式
年
遷
宮
毎
に
古
材
を
拝
領
し
て
行
わ
れ
る
古
例
が
あ
り
、
現
在
の
本
殿

は
昭
和
四
年
、
内
宮
月
讀
宮
の
古
殿
用
材
の
拝
領
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

昭
和
四
十
八
年
に
は
、
外
宮
の
宿
衛
舎
内
玉
垣
御
門
の
用
材
を
、
平
成
五
年

に
は
鳥
居
を
拝
受
し
て
い
る
と
い
う
。 

主
な
祭
祀
は
、
元
旦
の
歳
旦
祭
、
七
月
二
十
日
の
蛭
子
祭
り
、
八
月
十
四

日
の
鎮
火
祭
、
十
五
日
の
例
祭
、
九
月
二
十
三
日
蟹
祭
り
が
あ
り
、
鳥
出
神

社
の
鯨
船
行
事
は
八
月
の
例
祭
に
奉
納
さ
れ
る
行
事
で
あ
る
。 

 

な
お
、
当
社
の
社
家
は
累
代
世
襲
で
、
現
在
の
宮
司
で
十
五
代
。
喜
多
嶋

姓
を
名
乗
り
、
『
喜
多
嶋
家
系
図
』
に
よ
る
と
、
大
織

た
い
し
ょ
く

冠 か

ん

鎌
足

か

ま

た

り

公 こ

う

三
十
三
世 

吉
野
中
納
言 

藤
原
正
高
卿
三
男
従
四
位
上
直
一
に
始
ま
る
と
い
う
。
こ
の

系
図
は
実
見
し
て
い
な
い
が
、
当
社
は
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
と
安
永
九

年
（
一
七
七
二
）
の
大
火
に
よ
っ
て
、
古
文
書
を
消
失
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。 

 

宝
物 

神
社
の
宝
物
の
中
に
、
四
日
市
市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
「
奉
納
御
座

船
模
型
」（
平
成
十
五
年
八
月
二
十
一
日
指
定
）
二
隻
が
あ
り
、
こ
の
奉
納
が

鯨
船
行
事
の
由
来
に
関
わ
る
と
の
伝
承
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。 

一
隻
は
「
関
船
」
と
い
う
比
較
的
大
型
の
軍
船
の
雛
型
で
、
安
宅
船
が
禁

止
さ
れ
て
か
ら
は
船
団
の
基
幹
船
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

雛
型
の
長
さ
は
一
九
九
㎝
、
朱
と
黒
漆
で
彩
色
し
、
五
尺
（
波
除
け
）
と

垣
立
は
金
箔
彩
、
船
体
上
部
を
総
矢
倉
で
囲
み
、
内
部
廊
の
内
側
に
御
座
の

間
と
次
の
間
を
設
け
、
金
彩
の
唐
獅
子
の
装
飾
を
施
す
。
矢
倉
上
部
に
も
座

を
設
け
、
水
押
に
は
銅
板
の
龍
飾
り
と
サ
ガ
リ
を
付
け
た
、
帆
を
持
つ
六
十

四
挺
艪
の
関
船
で
、
将
軍
や
天
皇
、
大
名
な
ど
が
乗
る
御
座
船
と
し
て
も
用
い

ら
れ
た
も
の
の
体
裁
で
あ
る
。 

も
う
一
隻
は
、
長
さ
が
一
八
二
㎝
の
「
小
早
」
と
呼
ば
れ
る
少
し
小
型
の
軍
船
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で
13
、
朱
と
黒
漆
で
彩
色
し
、
船
体
上
部
を
総
矢
倉
で
囲
み
、
内
部
に
金
彩
で
鳥

出
神
社
の
神
紋
の
三
つ
巴
を
配
し
て
い
る
。
ま
た
、
矢
倉
上
部
に
太
鼓
楼
を
設

け
、
そ
の
横
幕
に
も
三
つ
巴
の
刺
繍
を
施
し
、
車
立
に
帆
柱
を
寝
か
し
た
三
十

二
挺
艪
の
軍
船
の
雛
型
で
あ
る
。 

 

二
隻
の
製
作
年
代
は
未
詳
だ
が
、
前
者
の
収
納
箱
に
、 

天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
八
月
吉
日 

藤
原
朝
臣
直
紹
所
有 

の
墨
書
が
あ
り
、
江
戸
時
代
中
期
に
遡
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

            

四
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
至
る
経
緯 

 

平
成
元
年
二
月
に
、
四
日
市
市
富
田
の
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
、
南
納
屋

町
の
鯨
船
山
車
明
神
丸
（
三
重
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
）
、
磯
津
の
鯨
船
行

事
、
南
楠
鯨
船
行
事
、
そ
し
て
尾
鷲
市
梶
賀
の
ハ
ラ
ソ
祭
り
の
五
つ
の
民
俗

行
事
が
「
北
勢
・
熊
野
の
鯨
船
行
事
」
と
し
て
一
括
で
「
記
録
作
成
等
の
措

置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
鳥

出
神
社
の
鯨
船
行
事
は
平
成
四
年
二
月
に
、
磯
津
の
鯨
船
行
事
は
平
成
七
年

六
月
に
、
南
楠
鯨
船
行
事
は
平
成
八
年
八
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
四
日
市
市
の
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
は
、
国
の
指
定
基
準
「（
一
）
由
来
、
内
容

等
に
お
い
て
我
が
国
民
の
基
盤
的
な
生
活
文
化
の
特
色
を
示
す
も
の
で
典

型
的
な
も
の
」
で
あ
る
と
し
て
、
平
成
九
年
十
二
月
に
国
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日
（
日
本
時
間
）
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形

文
化
遺
産
保
護
条
約
第
十
一
回
政
府
間
委
員
会
（
於
：
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
・

エ
チ
オ
ピ
ア
）
に
お
い
て
、
全
国
三
十
三
件
の
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
の

一
つ
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
正
式
に
登
録
さ
れ
た
。 

登
録
が
決
定
す
る
と
、
地
元
保
存
会
の
人
々
は
一
応
に
歓
び
を
口
に
す
る

と
と
も
に
、「
長
か
っ
た
」
と
漏
ら
し
て
い
た
。
登
録
に
至
っ
た
そ
の
裏
に
は
、

ユ
ネ
ス
コ
の
運
用
方
針
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
登
録
ま
で
漕
ぎ
着
け
た
文
化

庁
の
奮
闘
が
あ
っ
た
14
。 

「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
と
し
て
全
国
三
十
三
の
国
指
定
重
要
民
俗
文
化

財
が
一
括
で
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
次
の
よ
う

な
過
程
を
経
て
き
て
い
る
。 

〇
平
成
二
十
一
年
九
月
、
第
四
回
政
府
間
委
員
会
（
ア
ブ
ダ
ビ
・
ア
ラ
ブ
首

長
国
連
邦
）
に
お
い
て
「
京
都
祇
園
祭
の
山
鉾
行
事
」
及
び
「
日
立
風
流

物
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
。 

〇
平
成
二
十
三
年
十
一
月
、
第
六
回
政
府
間
委
員
会
（
バ
リ
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
）
に
お
い
て
「
秩
父
祭
の
屋
台
行
事
と
神
楽
」
及
び
「
高
山
祭
の
屋
台

行
事
」
に
つ
い
て
「
情
報
照
会
」
の
決
定
が
な
さ
れ
る
。 

小早雛型 

関船雛型 
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〇
平
成
二
十
六
年
三
月
に
は
、
計
三
十
三
件
の
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
を
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
と
し
て
グ
ル
ー
プ
化
し
た
提
案
が
な
さ
れ

て
い
る
。 

〇
平
成
二
十
六
年
六
月
に
は
、
無
形
文
化
遺
産
の
登
録
が
な
い
国
の
審
査
を

優
先
す
る
と
い
う
国
際
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
日
本
の
審
査
は
一
年
先
送
り

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

〇
平
成
二
十
七
年
三
月
、
三
十
三
件
の
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
山
・

鉾
・
屋
台
行
事
」
の
グ
ル
ー
プ
が
再
提
案
さ
れ
て
い
る
。 

〇
平
成
二
十
八
年
十
月
に
は
、「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
に
つ
い
て
評
価
機
関

よ
り
代
表
的
な
一
覧
表
へ
の
「
記
載
」
の
勧
告
が
な
さ
れ
た
。 

〇
そ
し
て
十
二
月
一
日
、
第
十
一
回
政
府
間
委
員
会
に
お
い
て
、「
山
・
鉾
・

屋
台
行
事
」
に
つ
い
て
、
人
類
の
無
形
文
化
遺
産
の
傑
作
と
し
て
「
人
類

の
無
形
文
化
遺
産
の
代
表
的
な
一
覧
表
」
に
「
記
載
」
が
決
議
さ
れ
た
（
現

地
時
間
十
一
月
三
十
日
）。 

 

こ
の
よ
う
に
、
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
の
関
係
者
か
ら
す
る
と
、
平
成
二

十
六
年
三
月
の
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
と
し
て
の
グ
ル
ー
プ
提
案
か
ら
二

年
八
ヵ
月
ほ
ど
が
経
過
し
た
こ
と
と
な
り
、
ま
さ
に
待
ち
わ
び
た
登
録
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

文
化
庁
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
の
要
旨
を
次
の
四
点
に
ま
と

め
て
い
る
。 

〇
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
は
、
地
域
社
会
の
安
泰
や
災
厄
防
除
を
願
い
、

地
域
の
人
々
が
一
体
と
な
り
執
り
行
う
、
各
地
域
の
文
化
の
粋
を
こ
ら
し

た
華
や
か
な
飾
り
付
け
を
特
徴
と
す
る
「
山
・
鉾
・
屋
台
」
の
巡
行
を
中

心
と
し
た
祭
礼
行
事
で
あ
る
。 

〇
祭
に
迎
え
る
神
霊
の
依
り
代
で
あ
り
、
迎
え
た
神
を
に
ぎ
や
か
し
慰
撫
す

る
造
形
物
で
あ
る
「
山
・
鉾
・
屋
台
」
は
、
木
工
・
漆
・
染
物
と
い
っ
た

伝
統
的
な
工
芸
技
術
に
よ
り
何
世
紀
に
も
わ
た
り
維
持
さ
れ
、
地
域
の
自

然
環
境
を
損
な
わ
な
い
材
料
の
利
用
な
ど
の
工
夫
や
努
力
に
よ
っ
て
持

続
可
能
な
方
法
で
、
幾
世
に
も
わ
た
り
継
承
さ
れ
て
き
た
。 

〇
「
山
・
鉾
・
屋
台
」
の
巡
行
の
ほ
か
、
祭
礼
に
当
た
り
披
露
さ
れ
る
芸
能

や
口
承
に
向
け
て
、
地
域
の
人
々
は
年
間
を
通
じ
て
準
備
や
練
習
に
取
り

組
ん
で
お
り
、「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
は
、
各
地
域
に
お
い
て
世
代
を
超

え
た
多
く
の
人
々
の
間
の
対
話
と
交
流
を
促
進
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
結

び
つ
け
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

〇
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
代
表
一
覧
表
へ
の

記
載
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
参
画
し
た
持
続
可
能
な
方
法
で
の
無
形
文
化

遺
産
の
保
護
・
継
承
の
事
例
と
し
て
、
国
際
社
会
に
お
け
る
無
形
文
化
遺

産
の
保
護
の
取
組
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
て
、
全
国
三
十
三
件
の
国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
が
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
み
な
国
の
指
定
を
受
け

た
文
化
財
で
あ
り
、
県
・
市
指
定
無
形
文
化
財
や
未
指
定
無
形
文
化
財
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
無
形
文
化
遺
産
保
護
条
約
の
精
神
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
で

終
わ
り
で
は
な
い
こ
と
や
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
当
事
者
た
ち
の
意
識
の
変
化
や
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

識
者
た
ち
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
15
。 
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五
、
そ
の
他
の
鯨
船
行
事 

 

前
述
の
通
り
、
鯨
船
行
事
は
、
陸
上
で
行
わ
れ
る
模
擬
捕
鯨
行
事
で
あ
り
、

北
勢
地
域
（
北
伊
勢
地
域
・
三
重
県
の
北
部
）
の
み
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
四
日
市
市
に
は
、
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
含
め
、
南
納
屋
町
の
明

神
丸
、
磯
津
の
大
正
丸
、
南
楠
の
龍
神
丸
、
本
町
商
店
街
振
興
組
合
に
よ
っ

て
復
活
さ
れ
た
新
勢
州
丸
の
計
八
艘
が
あ
る
。
ま
た
、
鈴
鹿
市
域
に
も
長
太

の
天
王
丸
の
一
艘
が
現
在
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
過
去
に
遡
れ
ば
、
四
日
市
市

に
は
北
納
屋
町
の
勢
州
組
、
東
袋
町
の
正
一
丸
、
鈴
鹿
市
は
四
ツ
谷
の
長
一

丸
の
三
艘
が
あ
り
、
十
指
に
余
る
数
の
鯨
船
が
こ
の
地
域
だ
け
に
存
在
し
た

の
で
あ
る
。 

 
 ◆

鯨
船
山
車
（
明
神
丸
）〈
三
重
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
：
昭
和
三
十
一
年

指
定
〉
、
保
持
者
：
南
納
屋
町
鯨
船
山
車
明
神
丸
保
存
会 

諏
訪
神
社
16
の
祭
礼
、
四
日
市
祭
に
奉
納
さ
れ
る
行
事
で
、
そ
の
起
源
は

富
田
の
鯨
船
と
同
様
に
江
戸
時
代
に
遡
る
。
ま
た
、
四
日
市
市
を
代
表
す
る

祭
礼
行
事
と
し
て
大
四
日
市
ま
つ
り
に
も
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
諏
訪
神
社

に
奉
納
さ
れ
る
鯨
船
は
、
本
来
南
納
屋
町
の
「
明
神
丸
」
の
他
に
、
北
納
屋

町
に
は
「
勢
州
組
」
、
袋
町
に
は
「
正
一
丸
」
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
山
車
と

し
て
の
勢
州
組
の
も
の
は
塩
浜
地
区
の
七
つ
屋
町
へ
譲
渡
さ
れ
、
一
部
改
装

修
理
さ
れ
た
の
ち
、「
勢
州
丸
」（
の
ち
に
「
新
勢
州
丸
」
に
改
称
）
と
し
て

御
薗
神
社
の
祭
礼
行
事
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
現
在
、「
新
勢
州
丸
」
と
し
て

伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

明
神
丸
は
他
の
鯨
船
同
様
に
絢
爛
豪
華
な
造
り
と
な
っ
て
お
り
、
水
押
に

サ
ガ
リ
を
付
け
、
五
尺
に
は
華
美
な
彫
刻
に
金
箔
を
押
し
て
い
る
。
ま
た
、

緋
羅
紗
に
金
糸
・
銀
糸
の
二
見
夫
婦
岩
の
刺
繍
が
施
さ
れ
た
横
幕
も
見
事
で

あ
る
。
他
に
も
、
金
糸
の
屋
形
屋
根
幕
を
い
た
だ
く
屋
形
や
船
名
の
扁
額
を

掲
げ
る
艫
立
な
ど
、
総
じ
て
豪
華
な
装
飾
を
施
し
た
鯨
船
山
車
で
あ
る
。
明

神
丸
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、
水
押
御
紋
か
ら
艫
の
塵
ま
で
の
全
長
が
約

８
９
０
０
㎜
と
、
最
長
の
鯨
船
山
車
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
絢
爛
豪
華
な
明
神
丸
は
、
四
日
市
祭
の
練
り
物
と
同
様
に
戦
争
の
被

害
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
幸
い
に
も
飾
り
物
を
個
人
に
預
け
て
い
た
た

め
、
台
船
以
外
は
空
襲
の
被
害
を
免
れ
て
い
る
。
戦
後
に
町
民
の
寄
付
を
募

り
、
昭
和
二
十
二
年
に
は
山
車
が
復
活
し
、
同
年
の
四
日
市
祭
に
参
加
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
、
地
域
住
民
や
保
存
会
に
大
切
に
さ
れ
現
在
ま

で
至
っ
て
い
る
。 

          

◆
磯
津
の
鯨
船
行
事
（
大
正
丸
）〈
四
日
市
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
：
平
成
七

年
指
定
〉
、
保
持
者
：
磯
津
鯨
船
保
存
会 

 

塩
崎
神
社
の
大
祭
に
奉
納
す
る
行
事
と
し
て
、
大
正
年
間
に
導
入
さ
れ
た

た
め
、
大
正
丸
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
山
車
自
体
は
四
日
市
祭
の
正
一
丸

明神丸 町練り 

明神丸 鯨被り 
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が
前
身
で
、
袋
町
の
正
一
丸
が
大
正
期
に
新
た
に
造
り
替
え
ら
れ
た
際
に
、

そ
の
古
手
の
正
一
丸
を
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
張
り
ぼ
て
の
鯨
と
鯨
船
の
攻
防
や
演
技
全
体
は
、
他
の
鯨
船
行
事
と
ほ
ぼ
共

通
す
る
。
塩
崎
神
社
の
祭
礼
は
九
月
二
十
二
日
と
二
十
三
日
で
あ
り
、
二
十
二

日
が
町
練
り
、
二
十
三
日
が
神
社
へ
の
練
り
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
戦
後
、
一
時

期
中
断
し
て
い
た
が
昭
和
六
十
二
年
か
ら
保
存
会
に
よ
っ
て
復
活
し
た
。
そ
の

後
、
担
い
手
不
足
な
ど
の
要
因
に
よ
り
平
成
十
四
年
か
ら
休
止
が
続
い
て
い
た
。 

 

地
元
の
人
に
大
切
に
さ
れ
て
き
た
鯨
船
行
事
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
機
運

が
高
ま
り
、
令
和
二
年
九
月
に
保
存
会
を
再
度
設
立
し
た
。
令
和
四
年
九
月
二

十
四
日
に
、
保
存
会
の
熱
意
に
よ
っ
て
二
十
一
年
ぶ
り
と
な
る
行
事
が
行
わ

れ
た
。 

          

◆
南
楠
鯨
船
行
事
（
龍
神
丸
）〈
四
日
市
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
：
平
成
八

年
指
定
〉、
保
持
者
：
南
楠
鯨
船
保
存
会 

 

南
御
見
束
神
社
の
祭
礼
に
奉
納
さ
れ
る
行
事
で
、
明
治
期
か
ら
行
わ
れ
て

き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
台
船
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
四
日
市
の

安
田
造
船
所
で
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
幕
や
飾
り
な
ど
に
は
昭
和
五
十
・

五
十
一
年
に
大
規
模
な
修
繕
が
施
さ
れ
て
い
る
。 

昭
和
二
十
二
年
以
前
の
台
船
は
、
南
納
屋
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
も
の
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
大
き
さ
や
形
状
、
装
飾
の
華
美
な
様
子
は
明
神
丸
と
大

差
は
な
い
。 

          

◆
新
勢
州
丸 

 

明
治
三
十
八
年
、
北
納
屋
の
「
勢
州
組
」
の

鯨
船
が
七
ツ
屋
町
に
譲
渡
さ
れ
、「
新
勢
州
丸
」

と
し
て
御
薗
神
社
の
祭
礼
行
事
に
用
い
ら
れ

て
い
た
が
、
昭
和
三
十
七
年
を
最
後
に
休
止
し

て
い
た
。
そ
の
後
、
老
朽
化
に
よ
り
廃
棄
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
た
が
、
平
成
二
十
六
年
六
月
、

四
日
市
本
町
商
店
街
振
興
組
合
に
譲
渡
さ
れ
、

一
部
修
理
を
経
て
、
同
年
八
月
の
「
大
四
日
市

ま
つ
り
」
で
半
世
紀
ぶ
り
に
曳
き
回
さ
れ
た
。

大正丸 扁額 

大正丸 町練り 

龍神丸 扁額 

龍神丸 町練り 

新勢州丸 鯨船山車 
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四
日
市
の
祭
り
や
鯨
船
を
愛
す
る
人
々
の
熱
意
に
よ
っ
て
復
活
の
道
を
歩

ん
で
お
り
、
諏
訪
神
社
の
例
祭
で
あ
る
四
日
市
祭
に
も
奉
納
さ
れ
て
い
る
。 

 

◆
長
太
鯨
船
行
事
（
天
王
丸
）
〈
鈴
鹿
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
〉
、
保
持 

 

者
：
長
太
鯨
船
保
存
会 

飯
野
神
社
へ
の
奉
納
行
事
で
あ
る
。
古
く
は
、
宮
本
の
天
王
丸
と
四
ツ
谷

の
長
一
丸
が
あ
っ
た
が
、
長
一
丸
は
人
手
不
足
な
ど
の
理
由
で
明
治
中
期
か

ら
中
断
し
て
い
る
。
天
王
丸
は
、
八
月
一
日
に
行
わ
れ
て
い
る
北
長
太
地
区

の
氏
神
で
あ
る
飯
野
神
社
の
祭
礼
「
天
王
祭
」
で
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
昭
和
十
八
年
に
戦
火
が
激
し
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
中
断
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
昭
和
四
十
一
・
四
十
二
年
に
地
区
の
青
年
団
が
再
興
を
試
み

た
が
、
費
用
や
後
継
者
不
足
の
問
題
に
よ
り
断
念
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成

二
年
に
文
化
庁
が
視
察
に
来
た
こ
と
を
契
機
に
、
再
び
行
事
開
催
の
機
運
が

高
ま
り
復
活
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
 

 

現
在
は
、
天
王
祭
と
は
関
係
な
く
十
月
の
第
一
土
曜
日
と
日
曜
日
に
行
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
組
織
も
天
王
祭
の
よ
う
に
町
単
位
で
は
な
く
、
北

長
太
町
全
体
で
構
成
さ
れ
た
保
存
会
と
な
っ
て
い
る
。 

山
車
の
装
飾
は
、
サ
ガ
リ
は
緋
羅
紗
に
刺
繍
し
、
先
に
金
糸
の
房
を
付
け

た
も
の
と
な
り
、
五
尺
は
金
箔
を
押
し
た
彫
刻
を
施
し
、
四
日
市
の
山
車
に

あ
る
よ
う
な
横
幕
は
省
略
さ
れ
、
屋
形
や
艫
立
も
比
較
的
簡
素
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。 

 

以
上
、
現
存
す
る
鯨
船
山
車
は
九
艘
を
数
え
る
。
か
つ
て
は
四
日
市
市
の

東
袋
町
に
「
正
一
丸
」、
鈴
鹿
市
の
飯
野
神
社
に
奉
納
す
る
四
ッ
谷
の
「
長
一

丸
」
も
あ
っ
た
が
今
は
行
事
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
存
在
し
て
い
な
い
。
一
方
、

四
日
市
の
北
納
屋
の
勢
州
組
は
、
七
ツ
屋
町
を
経
て
本
町
商
店
街
振
興
組
合

に
譲
渡
さ
れ
現
存
し
て
い
る
。
本
来
、
こ
の
四
日
市
市
を
中
心
に
鈴
鹿
市
の

一
部
を
含
め
た
地
域
に
、
十
一
艘
の
鯨
船
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
が
、
元
を
正
せ
ば
本
来
的
に
鯨
船
が
存
在
し
た
の
は
、
四
日
市
町
と

富
田
に
限
ら
れ
る
。
以
外
の
地
域
は
、
い
ず
れ
も
四
日
市
町
の
鯨
船
が
譲
渡

さ
れ
、
練
り
な
ど
が
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

六
、
由
来 

鯨
船
の
由
来
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
が
、
安
永
年
間
（
一
七
七
二
～

八
一
）
の
も
の
と
さ
れ
る
四
日
市
町
の
各
町
の
黎 ね

り

一
覧
の
中
に
「
鯨
つ
き
」

の
名
称
が
み
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
由
来
を
お
お
よ
そ
こ
の
頃
に
置
く
こ
と

が
出
来
よ
う
。
こ
の
頃
の
鯨
船
は
質
素
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
の
『
伊
勢
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
後

日
談
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

  

当
時
の
鯨
船
は
、
竹
で
作
り
、
屋
形
も
な
く
装
飾
も
華
美
で
は
な
く
、 

祭
り
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
壊
し
て
売
却
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、 

袋
町
の
岩
田
久
八
と
い
う
人
物
が
一
年
間
鯨
船
を
預
か
っ
て
お
い
て
漆
を

塗
っ
て
祭
礼
に
出
た
と
こ
ろ
、
皆
が
そ
の
美
し
さ
に
驚
き
、
他
の
二
町
が
面
目

を
失
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
翌
年
に
は
南
納
屋
町
・
袋
町
（
北
納
屋
の
誤
り
か
）

も
同
じ
く
漆
を
塗
っ
て
出
て
き
た
こ
と
、
そ
れ
以
来
相
競
て
今
日
の
よ
う
な

美
観
を
呈
す
る
に
い
た
っ
た
。 

 つ
ま
り
、
袋
町
の
鯨
船
が
漆
を
施
し
て
祭
礼
に
参
加
し
た
翌
年
か
ら
、
他 



11 1010 
 

の
二
町
も
同
じ
よ
う
に
飾
り
立
て
て
参
加
し
、
次
第
に
競
っ
て
華
美
な
装
飾

を
施
し
今
の
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

富
田
の
鯨
船
に
つ
い
て
は
、
鳥
出
神
社
が
火
災
に
遭
っ
て
資
料
が
残
っ
て

い
な
い
た
め
、
詳
し
い
由
来
は
よ
く
分
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、

北
島
組
の
装
飾
箱
に
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
、
中
島
組
の
装
飾
金
具
に
文
久

四
年
（
一
八
六
四
）
の
年
号
が
み
え
て
い
る
。
こ
の
銘
が
、
造
船
銘
な
の
か
、

修
理
銘
な
の
か
判
断
は
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
八

五
〇
～
六
〇
年
代
に
鯨
船
が
存
在
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。 
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１ 

古
く
は
、
ハ
マ
の
三
組
（
北
島
組
・
中
島
組
・
南
島
組
）
は
、
北
組
・
中

組
・
南
組
と
言
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
今
で
も
略
し
て
北
組
、
中
組
な
ど
と

言
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。 

２ 

鎮
火
祭
自
体
は
、
本
来
六
月
・
十
二
月
の
晦
日
の
神
祇
祭
祀
で
あ
り
、
火
菰

を
作
成
し
、
そ
れ
を
鯨
船
組
の
町
ご
と
に
そ
れ
を
神
社
に
持
参
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
旧
来
の
形
式
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
鎮
火
祭
に
参
加
し
て
い

る
の
は
、
鯨
船
組
の
各
町
と
富
田
西
町
の
石
取
祭
の
み
で
あ
る
。 

３ 

本
来
の
順
番
は
、
北
島
組
か
ら
始
ま
り
、
中
島
組
→
南
島
組
→
古
川
町
の
順

で
あ
る
が
、
ハ
マ
の
三
組
は
二
年
出
て
次
の
年
は
休
む
こ
と
を
原
則
と
し
て
い

る
た
め
、
ハ
マ
の
順
番
は
そ
れ
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ま
た
、
最
後
に
行
わ
れ
る

宮
参
り
は
時
間
が
遅
く
な
る
こ
と
や
、
石
取
祭
と
日
程
が
重
な
っ
た
り
す
る
た

め
、
古
川
町
が
「
宮
参
り
」
を
行
わ
な
か
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の

た
め
、
各
組
の
公
平
を
期
す
た
め
、
く
じ
引
き
で
順
番
を
決
め
て
い
た
時
期
も

あ
る
と
い
う
が
、
現
在
は
基
本
で
あ
る
北
島
組
→
中
島
組
→
南
島
組
→
古
川
町

の
順
で
行
わ
れ
て
い
る
。 

４ 

北
島
組
は
、
北
側
の
新
町
二
区
か
ら
南
の
北
魚
町
ま
で
順
番
に
突
く
。 

中
島
組
は
、
二
筋
あ
る
通
り
に
設
け
ら
れ
た
提
灯
台
を
突
い
て
か
ら
、
そ
の

筋
の
町
練
り
を
行
う
が
、
順
番
は
毎
年
交
代
す
る
。 

南
島
組
は
、
北
の
筋
か
ら
突
く
年
と
南
の
筋
か
ら
突
く
年
を
交
互
に
決
め
て

い
る
。 

古
川
町
は
、
船
を
出
す
と
、
ま
ず
山
車
蔵
を
突
い
て
か
ら
、
網
勘
橋
で
南
を

向
い
て
伊
勢
神
宮
を
突
き
、
近
く
の
桜
木
神
社
（
山
の
神
）
を
突
く
こ
と
か
ら

始
ま
り
、
続
い
て
近
く
か
ら
祝
儀
突
き
を
行
っ
て
い
く
。 

５ 

ど
の
組
も
同
様
に
梵
天
と
称
し
て
い
る
が
、
北
島
組
と
南
島
組
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
「
北
島
組 

神
社
丸
」、「
鯨
取 

南
島
組
」
と
書
か
れ
た
板
材
に
柄
を
付
け

た
形
式
の
も
の
を
用
い
て
お
り
、
漁
師
町
ゆ
え
、
漁
に
使
う
浮
標
（
ブ
イ
）
に

由
来
す
る
と
さ
れ
る
形
状
の
も
の
を
用
い
て
い
る
。
中
島
組
と
古
川
町
は
、
布

状
の
も
の
に
「
鯨
取
根
元 

神
徳
丸
」
、
「
鯨
取
元
祖 

古
川
町
」
と
書
か
れ
た
旗

状
の
も
の
を
柄
の
上
部
か
ら
延
ば
し
た
紐
で
下
げ
た
も
の
を
用
い
て
い
る
。 

６ 

艫
上
げ
は
、
鯨
を
捕
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
神
に
感
謝
す
る
行
為
と
い
う

説
や
、
大
漁
の
し
る
し
で
、
獲
物
の
重
み
で
舳
先
が
下
が
る
様
子
を
表
現
し
て

い
る
と
い
う
説
が
あ
る
。 

７ 

四
艘
が
参
加
し
た
平
成
二
十
九
年
の
予
定
で
見
て
み
る
と
、
北
島
組
が
十
時

～
十
一
時
三
十
分
、
中
島
組
が
十
一
時
三
十
分
～
十
三
時
、
南
島
組
が
十
三
時

～
十
四
時
三
十
分
、
古
川
町
が
十
四
時
三
十
分
～
十
六
時
と
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

時
間
は
一
時
間
三
十
分
と
な
っ
て
い
る
。
事
前
に
鳥
居
を
突
い
て
、
一
時
間
半

か
け
て
境
内
で
二
本
突
く
。
北
島
組
、
中
島
組
、
南
島
組
の
三
組
は
本
殿
と
蛭

子
社
を
突
き
、
古
川
町
は
本
殿
を
一
時
間
近
く
掛
け
て
突
く
。
但
し
、
古
川
町

は
最
後
に
な
り
、
時
間
が
あ
る
た
め
八
時
半
ご
ろ
か
ら
中
央
通
り
で
顔
見
世
を

行
い
、
前
日
の
町
練
り
で
回
り
切
れ
て
い
な
い
家
で
の
突
き
を
行
う
。
な
お
、

北
島
組
も
本
練
り
後
、
浜
練
り
ま
で
の
間
に
、
前
日
の
町
練
り
で
回
れ
な
か
っ

た
と
こ
ろ
を
突
い
て
い
る
。
南
島
組
は
本
練
り
終
了
後
、
地
域
貢
献
と
い
う
こ

と
で
、
浜
練
り
の
前
ま
で
に
富
田
浜
病
院
で
入
院
患
者
な
ど
の
慰
問
の
た
め
鯨

突
き
を
披
露
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

８ 

本
殿
右
手
に
蛭
子
社
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
旧
社
地
、
東
富
田
公
園
内
に
は

北
側
隅
に
石
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

９ 

タ
カ
と
は
、
浜
か
ら
離
れ
た
高
い
地
区
の
意
味
。 

10 

中
島
組
と
南
島
組
は
町
域
の
東
橋
の
筋
（
も
と
の
浜
が
僅
か
に
残
さ
れ
駐
車

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
場
所
の
通
り
）
で
行
わ
れ
、
北
島
組
は
も
と
の
浜

が
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
一
筋
西
側
の
通
り
で
行
わ
れ
て
い
る
。 

11 

江
戸
時
代
か
ら
続
く
諏
訪
神
社
の
例
祭
で
あ
る
四
日
市
祭
と
は
別
に
、
昭
和

三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
か
ら
始
め
ら
れ
た
市
民
祭
。
毎
年
八
月
の
第
一
土
曜

日
・
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
。
初
日
（
土
曜
日
）
は
「
お
ど
り
の
日
」
と
題
し

て
市
民
参
加
の
踊
り
な
ど
を
中
心
と
す
る
。
二
日
目
（
日
曜
日
）
は
「
郷
土
の

文
化
財
と
伝
統
芸
能
」
と
題
し
て
市
内
各
地
の
祭
礼
行
事
を
紹
介
す
る
。 

12  

令
和
二
年
中
島
組
へ
の
聞
き
取
り
で
は
百
二
十
万
円
か
か
る
と
い
う
。 

13  

江
戸
時
代
に
は
、
経
費
の
か
さ
む
大
型
の
「
関
船
」
に
替
わ
っ
て
、「
小

早
」
が
正
規
の
軍
船
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
た
。 

14 
『
文
化
遺
産
の
世
界
』Vol.28

石
垣
悟
『
無
形
文
化
遺
産
の
国
際
的
保
護
と

日
本
の
文
化
財
保
護
制
度
―
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
の
記
載
決
定
を
受
け
て

―
』
（https://w

w
w.isan-no-sekai.jp/feature/201701_01 

二
〇
一
七
年
三
月
）
。 
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15 

福
原
敏
男
氏
「
『
提
案
さ
れ
な
か
っ
た
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
―
今
後
に

向
け
て
の
期
待
―
」
文
化
遺
産
の
世
界 

特
集VO

L28

な
ど
。 

https://w
w

w.isan-no-sekai.jp/feature/201701_08

（
令
和
五
年
十
二
月

確
認
） 

清
水
博
之
氏
「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
『
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
』
の
実
相
と

向
後
」
文
化
遺
産
の
世
界
レ
ポ
ー
ト 

https://w
w

w.isan-no-sekai.jp/report/7249

（
令
和
五
年
十
二
月
確
認
） 

16 

諏
訪
神
社
は
鎌
倉
時
代
の
初
め
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
年
）
信
州
諏
訪
神 

社
の
御
分
霊
を
此
地
に
奉
遷
し
た
も
の
と
伝
え
、
四
日
市
開
拓
以
来
の
氏
神
で

あ
る
。
ま
た
、
四
日
市
開
発
の
産
土
神
で
も
あ
り
四
日
市
の
氏
神
と
し
て
深
く 

信
仰
さ
れ
、
各
商
家
は
四
日
市
が
商
工
都
市
と
し
て
発
展
す
る
に
伴
い
御
祭
神

で
あ
る
「
え
び
す
神
」
に
対
す
る
信
仰
が
厚
く
、
夷
講
と
唱
え
て
競
っ
て
諏
訪

大
社
を
商
売
繁
昌
の
神
と
し
て
祀
っ
た
。
当
神
社
に
対
す
る
崇
敬
は
厚
く
祭
礼

も
四
日
市
ま
つ
り
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。 

    

                  

13 
 

第
二
章 

 

各
鯨
船
組
の
組
織 

一
、
組
織 

 

富
田
の
鯨
船
は
、
も
と
も
と
北
島
組
・
中
島
組
・
南
島
組
・
古
川
町
の
そ

れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
存
在
し
て
い
た
。
平
成
三
年
に
四
日
市
市
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
際
、
四
組
一
括
で
指
定
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の

必
要
上
、
現
在
の
「
富
田
鯨
船
保
存
会
連
合
会
」
と
い
う
全
体
を
ま
と
め
た

会
を
組
織
し
た
。
現
在
も
各
組
ご
と
の
組
織
を
持
ち
、
各
組
ご
と
に
会
則
を

定
め
て
い
る
。 

ハ
マ
の
各
組
は
、
原
則
と
し
て
一
つ
の
通
り
の
両
側
の
家
を
単
位
と
す
る

町
で
構
成
さ
れ
て
い
る
１

。
北
島
組
は
北
か
ら
新
町
二
区
・
新
町
一
区
・
蛭
子

町
・
天
神
町
・
中
川
町
・
北
魚
町
の
計
六
町
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
中
島
組

は
本
町
・
寺
町
の
二
町
の
み
で
あ
る
２

。
南
島
組
は
、
北
島
組
と
同
じ
く
六
町

で
南
魚
町
・
城
町
・
片
町
・
北
納
屋
町
・
中
納
屋
町
・
南
納
屋
町
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
旧
東
海
道
に
近
い
古
川
町
は
、
海
道
尻
〔
カ
イ
ド
（
ウ
）
ジ
リ
〕

と
呼
ば
れ
、
東
古
川
町
（
富
田
一
丁
目
の
一
番
か
ら
十
三
番
・
十
四
番
の
一

部
）・
西
古
川
町
（
富
田
一
丁
目
の
十
五
番
か
ら
二
十
番
・
二
十
一
番
の
一
部
）

の
二
町
の
み
で
構
成
さ
れ
る
が
、
町
域
は
広
く
人
口
も
少
な
く
は
な
い
。 
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二
、
鳥
出
神
社
と
鯨
船
組
の
関
係 

か
つ
て
は
青
年
団
が
自
治
会
と
独
立
し
て
祭
り
を
企
画
し
、
運
営
・
実
行

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
ど
の
組
に
も
独
立
し
た
青
年
団
は
存
在

し
て
お
ら
ず
、
自
治
会
の
中
に
鯨
船
組
が
組
み
込
ま
れ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
形
態
は
、
各
自
治
会
に
は
会
長
・
副
会
長
・
会
計
の
三
役
以
外
に
、「
祭

礼
委
員
」、「
青
年
宿
」、「
氏
子
総
代
」
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
祭
礼

委
員
は
各
町
内
の
鯨
船
保
存
会
の
代
表
で
、
氏
子
総
代
は
各
町
を
代
表
し
て

鳥
出
神
社
の
行
事
運
営
に
か
か
わ
り
、
例
祭
に
参
列
し
た
り
、
奉
仕
活
動
に

加
わ
っ
た
り
す
る
。
一
部
鯨
船
に
関
係
を
持
た
な
い
住
民
も
い
る
よ
う
だ
が
、

東
富
田
町
の
町
民
と
鳥
出
神
社
と
の
関
係
は
、
基
本
的
に
は
自
治
会
に
町
費

を
納
め
て
い
る
町
民
は
全
て
鳥
出
神
社
の
氏
子
で
あ
り
、
八
月
十
五
日
の
例

祭
へ
の
鯨
船
行
事
の
奉
納
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

す
な
わ
ち
、
各
町
の
自
治
会
の
連
合
体
が
各
組
の
構
成
員
で
、
町
民
の
出

資
や
祝
儀
な
ど
を
原
資
に
祭
り
を
運
営
し
、
各
鯨
船
組
を
組
織
し
て
、
町
練

り
や
氏
神
で
あ
る
鳥
出
神
社
に
鯨
船
行
事
の
奉
納
を
行
う
の
で
あ
る
。 

 三
、
組
織
の
構
成 

四
日
市
市
は
、
令
和
二
年
度
に
鯨
船
各
組
に
構
成
員
や
役
割
分
担
を
は
じ

め
と
し
た
基
本
的
な
事
項
や
、
戦
中
戦
後
の
様
子
や
伊
勢
湾
台
風
の
影
響
な

ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
以
下
に
、
そ
の
結
果
を
表
に
ま
と
め
た
３

。 

  北島組 中島組 南島組 古川町 

１
．
鯨
船
行
事
に
関
わ
る
人
数
と
役
回
り 

1. 全 体 の

構成員数 

男性 100名 

女性 10名 

男性 64名 

女性 27名 

四日市大学生男性 20名 

市民サポーター男性 

2名 

男性 100名  

女性 0名 

（女性は参加しない） 

男性 90名 

女性 45名 

2. 住 民 の

構成員数 

男性 80名  

女性 10名 

名称 特になし 

男性 31名  

女性 20名 

名称 「組内」と呼ぶこ

とがある 

男性 50名     

女性 5～10名 

（オナゴシ）   

名称 特になし 

男性 65名 

女性 35名 

名称 特になし 

3-1.男性の

年齢構成 

10歳未満 6名 

10代 6名  

20代 10名 

30代 15名 

40代 15名 

50代 15名 

60代 20名 

70代以上 20名 

10歳未満 2名 

10代 1名 

20代 2名 

30代 2名 

40代 5名 

50代 3名 

60代 4名 

70代以上 14名 

10歳未満 4～6名 

10代 3～6名 

20代 20名 

30代 20名 

40代 20名 

50代 10名 

60代 10名 

70代以上 10名 

10歳未満 5名 

10代 15名 

20代 5名 

30代 5名 

40代 10名 

50代 5名 

60代 5名 

70代以上 15名 

15 
 

 

 
 

 

 北島組 中島組 南島組 古川町 

１
．
鯨
船
行
事
に
関
わ
る
人
数
と
役
回
り 

3-2.男 性 の

役回り 

櫓漕ぎ 6名 

羽刺し 3名 

太鼓叩き 3名 

鯨被り 10名 

練り手 20～30名 

唄上げ 数名 

梶取り 4名 

サンパライ 12名 

賄い  6名 

櫓漕ぎ 4名   

羽刺し 3名 

腰持ち 2名  

太鼓叩き 3名 

はら 10～14名 

唄上げ 4～6名 

梶取り 4名  

さがり 1名 

サンパライ 10～14名 

鯨被り 6～10名 

櫓漕ぎ（幼～小 2） 

羽刺し（小 3～小 6） 

太鼓叩き（16～20代） 

鯨被り（20～30代） 

サンパライ（50～70代） 

櫓漕ぎ 10 歳未満 3～5

名 

羽刺し 10代前半 3～4

名 

太鼓叩き 10代後半 2～

3名 

鯨被り 20代 

はら 30～50代 

唄上げ・サンパライ・交

通整理 60代以上 

4-1．女性の

年齢構成 

10歳未満 数名 

10代 1名 

20代 数名 

30代 数名 

40代 数名 

20代 1名 

30代 2名 

40代 3名 

50代 1名 

60代 4名 

70代以上 10名 

なし 

 

10歳未満 数名 

10代 4～6名 

20代 数名 

30代 数名 

40代 数名 

50代 数名 

60代 数名 

4-2.女 性 の

役回り 

櫓漕ぎ 

羽刺し 

練り手 

着付け 

化粧 

衣装と横幕のメンテナ

ンス 

昼食・賄い・休憩などの

準備 

支援部隊（給水・運搬・

子どもたちの補助） 

着付け 

化粧 

櫓漕ぎ 10歳未満  

子鯨 10代 5～6名 

衣装・給水などの支援 

30代～60代 15～20名 

5.非住民構

成員数と呼

称 

男性 40名 女性 0名 

名称 北島会（団友も

含めた青年団）有志の

集まりで基本各町の成

人以上。北島出身者以

外でも関わりがあれば

入会できる。 

男性 33名  

女性  7名 

四日市大学生男性 20名 

市民サポーター男性 

2名 

名称 特になし 

男性 25～35名     

女性 0名 

名称 特になし 

 

男性 25名    

女性 10名 

名称 特になし 
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 北島組 中島組 南島組 古川町 

１
．
鯨
船
行
事
に
関
わ
る
人
数
と
役
回
り 

6-1. 非 住 民

男性の年齢

構成 

10代 5名 

20代 5名  

30代 5名 

40代 10名 

50代 15名 

10代未満 3名 

10代 4名 

20代 6名 

30代 6名 

40代 10名 

50代 2名 

60代以上 2名 

10代未満 2～3名 

10代 1～2名 

40代 10名 

50代 5～6名 

10代未満 3名 

10代 5名 

20代 5名 

30代 5名 

40代 5名 

50代 2名 

 

6-2. 非 住 民

男性の役回

り 

鯨被り 10名 

梶取り 4名 

練り手 20名 

櫓漕ぎ 4名  

羽刺し 3名 

腰持ち 2名  

太鼓叩き 3名 

はら 10～14名 

唄上げ 4～6名 

梶取り 4名   

さがり 1名 

鯨被り 6～10名 

サンパライ 10～14名 

10歳未満 櫓漕ぎ   

10代 羽刺し・鯨被 

り・練り手  

20 代 鯨被り・練り手

（稀に太鼓叩き） 

30代 鯨被り・練り手 

40代 練り手 

50代 練り手・サンパ 

ライ（少数の者が指導 

者） 

10歳未満 櫓漕ぎ数名 

10代、20代 鯨被り 

5～6名 

30代以上 船回り 

 

7-1. 非 住 民

女性の年齢

構成 

20代 2名      

40代 1名 

30代 1名 

40代 3名 

50代 1名 

なし 10代未満 2名 

10代 2名  20代 2名 

30代 2名  40代 2名 

7-2. 非 住 民

女性の役回

り 

太鼓叩き 1名 着付け、化粧 

衣装と横幕のメンテナ

ンス 

昼食、休憩の準備 

支援部隊（給水・運搬、

子どもの援助） 

なし 

 

10歳未満 櫓漕ぎ数名 

10代 子鯨・羽刺し 

20代以上 支援部隊 

8.支援部隊

の構成員数 

各町会計で賄いを担当 

6名 

27名 2～3名      

（給水・運搬・子どもの

援助などは女性中心） 

32名くらい 

9.支援部隊

（町内居住

者数） 

男性 6名    

女性 0名   

男性 0名  

女性 20名 

男性 1～2名 

女性 2～3名 

男性 8名     

女性 24名 
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 北島組 中島組 南島組 古川町 

１
．
鯨
船
行
事
に
関
わ
る
人
数
と
役
回
り 

10-1.町内在

住支援部隊

男性の年齢

構成 

60代 6名 なし 70代以上 1～2名 

 

10代 4名    

40代 1名 

50代 1名 

70代以上 2名 

10-2.支援部

隊男性の役

回り 

賄い 6名  給水車の運搬 給水・運搬など、2日間

を西古川町と東古川町

で担当を分けて行う。

子ども会の会長・副会

長及び保存会の会計が

中心で行う。 

11-1.町内在

住支援部隊

女性の年齢

構成 

40代 5名 20代 1名   

30代 2名 

40代 8名 

 50代 2名 

60代 4名 

70代以上 7名 

40代 2～3名 10歳未満 2名 

10代 8名  

20代 2名 

30代 6名   

40代 3名 

50代 3名 

11-2 支援部

隊女性の役

回り 

衣装着付け、化粧     衣装着付け、化粧 

横幕のメンテナンス 

昼食、休憩の準備 

給水・運搬、子どもの援

助 

給水の接待、環境丸（飲

料水などの運搬車）の

運用、化粧、着付け、救

急対応 

 

男性と同じ 

 

12.支援部隊

非住民構成 

0名 男性 0名  

女性 7名 

毎年変動しており不確

実 

男性 0名  

女性 2名 

13.支援部隊

非住民男性

年齢構成 

  毎年変動しており不確

実 

 

14.支援部隊

非住民女性

年齢構成 

 30代 1名  

40代 3名 

50代 1名   

毎年変動しており不確

実 

30代～40代 

 

2.
町
内
の
総
世
帯
数
と
鯨
船
行
事 

1.総世帯数 210軒 52軒 231軒 165軒 

2.組内の関

わる世帯数 

全軒 48軒 全軒 150軒 

3.関わらな

い世帯数 

0軒 4軒 水産加工業 なし 15軒 
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  北島組 中島組 南島組 古川町 

3．予算 1.予算 90万 繰越金 30万   

祝儀、寄付金 60万 

町費 30万（50軒） 

鯨製作、船本体の飾り付

け、準備にかかる費用 

祭当日の運行費用 

組織の運営費用 

保存修理費用 

前年度繰越金＋町内の

寄付金 

 

 

2.支出 90万 連合会費 5万   

鯨など製作費 10万 

ご祈祷料、御供 5万  

練習等費 10万 

修理予備費 17万 

火災、傷害保険料 13万 

祭礼経費 60万  

予算と同じ 船と山車蔵の火災保険

及び盆祭礼での傷害保

険 

盆祭礼での食糧費、飲み

物代及び役人等への礼

金 

4. 鯨の組み立て時

期 

7月初旬～3週間程度（2

日／週、作業） 

竹の入荷する 5 月以

降、近年は 5月中旬に作

成する（1～2週間）。 

仕上げは祭礼の 2 週間

前頃。 

7月初旬より、毎日曜日

に午前 4 時間行い 3～4

日で完成。2体製作。 

毎年は作らない。前回は

6月末から約 3週間。 

5. 山車の組み立て

時期 

7月末～8月初旬 洗濯：台船を水洗いして

グリスアップし、破損状

況を点検（6～7月上旬） 

組み立て：7月中旬、草

抜きの翌週 

鯨製作と並行して、鯨

担当、船担当に分かれて

行う。 

7 月初旬より、毎日曜

日に午前 4時間行い 3～

4日で完成。 

7月末の日曜日。最終 

の日曜日を予備日とし、 

その前の日曜日に 4～5 

時間で組み立てる。 

6. 事前練習開始時

期 

6 月中旬から 6 週間（2

日／週） 

 

7月第 4週～8月第 1週

頃の 2週間。午後 6時～

8時、浜のテント前 

別に毎月 2 回、継承の

ための練習会を日曜日

午後 1時～3時に通年行

っている。 

7 月中旬から日曜日を

除く毎日（19時～21時） 

6 町内浜広場で 2 週間

行う。 

8 月に入り、土曜日と

日曜日を除く毎日。午後

7時～山車蔵前で行う。 

7. 今の組織になる

前の組織 

保存会は、自治会と独

立していたが、高齢化、

人口減少により自治会

で構成するようになっ 

今と同じ二町で構成さ

れていて「中組」と呼ば

れていた。 

船の所有(管理・修 

今の組織は、保存会で

運営しているが、主体は

自治会。祭り当日の飲

食、会費の集計、メンバ 

ほとんど同じだと聞い

ている。 
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 北島組 中島組 南島組 古川町 

 ている。昭和初期まで

は青年宿も存在してい

た。 

理・保管)は二町自治会 

祭の企画、運営、実行

は青年団（一九七〇年

以前まで）が青年宿を

拠点に行っていた。練

りに関わる非住民構成

員は「団友」と呼ばれ

た。団友は組内の親戚

縁者や旧住人（手代、下

宿人）など何らかの形

で、中組と縁のある者。 

ーも自治会から選出。 

以前の組織は、氏子 

総代と青年宿で仕切っ 

ていた（南島組は 12名 

の役員で運営されてい 

た）。 

昭和の頃は、祭礼委員

長は氏子総代だった。

市指定になったころは

自治会主体になってい

たが、祭礼責任者は氏

子総代だった。 

 

8. いつ頃から今の

組織となったか 

20年ほど前から 戦前戦後も二町で船

を所有。自治会が中心

で青年団を管掌。 

23 号線が出来て砂浜

が無くなり、浜方・納屋

方（卸・水産加工業）、

網方（漁網製造販売

業）、昆布屋（昆布専門

加工業）、鰹節屋（鰹節

専門加工業）なども少

なくなり、中組は基幹

産業の減少に伴い、財

力・人手も減少した。 

「中島組」の名称は平

成三年に四艘会が組織

された頃より使われ始

めた。 

昭和四十五年に十年

ぶりに復活する際に祭

礼委員、青年宿（青年団

長）を自治会（町内会） 

国指定重要無形民俗

文化財となる前に保存

会連合会が正式に引き

継いだ。 

国指定の重要文化財

になった時に、国・県・

市からの要望などの受

け皿的な組織として構

成されたようだ。 

 

3 年前から執行部を立ち

上げた。 

30代～50代の男性 10名

ほどと、衣装部として女

性 3名。 

月 1回集まり、いろいろ

な準備、役人の選出、練り

の進行などの打ち合わせ

を行っている。 

執行部内には、祭り当日

の進行担当、梶取りのリ

ーダー、鯨被りのリーダ

ーが在籍する。 
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 北島組 中島組 南島組 古川町 

  の組織に組み込み、鯨

船行事を自治会全体と

して支援することとな

った。 

行事の企画運営につ

いては、中島組は各町

の自治会長・祭礼委員

と町内三役、各委員全

員で各々相談して意思

決定している。 

  

9. 各組の特徴 一つ前の屋形柱が最

近まで残っていて螺鈿

細工が施されていた。

それ以外にも、現在も

前の装飾部材が残って

いて、現在のものとは

かなり異なっており、

造り替える際には以前

のものとは違うものに

造り替えていたことが

分かる。 

船の幅が細身なので、

大きく横によく倒れる

練りが特徴。 

流し唄は北島組に近

く「エヘー」で始まり

「治まーノお御代やト

ネー」で終わり、滔々と

唄い上げるのが特徴。 

太鼓は休拍に「止め」

を使い、真上にバチを

上げて、ゆったりとし

た動作で振り下ろす独

特な決めポーズが特

徴。 

五尺板は四艘中で一

番立派と言われてお

り、勇壮な龍が力強く

彫刻されている。 

羽刺しの所作は片足

を横に上げて見渡した

り、手を左右に広げ扇

子をかざしたりと、優

雅に立ち振る舞う舞い

が特徴である。 

南島組が一番良い、面

白い、勢いがあるなど

の意見をよく頂くの

で、その気概で行事を

行っている。嵐の海に

漕ぎ出すというコンセ

プトで大波の中を進む

船 を 表 現 し て い る

（荒々しく、激しく）。 

祝儀突きをしながら、町

内全てに顔見世する。 

子鯨によって、女性（子ど

も）も祭りに参加できる。 
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 北島組 中島組 南島組 古川町 

10. 祭参加者の衣装 半纏、股引は保存会支

給 地下足袋は個人負

担 

ドンザ：共同管理 

羽刺し：自前＆共同管

理品 

櫓漕ぎ：自前＆共同管

理 

太鼓叩き：自前で誂え

る 

鯨被り：共同管理品 

半纏：作製は組で作製 

寺町は自治会長が共同

管理 

本町は個人で購入管理 

学生、応援者用は保存

会で共同管理 

全ての衣装を保存会で手

配。一般の半纏のみ各町

管理。 

半纏は基本的に個人所有 

他の衣装は保存会所有 

組 11．町練りの決まりについて 

北島組 

・町練りは山車蔵が最初で新町二区より新町一区・蛭子町・天神町・中川町・北魚町の順番。近年は祝儀突きで宮町、 

大官町へも運行。 

・帰り山は前年の町より一つ南の町から。 

中島組 

・2町全て回る。1年交代で「本町→寺町→旭町・代官町・他祝儀宅」、または「寺町→本町旭町・代官町・他祝儀宅」 

・浜からその町の提灯台を突く。終わったら次の町の浜からその町の提灯台を突く。 

・祝儀料は原則 3万円以上で例年 20～30軒が実績。 

南島組 

・北から、南からと年ごとに交代して進行し、6町内鯨船が通行出来るところは全て回る。 

・各町内の提灯台をその町内全世帯の代表として練る。 

・名所（一本松）、鯨船格納庫、練り受け（祝儀）で練りを行う。 

古川町 

・1日目は、出船してまず山車蔵を突き、伊勢神宮、山の神を突いてから、その近くから祝儀突きを行う。最後に多度大

社（中央通り、町の西端）を突いて終了。 

・2日目は、中央通りから神社側の町内を祝儀突きして神社（本練り）へ入る。その間天候などの障害がなければ町内全

てを通り顔見世する。 
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組 12．戦前は蟹祭りの時に行っていたとの説について 

北島組 

・現在は不明。 

・以前、秋に 3日間行っていたと聞いている。 

・23号線ができる前の海岸～一本松～富田浜まで行っていたようだ。 

中島組 はっきりしない。 

南島組 
・昭和の初め頃は、すでにお盆の祭りで、3日間行っていた。蟹祭りのことを知っている人はいない。 

・その頃は、青年団・青年宿、氏子総代が取り仕切っていたようだ。 

古川町 分からない。 

 13．戦中の行事は。戦後はいつから復興したか。 

北島組 

・戦時中は開催していなかったようだ。 

・大正から昭和 20年まで休止と聞いている。 

・戦後は昭和 21年から復興したようだ。 

中島組 

・昭和 9年と 15か 16年の写真がある。 

・戦後は昭和 24年には再開したようだ。（24年と 27年の写真がある） 

・昭和 34年 8月の中日新聞に「昨年は中止した鯨船を景気を呼ぶため豪勢に練り回す事で一致、鯨船四台、石取り車、南

町山車、浜元しし舞・・・」とある。 

南島組 

・戦争激化の頃は休止。 

・出征が決まった人が鯨被りをし、化粧まわしのような立派な前掛けを身に着けて演技をしていたようだ（写真を見せても 

らったことがある）。 

・戦後、3年経ったころから復興したようだ。 

古川町 不明 

 14．伊勢湾台風の被害と復興について 

北島組 ・宝物の流出はなかったようだが、装飾の金箔や漆塗りなどが痛んだため 5～6年は休止していたようだ。 

中島組 
・中島組山車蔵は北島組や南島組に比べて海から遠く、飾りも 2階にあり被害は少なかった。 

・修理はしたが、経済力・人口減少で再開に時間がかかり、昭和 45年に組織や体制を整えて 10年ぶりに復活した。 

南島組 

・一部の装飾品を避難させてくれた人がいたが、残りは水没した。 

・全てが水に浸かったが山車蔵は倒壊せず、流出はなかった。 

・数名の方によって天日干しされたようだ。 

・伊勢湾台風後、3年ほどで復興。 

古川町 
・当時の山車蔵が１ｍ位浸水したとのこと。 

・船以外は被害が少なく数年後に再開したと聞いている。 

 15．その他 

北島組 特になし 

中島組 

・中島組で鯨船に深くかかわった人がすでに逝去し長老１名の記憶が頼りだった。 

・町内に古い資料が残っていない。理由は三つ。一つは旦那衆が没落して、子孫が現在住んでいないか、住居を建て替えて 

しまい、古い資料が残っていない。 
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以
上
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
、
ま
ず
気
が
付
く
こ
と
は
各
組
と
も
に
少
子

高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
事
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
特
に
十
歳
未
満
や
十
代
の
子
ど
も
た
ち
、
す
な
わ
ち
将
来
の
祭
り
を

担
っ
て
い
く
年
齢
層
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
富
田
の
鯨
船

行
事
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
三
十
三
件
の
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
４

の
「
保

護
団
体
で
は
、
い
ま
何
が
問
題
な
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
７
８
．

４
％
が
「
後
継
者
の
不
足
」
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
れ
に
相
応
し
て
「
高
齢
化

の
進
展
（
６
７
．
８
％
）」
が
二
番
目
に
多
い
回
答
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。 

 

た
だ
し
、
北
島
組
だ
け
は
十
歳
未
満
の
数
が
町
内
住
民
で
確
保
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
北
島
組
の
町
内
を
見
渡
す
と
比
較
的
新
し
い
住
宅
が
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
町

内
で
住
居
の
建
て
替
え
を
行
い
、
町
外
へ
出
ず
に
居
住
し
続
け
て
い
る
住
民

が
出
て
き
て
い
る
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
傾
向

が
続
く
な
ら
ば
将
来
に
向
け
て
望
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て

も
６
名
で
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。 

最
も
深
刻
な
の
は
中
島
組
で
あ
る
。
八
月
十
四
日
と
十
五
日
に
行
わ
れ
る

こ
の
祭
り
は
、
体
力
も
要
り
、
危
険
も
伴
う
。
南
島
組
を
除
く
各
組
で
は
、

近
年
女
性
の
参
加
も
見
ら
れ
る
が
、
男
性
中
心
の
祭
り
で
あ
る
と
言
え
る
。

中
島
組
の
構
成
員
の
男
性
は
６
４
名
、
そ
の
う
ち
の
町
内
居
住
男
性
は
３
１

名
と
半
数
を
割
っ
て
い
る
。
な
お
、
四
日
市
大
学
生
２
０
人
と
は
、
四
日
市

大
学
の
岩
崎
恭
典
学
長
の
「
祭
り
と
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
す
る
講
義
を
受
講

 二つ目は現東富田会館を建てる時に、当時の倉庫の書き物をほとんど焼却処分してしまったらしい。書き物は伊勢湾台風

の水害で酷いものになっていたらしい。（建物は東富田共同販売所と呼ばれ、行政事務所、漁協事務所、加工販売組合事務

所と一緒に中組の事務所としても使っていたらしい） 

三つ目は、伊勢湾台風の水害で浜に近い家は蔵の中まで被害を受けたため資料が残っていない。 

・鎮火祭の麦藁は、所縁のある茂福・北鵤の農家から、春に収穫した麦わらを貰う。笹竹(真竹)は北鵤の山から切ってきて

いたが、今は東富田地区自治会がまとめて購入し、各町自治会の役員が町ごとに作っている。菰にお神酒をかけて清め、残

りを皆で飲み清めてから神社に向かう。 

・例大祭は、十五日の朝、各町の氏子総代が神社神紋のついた黒い法被を着て、本殿前の玉砂利に並べた床几に座り、大神

主の祝詞、神主の祝詞、氏子拝礼、雅楽奉納が執行される（大神主、雅楽隊は伊勢神宮からきているとのこと）。 

・年々子どもの数が少なくなってきているため、櫓漕ぎ、羽刺し、太鼓叩きの確保が難しくなってきている。 

南島組 

・1993年頃、江戸川女子大学助教授（現在は退官され、非常勤で江戸川大学に在籍）民俗学の宇野正人氏が調査に来られ 

た。何か記録など残されているかも。 

→宇野正人氏と連絡をとったが、知り合いに誘われて見学に行っただけで調査などは行っておらず、記録なども無い。 

古川町 年々子どもの数が少なくなってきており、櫓漕ぎ・羽刺し（踊り子）・太鼓叩きの確保が難しくなってきている。 
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す
る
学
生
た
ち
が
講
義
を
受
け
た
上
で
、
最
後
に
祭
り
に
参
加
し
て
単
位
取

得
と
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
５

。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
行
事
開
催
が

安
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
大
学
生
で
あ
る
た
め
、
参
加
す
る
の
は
単
位

取
得
の
一
年
限
り
で
あ
り
、
祭
り
の
構
成
員
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
は
望
め

な
い
。
そ
の
た
め
、
祭
り
の
継
承
に
繋
が
る
も
の
で
は
な
い
の
が
残
念
な
と

こ
ろ
で
あ
る
。
大
四
日
市
ま
つ
り
の
二
日
目
に
行
わ
れ
る
「
郷
土
の
文
化
財

と
伝
統
芸
能
」
に
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
か
ら
、
隔
年
で
一
艘
の
鯨
船
が
参

加
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
日
が
八
月
の
第
一
週
目
の
日
曜
日
で
あ

る
た
め
、
中
島
組
で
は
お
盆
で
帰
省
す
る
人
数
も
期
待
で
き
ず
長
ら
く
参
加

し
て
い
な
か
っ
た
が
、
大
学
生
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
は
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
す
で
に
京
都
祇
園
祭
で
、
在
京
の
大
学
な
ど

が
そ
れ
ぞ
れ
の
贔
屓
の
山
鉾
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
践
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
も
は
や
こ
れ
ら
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
抜
き
で
は
山
鉾

の
巡
行
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
本
来
鯨
船
行
事
は
女
性
の
参
加
が
制
限
さ
れ
て
い
る
祭
り
で
あ
っ

た
が
、
近
年
、
南
島
組
を
除
く
各
組
で
は
、
祭
り
本
体
へ
の
女
性
の
関
り
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た

の
は
、
北
島
組
の
乗
り
手
で
あ
る
太
鼓
叩
き
に
女
性
が
現
れ
た
こ
と
が
大
き

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
北
島
組
で
は
練
り
手
だ
け
で
な
く
、

「
太
鼓
叩
き
」
や
「
羽
刺
し
」
な
ど
の
乗
り
手
に
女
性
が
参
加
し
て
い
る
。

中
島
組
で
も
、
北
島
組
に
次
い
で
女
性
の
太
鼓
叩
き
を
起
用
す
る
よ
う
に
な

っ
た
他
、「
櫓
漕
ぎ
」
や
「
は
ら
」
で
女
性
が
参
加
し
て
い
る
６

。
古
川
町
で

は
「
子
鯨
」
と
「
羽
刺
し
」
に
女
性
が
参
加
し
て
い
る
。 

祭
り
本
体
へ
の
女
性
の
参
加
が
増
え
て
き
て
い
る
の
は
、
少
子
高
齢
化
に

よ
る
担
い
手
不
足
や
男
女
共
同
参
画
な
ど
の
社
会
的
要
因
だ
け
で
な
く
、
行

事
を
ま
ち
全
体
で
守
り
、
伝
統
を
後
世
へ
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
保
存
会

の
思
い
が
背
景
に
あ
る
。 

そ
う
し
て
み
る
と
、
北
島
組
の
太
鼓
叩
き
に
女
性
が
登
場
し
た
こ
と
は
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
た
取
り
組
み
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 

 

四
、
各
組
の
組
織 

 

北
島
組
・
中
島
組
・
古
川
町
に
お
い
て
は
、
鯨
船
組
は
自
治
会
の
会
長
、

副
会
長
、
書
記
、
会
計
、
祭
礼
委
員
、
青
年
団
な
ど
の
組
織
の
中
に
組
み
込

ま
れ
て
い
て
、
祭
礼
委
員
の
中
か
ら
保
存
会
の
会
長
、
副
会
長
が
選
任
さ
れ
、

自
治
会
の
役
員
か
ら
保
存
会
の
役
員
も
選
任
さ
れ
て
い
る
。
鯨
船
行
事
に
お

い
て
は
、
各
自
治
会
組
織
は
組
織
運
営
委
員
会
的
な
性
格
の
存
在
で
、
各
保

存
会
は
実
行
委
員
会
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
形
態
は
、

か
つ
て
は
お
金
を
出
し
て
く
れ
る
旦
那
衆
と
、
青
年
団
を
中
心
と
す
る
若
者

衆
と
、
青
年
団
を
卒
業
し
た
中
老
ら
の
組
織
が
、
自
治
会
に
継
承
さ
れ
て
き

た
の
で
あ
ろ
う
。
南
島
組
に
お
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。 そ

し
て
、
こ
の
自
治
会
組
織
で
行
わ
れ
て
き
た
鯨
船
行
事
に
変
更
を
も
た

ら
し
た
の
が
、
平
成
三
年
度
の
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
へ
の
申
請
で
あ
る
。
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こ
の
時
、
申
請
に
あ
た
っ
て
各
組
の
保
存
会
の
会
則
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
北
島
組
神
社
丸
保
存
会
会
則
」
で
は
、
会
長
一
名
、
副
会
長
二
名
、
書

記
一
名
、
会
計
一
名
、
会
計
監
査
二
名
、
幹
事
若
干
名
（
付
帯
す
る
名
簿
に

は
十
五
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）
の
役
員
で
、
平
成
三
年
五
月
二
十
八
日
の

発
効
で
あ
る
。 

「
中
島
組
神
徳
丸
保
存
会
会
則
」
で
は
、
会
長
一
名
、
副
会
長
二
名
、
書

記
一
名
、
会
計
一
名
、
会
計
監
査
二
名
、
幹
事
若
干
名
（
付
帯
す
る
名
簿
に

は
八
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）
で
、
発
効
日
は
平
成
三
年
六
月
二
日
と
な
っ

て
い
る
。 

「
南
島
組
感
應
丸
保
存
会
会
則
」
で
は
、
会
長
一
名
、
副
会
長
二
名
、
書

記
一
名
、
会
計
一
名
、
会
計
監
査
二
名
、
幹
事
若
干
名
（
付
帯
す
る
名
簿
に

は
四
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）
で
、
発
効
日
は
平
成
三
年
五
月
三
十
日
と
な

っ
て
い
る
。 

「
古
川
町
権
現
丸
保
存
会
会
則
」
で
は
、
会
長
一
名
、
副
会
長
二
名
、
書

記
一
名
、
会
計
一
名
、
会
計
監
査
二
名
、
幹
事
若
干
名
（
付
帯
す
る
名
簿
に

は
十
三
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）
で
、
発
効
日
は
平
成
三
年
六
月
九
日
と
な

っ
て
い
る
。 

こ
の
時
組
織
さ
れ
た
各
組
の
保
存
会
が
、
従
来
か
ら
あ
る
各
自
治
会
組
織

の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
形
と
な
っ
た
現
在
で
も
、
そ
の
形
が
継
承
さ
れ
て
い

る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
四
組
が
一
括
で
指
定
と
い
う
形
が
と
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、
更
な
る
変
更
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

平
成
三
年
六
月
二
十
八
日
発
効
の
「
富
田
鯨
船
保
存
会
連
合
会
会
則
」
が

提
出
さ
れ
て
お
り
、
四
組
か
ら
役
員
は
会
長
一
名
、
副
会
長
三
名
（
会
長
・

副
会
長
を
各
組
か
ら
出
す
こ
と
と
し
て
い
る
）
、
書
記
一
名
、
会
計
一
名
、
会

計
監
査
二
名
（
書
記
か
ら
会
計
監
査
ま
で
も
各
組
か
ら
一
名
ず
つ
出
さ
れ
て

い
る
）
と
し
、
任
期
を
三
年
、
会
長
は
「
中
島
組
、
北
島
組
、
古
川
町
、
南

島
組
の
順
に
持
ち
回
り
と
す
る
。」
と
あ
る
。
現
在
の
富
田
鯨
船
保
存
会
連
合

会
の
任
期
は
二
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
自
治
会
組
織
の
任
期
に
合
わ

せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
会
長
・
副
会
長
・
会
計
・
書
記
の
四
役
を
四
つ
の
組
か

ら
一
名
ず
つ
持
ち
回
り
で
出
し
て
い
る
。
持
ち
回
り
の
順
に
つ
い
て
は
、
現

在
で
も
、
中
島
組
→
北
島
組
→
古
川
町
→
南
島
組
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
鎮

火
祭
や
宮
参
り
の
順
は
宮
守
と
し
て
の
北
島
組
か
ら
始
ま
り
、
中
島
組
→
南

島
組
→
古
川
町
と
い
う
本
来
の
形
と
な
っ
て
い
る
７

。 

そ
し
て
、
富
田
鯨
船
保
存
会
連
合
会
の
名
称
で
、
平
成
三
年
七
月
三
日
付

け
で
「
四
日
市
市
文
化
財
指
定
申
請
書
」
が
提
出
さ
れ
、
平
成
四
年
二
月
二

十
六
日
付
け
「
富
田
の
鯨
船
行
事
」
と
し
て
四
日
市
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
平
成
十
年
一
月
十
四
日
の
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
へ
の
指
定
の
際
に
も
「
富
田
鯨
船
保
存
会
連
合
会
」
の
名
称
で
指
定
を
受

け
て
お
り
、
そ
れ
が
現
在
の
四
艘
会
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
四
艘

会
は
正
式
名
称
で
は
な
く
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
に
文
化
財
調
査
を
行
う
た

め
、
四
艘
で
協
議
会
を
開
い
た
時
か
ら
使
わ
れ
始
め
た
通
称
名
の
よ
う
で
あ

る
。 以

下
に
、
各
保
存
会
の
現
在
の
各
組
の
組
織
と
平
成
三
年
度
に
市
指
定
の

申
請
時
の
会
則
、
平
成
十
四
年
度
の
『
報
告
書
』
の
記
載
と
今
回
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
な
ど
を
加
味
し
て
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。 
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〔
北
島
組
〕 

現
在
の
組
織
は
、
自
治
会
中
心
の
組
織
で
、
保
存
会
の
会
長
の
任
期
も
二

年
で
あ
る
が
、
現
会
長
の
任
期
の
更
新
が
四
艘
会
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
組
員
の
中
に
も
現
会
長
に
は
任
期
が
無
い
も
の
と

受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
向
き
も
あ
る
。
副
会
長
以
下
の
会
員
は
各
自
治
会
長
、

氏
子
総
代
、
祭
礼
委
員
で
自
治
会
役
員
か
ら
な
っ
て
お
り
、
任
期
は
二
年
。

こ
の
組
織
は
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
そ
れ
ま
で
自
治
会
と
独
立
し
て
い
た
保

存
会
が
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
り
自
治
会
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
市
の
指
定
が
平
成
三
年
度
、
国
の
指
定
に

な
っ
た
の
が
平
成
九
年
で
そ
の
頃
か
ら
と
地
元
で
は
理
解
し
て
い
る
。
た
だ

し
『
報
告
書
』
で
は
会
長
一
名
、
副
会
長
一
名
、
書
記
一
名
、
会
計
一
名
、

会
計
監
査
二
名
、
幹
事
約
十
五
名
と
し
て
い
る
が
、
市
指
定
の
時
に
作
成
さ

れ
た
北
島
組
神
社
丸
保
存
会
会
則
で
は
副
会
長
二
名
と
し
て
い
る
。 

 

な
お
、
昭
和
初
期
ま
で
は
青
年
宿
も
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
『
報

告
書
』
に
も
「
保
存
会
以
前
の
鯨
船
行
事
は
青
年
団
を
中
心
と
し
た
若
者
衆

と
、
青
年
団
を
出
た
中
老
ら
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
て
い
た
。」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
鯨
船
行
事
の
た
め
だ
け
に
編
成
さ
れ
る
団
長
一
名
、
副
団
長
一
名
と

十
五
歳
か
ら
四
十
歳
代
の
男
性
か
ら
な
る
青
年
部
総
勢
五
十
名
近
く
が
、
保

存
会
三
十
名
程
度
と
と
も
に
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

現
在
、
祭
礼
の
本
体
に
関
わ
る
男
性
八
十
名
程
度
に
対
し
女
性
が
十
名
程

度
で
あ
り
、
女
性
の
役
回
り
は
櫓
漕
ぎ
・
太
鼓
叩
き
・
練
り
手
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
乗
り
手
の
太
鼓
叩
き
に
女
性
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
大
き
な
特
徴
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
櫓
漕
ぎ
や
羽
刺
し
の
化
粧
や
着
付
け
は
女
性
の

役
回
り
で
あ
る
。
ま
た
実
働
部
隊
と
し
て
の
「
北
島
会
」
の
存
在
が
特
徴
的

で
、
行
事
や
準
備
の
段
階
か
ら
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。 

 

〔
中
島
組
〕 

 

中
島
組
に
つ
い
て
は
『
報
告
書
』
に
お
い
て
調
査
に
関
す
る
項
目
が
欠
失

し
て
い
る
。
中
島
組
は
人
手
不
足
と
資
金
難
の
た
め
、
平
成
七
年
か
ら
十
三

年
ま
で
の
七
年
間
行
事
を
完
全
に
休
止
し
て
い
る
。
行
事
の
休
止
期
間
と
調

査
期
間
が
重
な
っ
て
い
た
た
め
、『
報
告
書
』
へ
の
記
載
が
欠
失
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。 

中
島
組
は
、
伊
勢
湾
台
風
（
昭
和
三
十
四
年
九
月
）
以
前
は
氏
子
総
代
、

青
年
団
が
中
心
と
な
り
運
営
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
伊
勢
湾
台
風
以
降

は
、
昭
和
四
十
四
年
ま
で
の
十
年
間
鯨
船
行
事
を
休
止
し
て
お
り
、
そ
の
間

に
住
民
数
、
世
帯
数
が
減
少
し
た
た
め
、
自
治
会
組
織
の
中
で
保
存
会
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
町
・
寺
町
各
々

の
自
治
会
役
員
で
あ
る
会
長
・
副
会
長
・
書
記
・
会
計
・
祭
礼
委
員
・
青
年

宿
・
氏
子
総
代
の
内
、
両
町
の
祭
礼
委
員
が
互
選
で
保
存
会
の
会
長
・
副
会

長
（
会
計
担
当
）
と
な
り
、
残
り
の
自
治
会
役
員
が
保
存
会
役
員
も
兼
ね
て

運
営
す
る
形
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
平
成
三
年
の
市
指
定
時
の
富
田

鯨
船
保
存
会
連
合
会
会
長
が
中
島
組
保
存
会
の
会
長
で
も
あ
っ
た
た
め
、
申

請
書
に
添
付
し
た
会
則
に
則
っ
て
保
存
会
を
作
り
直
し
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。 ま

た
、
特
徴
的
な
の
は
、
名
前
だ
け
で
あ
る
が
青
年
宿
の
名
称
を
残
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
後
の
青
年
宿
は
、
東
富
田
会
館
の
道
を
挟
ん
だ
向
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か
い
に
あ
っ
た
お
好
み
焼
き
屋
「
の
り
や
ん
」
だ
っ
た
と
い
う
。 

 

ま
た
、
住
民
構
成
員
及
び
そ
の
縁
者
に
加
え
て
、
四
日
市
大
学
の
学
生
や

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
が
祭
り
に
参
加
し
て
い
る
所
に
中
島
組
の
特
徴
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
中
島
組
の
本
町
は
も
と
も
と
商
店
な
ど
も
多
く
、
町
の
出
身
で
な

く
て
も
、
店
の
使
用
人
な
ど
で
も
昔
か
ら
行
事
に
参
加
し
て
い
た
と
の
こ
と

で
、
非
住
民
の
参
加
に
も
抵
抗
が
少
な
い
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。 

 

〔
南
島
組
〕 

 

南
島
組
は
保
存
会
で
運
営
し
て
い
る
が
、
自
治
会
が
主
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
祭
り
当
日
の
飲
食
・
会
計
・
メ
ン
バ
ー
も
自
治
会
か
ら
出
し
て
も
ら

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
い
つ
か
ら
今
の
組
織
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
な
る
前
と
さ
れ
て
い
る
。
会
則
に
つ
い
て

は
、
市
指
定
の
段
階
で
平
成
三
年
六
月
二
十
八
日
発
効
の
「
富
田
鯨
船
保
存

会
連
合
会
会
則
」
に
先
行
し
て
、
平
成
三
年
五
月
三
十
日
を
発
効
と
す
る
「
南

島
組
感
應
丸
保
存
会
会
則
」
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
指
導
が
あ

っ
て
現
在
の
形
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
報
告
書
』
で
も
「
保
存
会

は
平
成
三
年
か
ら
正
式
に
組
織
さ
れ
」
と
あ
り
、「
現
在
の
主
な
役
職
に
は
、

保
存
会
会
長
、
保
存
会
副
会
長
二
名
、
梵
天
係
（
次
に
鯨
突
き
を
す
る
場
所

を
示
す
係
）、
進
行
係
（
船
の
進
行
の
指
示
や
行
事
を
進
行
す
る
係
）
、
腰
持

ち
、
鯨
被
り
、
唄
上
な
ど
が
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
係
に
主
任

が
い
る
。
現
在
も
保
存
会
で
運
営
し
て
い
る
が
、
主
体
は
自
治
会
と
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

以
前
は
自
治
会
と
は
別
に
祭
り
は
行
わ
れ
て
い
た
と
言
い
、
氏
子
総
代
と

青
年
団
中
心
に
仕
切
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
れ
に
加
え
て
中
老
層
が
加
わ

っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
次
第
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

他
の
組
と
同
様
に
自
治
会
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。 

〔
古
川
町
〕 

 

東
古
川
町
と
西
古
川
町
の
二
つ
の
自
治
会
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
町
域

は
、
東
は
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
、
西
は
魚
周
販
売
店
と
マ
ル
ヨ
ス
ポ
ー
ツ
店
の
間

の
別
久
う
ど
ん
店
の
あ
っ
た
通
り
、
南
は
十
四
川
沿
い
、
北
は
鳥
出
神
社
の 

前
を
流
れ
る
豊
永
川
（
茶
の
水
川
）
沿
い
で
囲
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
町
は
、

近
鉄
富
田
駅
と
国
道
１
号
線
を
結
ぶ
県
道
８
号
線
（
四
日
市
鈴
鹿
環
状
線
） 

を
挟
ん
だ
南
北
に
住
宅
街
が
広
が
っ
て
い
る
。 

現
在
の
保
存
会
は
、
会
長
及
び
東
保
存
会
会
計
、
西
保
存
会
会
計
、
会
計

監
査
か
ら
な
り
、
そ
の
他
に
相
談
役
一
名
、
東
古
川
町
自
治
会
長
、
西
古
川

町
自
治
会
長
、
東
古
川
町
氏
子
総
代
、
西
古
川
町
氏
子
総
代
が
盆
祭
礼
役
人

と
し
て
加
わ
っ
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
九
年
か
ら
は
執
行
部
を
立
ち
上
げ
て

三
十
代
か
ら
五
十
代
の
男
性
十
名
ほ
ど
と
、
衣
装
部
と
し
て
女
性
三
名
が
月

に
一
度
集
ま
り
、
役
員
の
選
出
や
練
り
の
進
行
な
ど
を
打
ち
合
わ
せ
て
お
り
、

こ
の
執
行
部
の
中
か
ら
、
当
日
の
進
行
担
当
や
梶
取
り
の
リ
ー
ダ
ー
、
鯨
被

り
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
を
選
出
し
て
い
る
と
い
う
。 

ま
た
、
組
織
と
し
て
も
、
執
行
部
を
除
け
ば
以
前
か
ら
組
織
で
行
わ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
組
は
、
市
指
定
の
時
に
便
宜
的
に
作
ら
れ
た
、

「
古
川
町
権
現
丸
保
存
会
会
則
」
に
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
意

味
か
ら
す
る
と
、
以
前
か
ら
の
形
に
近
い
も
の
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。 
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１ 
南
島
組
の
南
東
部
、
南
納
屋
町
付
近
は
入
り
込
ん
で
い
て
、
こ
の
限
り
で
は

な
い
。 

２ 
中
島
組
の
本
町
と
寺
町
は
、
か
つ
て
は
ハ
マ
の
中
で
も
裕
福
な
組
で
あ
り
、

寺
や
商
店
な
ど
も
あ
り
、
鯨
船
を
維
持
す
る
の
に
困
ら
な
か
っ
た
が
、
現
在
で

は
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
担
い
手
の
最
も
危
ぶ
ま
れ
る
組
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

翌
年
か
ら
「
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」
と
称
し
て
担
い
手
の
養
成
講
座
を
開
催
し
、

行
事
へ
の
理
解
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
受
講
者
で
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
定

着
し
て
い
る
人
も
数
名
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
祭
り
の
二
日
目
に
行
わ
れ

る
本
練
り
の
日
に
は
「
見
学
と
体
験
ツ
ア
ー
」
と
称
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
に

分
か
れ
て
見
学
で
き
る
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
各
組
ご
と
に
取
材
し

て
動
画
と
冊
子
で
『
「
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
」
継
承
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
平
成

二
十
九
年
度
～
三
十
一
年
（
令
和
元
年
）
度
に
か
け
て
作
成
し
た
。 

３ 

構
成
員
な
ど
の
数
字
は
、
あ
く
ま
で
も
令
和
二
年
時
点
の
も
の
で
あ
る
。
全

体
に
、
人
数
な
ど
の
つ
い
て
は
、
毎
年
変
動
し
て
い
る
た
め
数
字
に
齟
齬
が
見

ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
回
答
が
数
名
や
１
０
～
２
０
名
の
も
の
も
あ

る
た
め
、
あ
ま
り
正
確
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の
数
の
把

握
に
は
益
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。 

４ 

清
水
博
之
『
全
国
山
・
鉾
・
屋
台
保
存
連
合
会
平
成
三
十
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト

（
結
果
概
報
）』
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
文
学
部
文
化
交
流
学
科 

５ 

四
日
市
大
学
で
は
、
文
部
科
学
省
の
政
策
で
あ
るCO

C

「
地
（
知
）
の
拠

点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業
（CO

C+

）
」
事
業
を
取
得
し
て
地
域
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
く
中
で
、
「
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
間
も
な
く
の
平
成
二
十
九
年
二
月
三
日
にCO

C

事

業
に
関
連
す
る
第
３
回
地
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
こ
の
中
で
、
「
鳥

出
神
社
の
鯨
船
行
事
」
の
現
況
を
伝
え
て
、
力
添
え
を
要
請
し
た
。
そ
の
結

果
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
祭
り
の
開
催
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
民
俗
行
事
（
鳥

出
神
社
の
鯨
船
行
事
含
む
）
の
講
義
を
行
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
学

習
後
、
実
際
に
中
島
組
の
町
練
り
・
本
練
り
に
参
加
す
る
講
義
内
容
と
な
っ
て

い
る
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
中
島
組
は
八
月
十
四
と
十
五
日
の
祭
り
に
は
、
大
学
生
に
加

え
、
お
盆
に
帰
省
し
て
く
る
元
住
民
に
よ
り
、
辛
う
じ
て
開
催
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
八
月
第
一
週
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
「
大
四
日
市
ま
つ

り
」
に
は
長
ら
く
参
加
出
来
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
学
生
達
の
参
加
に
よ
っ

て
、
平
成
二
十
九
年
度
は
中
島
組
も
含
め
た
四
艘
が
見
事
勢
揃
い
を
果
た
し
た

の
で
あ
る
。
因
み
に
そ
の
年
は
、
本
祭
り
に
も
四
艘
が
出
船
し
て
い
る
。
令
和

元
年
度
に
も
大
四
日
市
ま
つ
り
に
出
演
し
て
い
る
。 

６ 

中
島
組
で
乗
り
手
の
女
性
参
加
が
少
な
い
理
由
と
し
て
、
住
民
数
の
少
な
さ

が
挙
げ
ら
れ
る
。
乗
り
手
と
し
て
参
加
で
き
る
年
齢
の
女
性
が
少
な
く
、
練
り

手
で
の
参
加
が
基
本
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
現
状
の
よ
う
で
あ
る
。 

７ 

『
報
告
書
』
第
三
章
・
第
四
節
・
古
川
町
の
二
、
鎮
火
祭
の
中
に
、「
鎮
火

祭
は
平
成
十
二
年
ま
で
は
、
北
島
組
→
中
島
組
→
南
島
組
→
古
川
町
の
順
に
行

わ
れ
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
近
年
は
そ
の
意
識
が
変
化
し
て
き
て

い
た
。
そ
こ
で
平
成
十
三
年
に
は
、
祭
礼
に
先
立
っ
て
各
組
で
抽
選
を
行
い
、

順
番
を
決
め
た
。
こ
の
抽
選
で
、
十
三
年
は
古
川
町
→
南
島
組
→
北
島
組
→
中

島
組
の
順
番
で
、
鎮
火
祭
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
た
。
こ
の
順
番
は
本
練
り
宮

参
り
も
同
じ
と
な
る
。
ま
た
、
平
成
十
四
年
度
は
南
島
組
→
北
島
組
→
中
島
組

→
古
川
町
の
順
番
、
十
五
年
に
は
北
島
組
→
中
島
組
→
古
川
町
→
南
島
組
と
い

う
順
番
に
、
鎮
火
祭
、
本
練
り
、
宮
参
り
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
」
と
記
載
さ

れ
て
お
り
、
十
六
年
以
降
の
ど
こ
か
で
修
正
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
保
存
会

連
合
会
の
会
長
、
副
会
長
も
そ
の
こ
ろ
正
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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第
三
章 

 

鯨
船
の
構
成
要
素 

一
、
台
船 

鯨
船
山
車
の
概
要 

 

鯨
船
山
車
は
お
お
よ
そ
、
全
体
の
装
飾
や
そ
の
他
を
取
り
付
け
る
土
台

と
な
る
台
船
と
、
台
船
に
取
り
付
け
る
五
尺
や
馬
乗
立
、
銛
も
た
せ
な
ど

の
彫
刻
部
材
に
大
別
で
き
る
。 

 

台
船
の
船
体
先
端
か
ら
船
体

後
端
ま
で
の
寸
法
、
こ
べ
り

（
小
縁
）
の
外
側
の
最
大
幅
、

船
体
先
端
の
最
大
高
、
艫
の
上

端
か
ら
地
面
ま
で
の
高
さ
を
一

覧
に
し
て
比
較
す
る
と
下
表
の

よ
う
に
な
る
。 

比
較
し
て
み
る
と
、
艫
高
や

長
さ
に
お
い
て
は
中
島
組
が
最

も
大
き
く
、
最
大
幅
が
狭
い
こ

と
が
分
か
っ
て
く
る
。
中
島
組

の
台
船
は
よ
く
倒
れ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
長
く
て
狭

い
構
造
が
倒
れ
や
す
い
要
因
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

古
川
町
の
台
船
は
、
艫
の
船
梁
だ
け
が
固
定
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
以
外

が
全
て
外
れ
る
な
ど
、
他
の
組
の
台
船
に
は
無
い
特
徴
を
有
し
て
い
る
と

と
も
に
、
全
長
は
最
も
短
く
な
っ
て
い
る
。 

 

台
船
に
は
、
山
車
巡
行
に
欠
か
せ
な
い
車
輪
が
付
い
て
い
る
。
中
島
組

と
古
川
町
の
台
船
で
は
現
在
五
輪
で
、
四
輪
の
駆
動
輪
の
前
に
、
通
常
は

浮
い
て
い
て
機
能
し
て
い
な
い
車
輪
が
一
輪
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が

機
能
す
る
の
は
、
艫
上
げ
の
時
だ
け
で
あ
る
。 

 

北
島
組
と
南
島
組
の
台
船
で
は
、
現
在
四
輪
の
車
輪
が
付
い
て
い
る
。

こ
れ
は
、
平
成
十
五
年
に
静
岡
県
焼
津
市
の
近
藤
和
船
研
究
所
で
、
造
り

替
え
を
行
っ
て
い
る
た
め
四
輪
と
な
っ
て
い
る
。
北
島
組
で
は
、
艫
上
げ

の
際
、
艫
上
げ
用
の
枕
木
を
舳
先
に
か
ま
し
て
持
ち
上
げ
て
い
る
。
南
島

組
は
、
北
島
組
と
は
違
い
艫
上
げ
用
の
枕
木
の
よ
う
な
も
の
は
用
い
ず
、

そ
の
ま
ま
持
ち
上
げ
て
い
る
。 

な
お
、
北
島
組
の
山
車
蔵
に
は
以
前
の
山

車
の
装
飾
が
残
さ
れ
て
い
て
、
現
在
の
も
の

と
比
べ
る
と
意
匠
も
大
き
さ
も
全
く
違
う
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
比
較

的
最
近
ま
で
屋
形
の
柱
が
残
っ
て
い
た
と
の

こ
と
で
、
そ
の
柱
は
螺
鈿
の
装
飾
が
施
さ
れ

て
い
た
と
い
う
。
組
で
は
今
の
前
の
船
の
装

船  名 最大長 最大幅 最大高 艫  高 

北島組 

神社丸 
6,334mm 1,593mm 1,903mm 1,066mm 

中島組 

神徳丸 
7,324mm 1,476mm 1,476mm 1,115mm 

南島組 

感應丸 
6,411mm 1,531mm 1,531mm 1,086mm 

古川町 

権現丸 
6,205mm 1,549mm 1,549mm 1,098mm 

艫上げ用枕木 
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飾
と
し
て
い
る
が
、
今
の
船
は
平
成
十
五
年
に
前
の
船
を
持
ち
帰
っ
て
同

様
に
作
り
直
し
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
装
飾
の
船
は
、
さ
ら
に
そ
れ
以
前

の
船
の
装
飾
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

      

鯨
船
山
車
の
組
み
立
て 

鯨
船
山
車
は
、
毎
年
祭
り
が
終
わ
る
と
解
体
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
材

を
専
用
の
箱
に
し
ま
う
な
ど
し
て
保
存
さ
れ
る
。 

こ
れ
は
ど
こ
の
山
車
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
華
美
な
刺
繍
の
横
幕
や
屋

形
屋
根
幕
、
サ
ガ
リ
な
ど
の
装
飾
部
材
を
付
け
た
ま
ま
に
し
て
い
る
と
、

装
飾
が
退
色
し
た
り
台
船
に
負
担
が
か
か
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
部
材

を
守
る
こ
と
が
第
一
の
要
因
と
言
え
る
。 

も
う
一
つ
の
要
因
は
、
１
５
０
個
に
も
及
ぶ
部
材
を
組
み
立
て
て
い

く
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
山
車
の

組
み
立
て
は
、
一
つ
一
つ
の
部
材
の
組
み
付
け
方
と
そ
の
順
番
が
狂
う
と

組
み
上
げ
ら
れ
な
い
場
合
も
多
く
、
主
に
船
首
・
屋
形
・
船
尾
の
艫
立
な

ど
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
の
人
た
ち
二
～
三
人
が

主
導
し
た
り
、
指
示
し
た
り
し
て
進
め
て
い
く
。
一
例
と
し
て
、
屋
形
横

幕
の
紐
の
結
び
方
で
あ
る
「
神
社
結
び
」(

一
般
的
に
は
総
角
結
び
・
あ
げ

ま
き
結
び
と
も
呼
ば
れ
て
い
る)

は
、
教
わ
ら
な
い
と
出
来
な
い
こ
と
の
一

つ
で
あ
る
。
他
に
も
、
練
り
の
中
で
船
体
を
大
き
く
左
右
に
倒
す
演
技
を

行
う
た
め
に
、
多
く
の
彫
刻
部
材
を
ウ
コ
ン
と
呼
ば

れ
る
黄
色
の
晒
を
割
い
た
紐
で
結
び
付
け
て
い
く
こ

と
も
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
事

実
、
四
日
市
市
内
や
鈴
鹿
市
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
他

の
鯨
船
山
車
の
中
で
は
、
彫
刻
部
材
な
ど
を
晒
で
巻

い
て
止
め
て
い
る
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。
わ
ず
か
に
南
納
屋
町
の
明
神
丸
が
、
銛
も
た

せ
の
彫
刻
を
黄
色
の
晒
で
巻
い
て
い
る
程
度
で
あ

る
。 

 
 

〔
北
島
組
〕 

七
月
末
か
ら
八
月
初
め
に
か
け
て
鯨
船
山
車
の
組
み
立
て
を
行
う
。
山
車

蔵
の
前
の
道
路
に
台
船
を
曳
き
出
し
、
道
路
に

ご
ざ
を
敷
い
て
装
飾
品
を
入
れ
た
箱
を
並
べ

る
。
蔵
の
向
か
い
の
家
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
て
、
そ
の
上
に
パ
ー
ツ
ご

と
に
並
べ
て
い
く
。
組
み
立
て
る
際
に
は
、
台

船
上
で
組
み
立
て
る
者
と
、
パ
ー
ツ
を
運
ぶ
者

に
分
か
れ
て
作
業
を
行
う
。
北
島
組
で
は
、
ウ

コ
ン
で
要
所
を
巻
い
て
補
強
し
固
定
し
て
い

く
。 

神社結び 

南島組水押 

パーツ並べ 
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〔
中
島
組
〕 

地
元
古
老
の
話
で
は
、
屋
形
の
柱
は
本
来
螺
鈿
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
た

が
、
一
本
が
折
れ
て
補
わ
れ
た
時
に
、
全
て
黒
漆
塗
り
に
し
た
と
の
こ
と
で
、

実
際
に
現
在
の
柱
を
見
る
と
、
黒
漆
の
下
に
螺
鈿
が
確
認
で
き
る
。
最
近
ま

で
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
北
島
組
の
屋
形
の
柱
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。 

 

組
み
立
て
当
日
は
、
ま
ず
山
車
蔵
に
吊
る
し
た
太
鼓
を
下
ろ
し
て
台
船
に

設
置
し
、
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
台
船
を
浜
ま
で
運
ぶ
。
装
飾
品
は
、
収
納
さ

れ
て
い
る
箱
ご
と
車
で
運
び
、
浜
に
敷
い
た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
上
に
分
類
し
て

パ
ー
ツ
を
並
べ
、
細
か
い
と
こ
ろ
は
前
年
の
写
真
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら

組
み
立
て
て
い
く
。
主
に
、
舳
先
の
水
押
や
馬
乗
立
、
五
尺
、
銛
も
た
せ
な

ど
を
組
み
立
て
る
グ
ル
ー
プ
、
屋
形
回
り
の
グ
ル
ー
プ
、
艫
立
や
扁
額
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
、
装
飾
こ
べ
り
や
横
幕
な
ど
の
外
面
の
グ
ル
ー
プ
に
そ
れ
ぞ
れ

分
か
れ
て
作
業
を
行
う
。
組
み
上
が
る
と
、
山
車
蔵
ま
で
太
鼓
を
叩
き
な
が

ら
移
動
し
て
蔵
に
収
納
す
る
。 

〔
南
島
組
〕 

 

山
車
の
組
み
立
て
は
、
鯨
の
製
作
の
最
終
日
に
、
別
の
グ
ル
ー
プ
が
並
行

し
て
行
う
。
鯨
の
製
作
に
は
三
～
四
日
か
か
る
が
、
山
車
は
お
よ
そ
半
日
で

組
み
上
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
台
船
を
山
車
蔵
前
に
曳
き
出
し
て
車
輪
の
グ
リ

ス
ア
ッ
プ
を
す
る
。
次
に
、
山
車
蔵
横
の
駐
車
場
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
き
、

装
飾
品
を
箱
か
ら
出
し
て
分
類
し
な
が
ら
並
べ
て
い
く
。
小
さ
な
補
修
な
ど

は
、
こ
の
段
階
で
行
う
。
横
幕
の
取
り
付
け
は
、
横
幕
の
小
さ
い
穴
に
通
っ

て
い
る
紐
を
船
体
の
釘
へ
引
っ
掛
け
、
紐
の
両
端
を
引
っ
張
り
余
分
な
紐
を

巻
き
取
り
、
上
端
の
横
幕
お
さ
え
を
ボ
ル
ト
で
留
め
、
寄
り
掛
か
り
装
飾
板

も
ボ
ル
ト
で
留
め
て
い
く
。
そ
し
て
、
波
幕
を
横
幕
の
下
の
取
り
付
け
穴
に

入
れ
、
横
幕
お
さ
え
で
横
幕
と
と
も
に
ボ
ル
ト
で
留
め
て
い
く
。
同
時
に
舳

先
の
五
尺
や
馬
乗
立
な
ど
の
船
首
部
分
を
組
み
立
て
、
銛
も
た
せ
や
文
台
を

取
り
付
け
、
銛
を
セ
ッ
ト
す
る
。
水
押
を
組
み
付
け
、
水
押
御
紋
を
被
せ
る

と
サ
ガ
リ
を
掛
け
、
黄
色
の
晒
で
巻
き
付
け
て
完
成
す
る
。 

 

船
尾
の
艫
立
は
、
ま
ず
、
両
側
の
飾
り
金
具
で
固
め
ら
れ
た
親
柱
を
船
体 

        

吊り下げられた太鼓 

装飾品箱の運び出し 

パーツ並べ 

グリスアップ 

パーツ並べ 

横幕おさえ取り付け 
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の
ほ
ぞ
穴
に
立
て
、
そ
の
外
側
に
牡
丹
の
飾
り
彫
刻
を
立
て
て
、
船
体
の
差

し
込
み
穴
に
落
と
し
込
む
。
柱
の
上
に
横
材
を
掛
け
、
船
名
の
扁
額
を
掲
げ
、

両
外
側
に
飾
り
金
具
で
巻
い
た
子
柱
を
ほ
ぞ
穴
に
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
遊
離

し
な
い
よ
う
に
黄
色
の
晒
で
巻
い
て
出
来
上
が
る
。 

 

〔
古
川
町
〕 

台
船
を
山
車
蔵
前
の
道
路
に
曳
き
出
し
、
山
車
蔵
横
の
駐
車
場
に
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
敷
き
、
分
類
し
な
が
ら
パ
ー
ツ
を
並
べ
て
い
く
。
部
材
の
一
部
な

い
し
は
全
体
を
黄
色
の
晒
で
巻
い
て
収
納
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
取
り
外

し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
く
。 

水
押
御
紋
と
サ
ガ
リ
を
取
り
付
け
る
グ
ル
ー
プ
と
、
台
船
に
つ
い
て
横
幕

を
付
け
た
り
、
車
輪
に
機
械
油
（
他
の
三
組
は
グ
リ
ス
を
用
い
る
が
、
古
川 

町
は
機
械
油
を
ポ
ン
プ
式
で
注
入
す
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
）
を
指
し
、
艫

立
を
組
む
グ
ル
ー
プ
及
び
屋
形
を
組
ん
で
い
く
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
作

業
を
行
う
。 

古
川
町
の
サ
ン
パ
ラ
イ
は
、
赤
・
オ
レ
ン
ジ
・
ピ
ン
ク
・
黄
・
水
色
の
五

色
の
紙
で
製
作
さ
れ
る
。
サ
ン
パ
ラ
イ
が
紙
で
製
作
さ
れ
る
の
は
、
古
川
町

だ
け
の
特
徴
で
あ
る
。 

ま
た
、
ハ
マ
の
三
組
と
古
川
町
で
は
、
波
幕
の
波
の
色
が
違
っ
て
い
る
こ

と
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

祈
祷 

ハ
マ
の
三
組
は
、
鯨
船
山
車
を
組
み
上
げ
終
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山
車

蔵
に
鳥
出
神
社
の
宮
司
を
招
い
て
行
事
の
無
事
を
願
っ
て
祈
祷
を
行
う
。 

北
島
組
は
、
山
車
を
艫
立
の
辺
り
ま
で
山
車
蔵
前
の
道
に
曳
き
出
し
、
舳

先
の
横
に
二
頭
の
鯨
を
並
べ
て
置
き
、
そ
の
前
に
据
え
ら
れ
た
縁
台
に
供
物

が
供
え
ら
れ
る
。 

中
島
組
は
、
山
車
蔵
前
の
本
町
通
の
交
通
量
が
多
い
た
め
、
山
車
は
山
車

蔵
に
入
れ
た
ま
ま
、
鯨
も
山
車
の
横
に
置
き
、
供
物
も
蔵
の
中
に
縁
台
を
据

え
て
供
物
を
並
べ
、
祈
祷
を
行
う
。 

南
島
組
は
、
山
車
蔵
の
前
に
山
車
を
曳
き
出
し
て
、
二
頭
の
鯨
を
山
車
の

左
右
に
並
べ
、
そ
れ
ら
の
前
に
縁
台
を
置
き
供
物
を
供
え
る
。 

宮
司
の
執
り
行
う
祈
祷
の
式
次
第
は
い
ず
れ
も
お
お
よ
そ
同
様
の
も
の

で
、
ま
ず
、
大
祓
詞

お

お

は

ら

え

を
奏
上
し
、
終
わ
る
と
祓

は
ら
え

串 く

し

で
鯨
船
山
車
を
正
面
か
ら

修
祓

し
ゅ
ば
つ

し
、
ハ
リ
ボ
テ
の
鯨
を
清
め
、
船
尾
に
回
り
込
ん
で
山
車
や
祭
り
に
使

う
道
具
な
ど
を
修
祓
す
る
。
終
わ
る
と
、
組
員
全
員
に
向
か
っ
て
修
祓
を
行

い
、
組
員
は
頭
を
下
げ
て
こ
れ
を
受
け
る
。 

次
に
禊

み
そ
ぎ

祓
い

は

ら

 
 

の
天
津

あ

ま

つ

祝
詞

の

り

と

を
奏
上
し
、
組
ご
と
の
名
前
を
入
れ
た
祓
詞
を

晒の取り外し 

サンパライ製作 

波幕 
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唱
え
る
。
終
わ
る
と
山
車
や
鯨
を
、
清
め
塩
と
お
神
酒
で
鯨
船
山
車
・
鯨
の

順
に
三
回
ず
つ
清
め
て
い
く
（
中
島
組
と
南
島
組
は
お
神
酒
の
み
で
、
清
め

塩
は
用
意
さ
れ
て
い
な
い
）
。
そ
の
後
、
各
組
の
会
長
か
ら
順
に
参
列
者
が
一

人
ず
つ
進
み
出
て
、
宮
司
か
ら
玉
串
を
受
け
取
り
、
玉
串

た

ま

ぐ

し

奉
奠

ほ

う

て

ん

を
行
う
。 

終
え
る
と
、
組
員
が
御
幣
を
「
銛
も
た
せ
」
に
括
り
付
け
る
。
な
お
、
北

島
組
と
中
島
組
の
御
幣
は
、
宮
司
が
当
日
、
そ
の
場
で
紙
を
折
っ
て
切
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
て
、
幣
串
に
差
し
込
み
、
精 せ

い

麻 ま

で
止
め
て
製
作
し
て
い
る
。

屋
形
幕
な
ど
に
垂
ら
す
紙 し

垂 で

な
ど
の
簡
単
な
も
の
は
、
組
員
が
手
伝
う
こ
と

も
あ
る
。
南
島
組
は
事
前
に
製
作
し
た
も
の
を
、
祈
祷
で
使
用
し
て
い
る
。 

古
川
町
は
、
山
車
蔵
に
宮
司
を
招
い
て
の
祈
祷
は
行
わ
ず
、
幣
串
に
取

り
付
け
た
御
幣
の
み
を
鎮
火
祭
の
時
に
鳥
出
神
社
で
申
し
受
け
て
、
同
じ

く
「
銛
も
た
せ
」
に
括
り
付
け
て
行
事
を
行
う
。
こ
の
あ
た
り
の
神
社
と

の
関
係
性
も
、
ハ
マ
の
三
組
と
の
違
い
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

 

二
、
装
飾 

鯨
船
山
車
は
絢
爛
豪
華
な
金
彩
の
彫
刻
や
刺
繍
な
ど
が
施
さ
れ
た
屋
根

を
持
ち
、
緋 ひ

羅
紗

ら

し

ゃ

に
金
糸
な
ど
の
見
事
な
刺
繍
で
彩
ら
れ
る
横
幕
、
漆
地

に
彫
刻
や
飾
り
金
具
の
配
さ
れ
た
水
押
、
そ
れ
か
ら
垂
れ
る
金
糸
で
構
成

さ
れ
た
サ
ガ
リ
な
ど
、
全
て
豪
華
な
装
飾
が
ち
り
ば
め
ら
れ
る
。 

こ
の
装
飾
の
項
で
は
、
各
組
の
特
色
が
明
確
に
表
れ
て
い
る
物
に
つ
い

て
の
み
詳
述
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

銛 

銛
も
た
せ
に
は
、
一
の
銛
・
二
の
銛
・
と
ど
め
の
銛
の
三
本
の
銛
が
乗
っ

て
お
り
、
中
島
組
の
銛
は
、
そ
の
他
の
組
に
は
な
い
特
徴
を
有
し
て
い
る
。 

手
前
側
が
一
の
銛
、
奥
側
が
二
の
銛
、
真
ん
中
が
と
ど
め
の
銛
と
な
っ
て

お
り
、
二
の
銛
は
一
の
銛
に
比
べ
て
少
々
長
い
。
形
か
ら
す
る
と
、
一
の
銛

は
最
初
に
投
げ
る
「
早
銛
」
に
似
て
、
二
の
銛
は
「
手
形
銛
」
か
、
あ
る
い

中島組 祈祷 

北島組 祈祷 

南島組 祈祷 

中島組 銛 

古川町 銛 
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は
「
萬

よ
ろ
ず

銛 も

り

」
に
似
て
い
る
。
と
ど
め
の
銛
は
ま
さ
に
動
き
の
鈍
っ
た
鯨
に
と

ど
め
を
刺
す
た
め
に
打
ち
込
む
「
剣
」
に
似
た
形
を
し
て
い
て
、
こ
れ
は
各

組
と
も
に
共
通
す
る
。
他
の
組
で
は
一
の
銛
と
二
の
銛
の
形
状
の
違
い
が
忘

れ
去
ら
れ
、
一
の
銛
も
二
の
銛
も
「
手
形
銛
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。 

 

横
幕 

船
体
装
飾
の
大
き
な
面
積
を
占
め
る
横
幕
は
、
各
組
で
意
匠
が
異
な
っ
た

仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。 

北
島
組
は
、
緋
羅
紗
に
鯱
の
刺
繍
が
施
さ
れ
て
お
り
、
船
体
向
か
っ
て
右

側
に
阿
形
、
左
側
に
吽
形
の
鯱
で
あ
る
。
ま
た
、
鯱
の
周
り
に
は
、
波
間
を

飛
び
交
う
千
鳥
の
刺
繍
が
施
さ
れ
、
朝
の
豊
か
な
海
を
表
現
し
て
い
る
。 

 

中
島
組
は
、
緋
羅
紗
に
金
糸
で
左
右
に
阿
吽
の
龍
と
波
の
刺
繍
が
施
さ
れ
、

昼
の
海
を
渡
る
龍
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

 

南
島
組
は
、
緋
羅
紗
に
金
糸
で
龍
と
波
が
刺
繍
さ
れ
て
い
る
。
中
島
組
と

同
じ
龍
の
刺
繍
だ
が
、
南
島
組
は
、
荒
ぶ
る
午
後
の
海
を
表
現
し
て
い
る
た

め
、
ヤ
ク
の
毛
を
植
え
た
龍
の
た
て
が
み
が
振
り
乱
れ
て
描
か
れ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。 

古
川
町
は
、
緋
羅
紗
に
金
糸
で
神
仙
の
住
ま
う
蓬
莱
島
よ
り
飛
来
す
る
千

鳥
と
波
の
刺
繍
が
施
さ
れ
て
お
り
、
穏
や
か
な
海
を
表
現
し
て
い
る
。
江
戸

時
代
か
ら
繁
栄
し
た
商
家
や
作
り
酒
屋
な
ど
に
好
ま
れ
た
意
匠
と
な
っ
て

い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
組
ご
と
に
個
性
の
あ
る
刺
繍
が
緋
羅
紗
に
施
さ
れ
て
お
り
、

山
車
を
見
事
に
飾
っ
て
い
る
。 

し
か
し
、
こ
う
し
た
美
し
い
装
飾
も
経
年
に
よ
る
劣
化
が
起
き
る
こ
と
は

避
け
ら
れ
な
い
。 

富
田
の
鯨
船
行
事
は
、
山
車
を
前
後
や
左
右
に
大
き
く
揺
ら
し
て
船
が
揺

れ
る
様
子
を
表
し
た
り
、
急
激
に
回
転
さ
せ
た
り
と
激
し
い
所
作
を
行
う
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
度
練
り
を
行
う
と
山
車
が
傷
ん
で
し
ま

う
。
軽
微
な
も
の
で
あ
れ
ば
保
存
会
で
修
復
す
る
が
、
劣
化
や
傷
み
が
大
き

く
な
る
と
、
専
門
委
員
の
意
見
を
聞
き
、
復
元
新
調
事
業
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。 

横
幕
は
演
技
の
内
容
を
考
慮
し
、
五
十
年
程
度
を
目
途
に
復
元
新
調
を
行

う
こ
と
が
目
安
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
意
匠
を
踏
襲
し
つ
つ
、
強
度
を
高

め
る
方
法
の
検
討
を
行
う
こ
と
が
基
本
方
針
と
し
て
、
鳥
出
神
社
鯨
船
行
事

山
車
修
理
指
導
委
員
会
に
て
定
め
ら
れ
て
い
る
１

。 
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北島組 神社丸 横幕 

中島組 神徳丸 横幕 

古川町 権現丸 横幕 

南島組 感應丸 横幕 
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屋
形
屋
根
幕 

横
幕
同
様
に
、
屋
形
屋
根
幕
に
も
絢
爛
豪

華
な
金
の
装
飾
や
緋
羅
紗
に
刺
繍
な
ど
が
施

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
匠
も
組
ご
と
に
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。 

北
島
組
は
、
金
地
板
葺
き
で
、
屋
根
の
上

に
、
宝
珠
を
挟
ん
で
対
峙
す
る
龍
と
そ
の
外

側
に
一
対
の
鯱
が
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

屋
根
の
斜
面
に
沿
っ
て
両
側
面
に
龍
の
彫
刻

が
施
さ
れ
て
い
る
。 

中
島
組
は
、
緋
羅
紗
に
阿
吽
の
飛
龍
が
波

と
雲
気

う

ん

き

の
間
に
描
か
れ
、
太
陽
と
海
と
の
間

を
飛
ぶ
様
が
金
糸
の
刺
繍
で
施
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
屋
根
の
大
棟
に
は
唐
獅
子
牡
丹

と
そ
れ
を
挟
む
一
対
の
鯱
、
四
方
に
は
阿
吽

の
龍
の
彫
刻
が
配
さ
れ
て
い
る
。 

南
島
組
は
、
金
糸
苫
葺
き
と
呼
ば
れ
る
技

法
で
製
作
さ
れ
て
お
り
、
他
の
三
組
と
は
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
。
苫
と
は
、
ス
ゲ
や
カ

ヤ
な
ど
を
編
ん
だ
む
し
ろ
の
こ
と
で
、
和
船

や
家
屋
を
覆
っ
て
雨
露
を
し
の
ぐ
た
め
の
も

の
で
あ
る
。
こ
の
苫
は
、
以
前
は
手
撚
り
で

一
つ
ず
つ
製
作
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
技
法
は
現
在
で
は
失
わ
れ
て
い
る
。
経

年
に
よ
る
劣
化
が
激
し
く
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
令
和
四
・
五
年
度
に
復
元
新
調
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
苫
の
斜
辺
部

の
加
工
は
現
在
の
技
法
で
は
再
現
不
可
能

と
言
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
鯨
船
山
車

修
理
指
導
委
員
会
に
て
、
専
門
委
員
や
文

化
庁
と
再
現
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
結

果
、
現
品
に
近
し
い
形
で
復
元
新
調
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
金
糸
苫
葺
き
は
、

鯨
船
の
激
し
い
動
き
に
合
わ
せ
て
、
フ
リ

ン
ジ
の
部
分
が
動
く
こ
と
が
大
き
な
魅
力

で
あ
る
。 

古
川
町
は
、
北
島
組
と
同
様
に
、
金
地

板
葺
き
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
唐
獅
子

牡
丹
を
配
し
て
い
る
。
大
棟
に
は
、
五
匹

の
唐
獅
子
と
両
端
に
一
対
の
鯱
、
そ
の
下

段
に
一
対
の
龍
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。 

     

北島組 屋形屋根幕 中島組 屋形屋根幕 

南島組 屋形屋根幕 古川町 屋形屋根幕 
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艫
立
・
扁
額 

山
車
の
船
尾
に
は
、
艫
立
と
呼
ば
れ
る
門
型
の
装
飾
が
あ
り
、
船
名
を

記
し
た
扁
額
を
掲
げ
る
。 

北
島
組
は
、
両
の
柱
に
龍
を
、
桁
の
上
部
に
は
む
ら
雲
に
日
輪
と
月
輪

を
金
銀
で
表
し
、
鳥
出
神
社
の
神
紋
で
あ
る
三
つ
巴
に
上
り
藤
を
配
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
央
に
「
神
社
丸
」
の
扁
額
を
掲
げ
て
い
る
。 

中
島
組
は
、
両
の
柱
に
鯉
の
滝
昇
り
が
彫
刻
さ
れ
、
そ
の
内
側
に
は
左

旋
と
右
旋
の
龍
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
桁
に
は
鳥
出
神
社
の

神
紋
で
あ
る
三
つ
巴
に
上
り
藤
を
配
し
、
中
央
に
「
神
徳
丸
」
の
扁
額
を

掲
げ
て
い
る
。
扁
額
の
上
部
に
は
、
波
と
雲
気
の
間
に
昇
り
来
る
日
輪
と

月
輪
の
彫
刻
が
施
さ
れ
、
そ
の
両
端
に
は
唐
草
文
様
を
線
刻
し
た
飾
り
金

具
が
は
め
ら
れ
て
い
る
。 

南
島
組
は
、
両
の
柱
に
三
つ
巴
の
神
紋
と
上
り
藤
、
縦
に
唐
草
紋
の
飾

り
金
具
を
は
め
、
そ
の
両
側
を
唐
獅
子
牡
丹
の
彫
刻
で
飾
っ
て
い
る
。
桁

に
は
、
黒
漆
塗
り
に
三
つ
巴
の
神
紋
と
両
端
に
毛
彫
り
の
唐
草
紋
の
飾
り

金
具
を
は
め
、
中
央
に
「
感
應
丸
」
の
扁
額
を
掲
げ
て
い
る
。 

古
川
町
は
、
両
の
柱
に
波
に
水
飛
沫
を
あ
げ
て
跳
ね
飛
ぶ
鯛
の
彫
刻
を

施
し
、
そ
れ
を
黒
漆
塗
に
唐
草
紋
の
金
具
を
は
め
た
支
柱
で
そ
れ
ぞ
れ
両

側
か
ら
挟
み
こ
む
。
上
部
の
桁
は
、
黒
漆
塗
り
と
し
て
毛
彫
り
と
透
か
し

彫
り
の
唐
草
紋
の
金
具
を
は
め
、
中
央
に
「
権
現
丸
」
の
扁
額
を
掲
げ

て
、
両
側
か
ら
金
鯱
の
彫
刻
で
挟
み
こ
ん
で
い
る
。 

  

     

         

北島組 艫立・扁額 中島組 艫立・扁額 

南島組 艫立・扁額 古川町 艫立・扁額 
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サ
ガ
リ 

鯨
船
の
形
態
で
特
徴
的
な
の
は
、
水
押
部
分
が
実
際
の
船
よ
り
も
大
型

化
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
そ
こ
に
精
緻
な
龍
の
彫
刻
な
ど
が
施
さ
れ
、
先

端
に
２
ｍ
を
超
え
る
金
糸
製
の
サ
ガ
リ
が
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
サ
ガ
リ

も
、
横
幕
や
屋
形
同
様
に
、
各
組
に
よ
る
違
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一
つ
目
は
、
結
び
方
で
あ
る
。
北
島
組
と
古
川
町
は
「
二
重
堅
結
び
」、

中
島
組
は
「
こ
ま
結
び
」
に
し
て
祝
福
吉
兆
を
表
し
、
南
島
組
は
「
つ
ゆ

結
び
」
２

と
、
結
び
方
が
各
組
異
な
っ
て
い
る
。 

二
つ
目
は
、
サ
ガ
リ
を
製
作
す
る
時
の
技
法
で
あ
る
。
中
島
組
・
南
島

組
・
古
川
町
は
「
金
糸
巻
き
上
げ
」
と
い
う
技
法
で
製
作
さ
れ
て
い
る

が
、
北
島
組
だ
け
が
「
金
糸
綴
じ
付
け
」
と
い
う
特
殊
な
技
法
に
て
製
作

さ
れ
て
い
る
。
金
糸
綴
じ
付
け
と
い
う
技
法
は
、
金
糸
が
基
布
に
固
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
曲
げ
や
結
び
の
際
、
金
糸
が
撚
れ
て
破
損
す
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
掛
け
網
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
掛
け
網
の
仕
様
や
素
材

を
見
る
と
、
当
初
の
製
作
物
で
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
サ
ガ
リ
の

綱
の
結
び
位
置
が
変
更
さ
れ
て
い
る
形
跡
か
ら
み
て
も
、
金
糸
の
破
損
を

補
強
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
後
補
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ

う
３

。 

他
に
も
、
銛
立
や
五
尺
板
な
ど
に
も
豪
華
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
お
り
、

聴
衆
を
惹
き
つ
け
る
。
鯨
船
行
事
は
、
船
体
を
左
右
に
揺
ら
す
所
作
に
注

目
さ
れ
が
ち
だ
が
、
こ
う
し
た
装
飾
の
美
し
さ
も
ま
た
、
鯨
船
行
事
に
は

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 
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三
、
鯨
製
作 

 

鯨
船
行
事
の
準
備
は
、
ハ
リ
ボ
テ
の
鯨
の
製
作
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
鯨
は
、

組
に
よ
っ
て
製
作
の
方
針
が
違
っ
て
お
り
、
よ
く
壊
れ
る
た
め
修
理
が
必
要

と
な
る
組
や
、
全
く
壊
れ
ず
に
数
年
に
一
度
修
理
す
る
組
、
壊
れ
る
わ
け
で

も
な
い
が
毎
年
丹
念
に
作
り
直
す
組
な
ど
が
あ
る
。 

鯨
は
各
組
一
頭
が
基
本
で
あ
る
が
、
北
島
組
と
古
川
町
は
例
外
と
し
て
二

頭
の
鯨
を
所
有
し
て
い
る
。
北
島
組
は
、
平
成
二
十
九
年
度
の
大
四
日
市
ま

つ
り
に
出
演
し
た
際
に
、
二
頭
分
の
鯨
の
製
作
を
行
っ
た
。
そ
れ
以
来
二
頭

分
の
材
を
所
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
古
川
町
で
は
、
子
ど
も
が
参
加
す
る

た
め
の
子
鯨
を
所
有
し
て
い
る
４

。 

鯨
は
、
昔
は
青
年
団
で
製
作
し
た
も
の
と
い
う
が
、
現
在
で
は
昔
で
い
う

中
老
以
上
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
材
料
と
な
る
竹
は
、
昔
は
近
く
で
入
手

し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
現
在
で
は
四
日
市
の
竹
屋
か
ら
、
幅
３
～
４
㎝
程

度
に
割
い
た
も
の
を
購
入
し
て
い
る
と
い

う
。 鯨

の
体
幹
部
は
、
主
に
木
材
や
竹
を
組

み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
る
。
土
台
は
、
体
幹
部

に
塩
ビ
管
な
ど
を
炙
っ
て
曲
げ
た
も
の
を

用
い
る
。
部
材
を
繋
ぎ
と
め
る
た
め
に
多

く
は
結
束
バ
ン
ド
を
用
い
、
ウ
コ
ン
を
巻

い
て
い
く
。
尾
鰭
に
は
車
の
タ
イ
ヤ
を
縦

半
分
に
し
た
も
の
や
、
船
を
岸
壁
に
繋
ぎ

と
め
る
た
め
の
頑
丈
な
舫
い
綱
な
ど
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
を
番
線
な
ど
で
本

体
に
し
っ
か
り
と
括
り
付
け
た
う
え
で
、
上
か
ら
黒
い
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で

ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
す
る
な
ど
し
て
形
成
す
る
。
ハ
リ
ボ
テ
の
鯨
は
、
尾
鰭
に

重
量
を
か
け
て
い
る
の
で
、
重
量
が
１
０
０
ｋ
ｇ
ほ
ど
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
鯨
被
り
は
若
く
て
屈
強
な
者
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

ま
た
、
現
在
で
は
見
ら
れ
な
い
が
、
潮
吹
き
穴
か
ら
水
を
噴
き
上
げ
る
よ

う
な
工
夫
の
な
さ
れ
た
鯨
も
作
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

〔
北
島
組
〕 

七
月
の
初
め
の
土
曜
日
と
日
曜
日
の
午
前
中
、
三
週
間
ほ
ど
か
け
て
製
作

す
る
。
現
在
で
は
、
平
成
二
十
九
年
度
に
、
大
四
日
市
ま
つ
り
用
と
、
鳥
出

神
社
に
お
け
る
本
練
り
用
に
と
、
常
に
二
頭
分
の
材
料
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。 

富
田
で
は
、
北
島
組
が
最
も
鯨
に
工
夫
を
凝
ら
す
組
と
さ
れ
て
い
て
、
以

前
に
は
軽
量
化
を
は
か
る
た
め
に
オ
ー
ル
ア
ル
ミ
の
鯨
が
登
場
し
た
こ
と

も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
他
の
組
か
ら
伝
聞
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
に
残

さ
れ
て
は
い
な
い
。
現
在
で
は
、
他
の
組
と
同
様
な
部
分
も
多
く
、
竹
と
木

材
、
塩
ビ
管
な
ど
を
体
幹
部
に
用
い
て
作
ら
れ
て
い
る
。 

頭
の
下
部
の
曲
げ
た
竹
材
の
終
わ
り
に
近
い
途
中
部
分
か
ら
、
左
右
に
一

本
ず
つ
塩
ビ
管
を
伸
ば
し
、
尾
鰭
の
部
分
ま
で
絞
っ
て
い
く
た
め
、
長
さ
を

変
え
た
横
材
三
本
に
結
び
付
け
る
。
そ
の
先
に
大
小
の
塩
ビ
管
や
ク
ッ
シ
ョ

ン
を
幾
重
に
も
巻
い
て
、
そ
の
上
か
ら
車
の
タ
イ
ヤ
を
縦
に
半
切
り
に
し
て

被
せ
て
形
を
整
え
て
作
り
、
上
か
ら
黒
の
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
ぐ
る
ぐ
る
巻

き
に
し
て
尾
鰭
を
作
る
。
頭
部
と
下
顎
は
黒
布
を
張
り
、
上
下
を
縫
い
合
わ

鯨製作の様子 



41 40
40 

 

せ
る
。
そ
し
て
、
黒
布
を
張
っ
た
背
鰭
・
胸
鰭
と
波
幕
を
付
け
て
完
成
と
な

る
。 

          

〔
中
島
組
〕 

毎
年
竹
の
入
荷
す
る
五
月
以
降
に
製
作
を
始
め
る
と
い
う
。
基
本
的
に
中

島
組
は
、
鯨
を
壊
さ
な
い
た
め
網
だ
け
被
せ
る
時
も
多
い
と
い
う
。 

こ
の
組
の
鯨
は
、
最
も
古
く
か
ら
の
作
り
方
に
近
く
、
ほ
と
ん
ど
竹
と
木

か
ら
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

鯨
の
背
と
な
る
竹
を
受
け
る
体
幹
の
輪
は
、
塩
ビ
管
な
ど
を
用
い
ず
竹
で

作
っ
て
い
る
。
そ
の
竹
を
丸
め
る
時
に
は
、
板
に
ボ
ル
ト
を
何
本
も
通
し
て

固
定
し
た
鯨
の
胴
体
部
の
製
作
用
の
型
を
使
用
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
使
い

た
い
位
置
に
合
わ
せ
た
大
き
さ
の
竹
に
丸
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

次
に
、
縦
横
の
竹
材
や
木
材
の
部
分
の
露
出
部
に
黄
色
の
晒
を
巻
い
て
い

く
。
特
に
、
肩
な
ど
体
に
あ
た
る
部
分
は
手
厚
く
巻
い
て
い
く
。 

尾
鰭
は
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
船
を
繋
ぎ
と
め
る
た
め
の
舫
い
綱
や
番
線
で 

結
び
付
け
、
そ
の
上
か
ら
黒
の
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
る
。
背
鰭
は
、

竹
を
成
型
し
網
で
作
り
、
胸
鰭
は
シ
ュ
ロ
の
繊
維
を
束
ね
た
も
の
を
取
り
付

け
る
。 

最
後
に
被
せ
た
網
に
黒
の
ス
プ
レ
ー
を
か
け
て
着
色
し
、
目
や
潮
吹
き
穴
、

胴
体
の
下
に
は
波
幕
を
そ
れ
ぞ
れ
縫
い
付
け
る
。 

 

 

     

  

 

 

〔
南
島
組
〕 

七
月
初
旬
の
毎
日
曜
日
の
午
前
中
三
～
四
日
か
け
て
製
作
す
る
。
こ
の
組

は
、
練
り
が
最
も
荒
く
激
し
く
鯨
が
壊
れ
や
す
い
た
め
、
始
め
か
ら
二
頭
の

鯨
が
作
ら
れ
て
い
る
。 

口
の
部
分
は
竹
を
曲
げ
て
作
り
、
太
め
の
ロ
ー
プ
を
縫
い
付
け
、
ソ
テ
ツ

尾鰭製作 

波幕縫い付け 

胴体部 製作用型 

尾鰭製作 
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を
結
び
つ
け
る
。
体
幹
部
は
塩
ビ
管
を
半
円
形
に
曲
げ
て
作
っ
た
胴
体
部
に
、

割
い
た
竹
を
渡
し
て
成
形
し
、
本
体
の
木
枠
に
黄
色
の
晒
で
結
び
つ
け
る
。

そ
の
際
、
背
の
中
心
部
分
の
竹
を
一
本
だ
け
置
き
、
中
央
の
位
置
を
決
め
、

そ
の
左
右
に
竹
を
順
に
渡
し
て
作
業
を
進
め
て
い
く
。
胴
体
の
色
は
、
緑
の

蚊
帳
と
黒
の
網
を
重
ね
る
こ
と
で
、
深
み
の
あ
る
色
を
表
現
し
て
い
る
。 

途
中
、
鯨
被
り
が
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
き
、
最
後
に
左
右
に

波
幕
を
縫
い
付
け
て
完
成
す
る
。  

〔
古
川
町
〕 

特
色
と
し
て
、
親
鯨
に
加
え
て
子
鯨
を
製
作
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
鯨
船
行

事
は
小
学
生
の
参
加
で
き
る
割
合
が
少
な
い
た
め
、
子
ど
も
向
け
に
子
鯨
を

作
成
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
古
川
町
に
子
鯨
が

あ
る
の
は
「
子
ど
も
の
参
加
を
可
能
に
す
る
た
め
」
と
い
う
こ
と
が
主
た
る

目
的
で
あ
る
。 

 

四
、
乗
り
手
と
練
り
手 

鯨
船
行
事
で
の
役
回
り
で
、
鯨
船
山
車
に
乗
り
込
ん
で
演
技
に
関
わ
る
者

を
「
乗
り
手
」
、
そ
れ
以
外
を
「
練
り
手
」
と
言
う
。
練
り
手
に
は
山
車
に
乗

り
込
ま
ず
に
山
車
に
取
り
付
い
て
練
る
者
や
、
そ
の
周
囲
で
関
わ
る
者
と
鯨

被
り
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役
回
り
が
あ
る
。 

 
 《

乗
り
手
》 

 
 
 
 
 

羽
刺
し
（
ハ
タ
シ
、
ハ
ダ
シ
、
ハ
ザ
シ
と
も
、
ま
た
「
銛
打
ち
」
と
呼

ぶ
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。） 

こ
の
行
事
の
主
役
と
も
言
え
る
踊
り
子
で
あ
る
。
本
来
は
ハ
ザ
シ

な
の
で
あ
ろ
う
が
、
古
式
捕
鯨
の
行
わ
れ
て
い
た
和
歌
山
県
太
地
町

で
も
ハ
ダ
シ
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
古
式
捕
鯨
に
関
わ
っ
て
は
ハ

ダ
シ
が
本
当
な
の
で
あ
ろ
う
。
富
田
で
は
「
ハ
ダ
シ
」
が
「
裸
足
」

に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
嫌
っ
て

「
ハ
タ
シ
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
説
が
あ
る
。 

組
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
が
、
薄
い
桃

色
や
水
色
、
黄
色
な
ど
の
無
地
の
襦
袢
を

重
ね
て
着
て
、
そ
の
上
に
緋
色
に
黒
襟
で

胸
か
ら
袖
先
ま
で
複
数
の
金
糸
の
飾
り

房
を
付
け
た
（
両
肩
や
背
に
も
）
上
着
を

着
し
、
さ
ら
に
ド
ン
ザ
５

と
呼
ば
れ
る
漁

頭部製作 

本体骨組み製作 

羽刺し ドンザ着用 
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師
の
防
寒
具
に
由
来
す
る
黒
地
に
刺
繍
を
施
し
た
豪
華
な
衣
装
を
身

に
纏
う
。 

南
島
組
で
は
桃
色
の
帯
を
後
ろ
で
結
び
、
そ
の
上
か
ら
ド
ン
ザ
を

着
し
て
黄
色
の
帯
を
蝶
々
結
び
と
し
、
次
に
水
色
の
帯
を
同
じ
く

蝶
々
結
び
と
し
て
左
右
に
分
け
て
前
に
垂
ら
す
。
手
甲
、
脚
絆
を
着

け
、
足
袋
に
雪
駄
を
履
く
。
額
に
薄
い
水
色
の
鉢
巻
き
を
額
の
真
ん

中
で
結
び
両
端
を
こ
め
か
み
の
辺
り
で
折
っ
て
、
内
側
に
挟
ん
で
下

か
ら
上
に
持
ち
上
げ
そ
の
折
り
目
を
出
す
６

。
ド
ン
ザ
の
下
に
着
る

着
物
や
帯
の
順
番
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
組
は
決
ま
り
が
な
い
よ
う

で
あ
る
が
、
南
島
組
だ
け
は
、
化
粧
を
す
る
美
容
室
の
奥
の
部
屋
で

着
付
け
を
し
、
そ
の
部
屋
の
柱
に
着
付
け
る
着
物
の
色
や
帯
の
順
番

が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
着
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

羽
刺
し
を
演
じ
る
の
は
小
学
校
中
～
高
学
年
で
、「
ヤ
サ
ネ
ー
、
ヨ

シ
タ
、
ヨ
シ
タ
、
ヨ
シ
タ
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
所
作
を
繰
り
返

し
、
最
後
に
は
銛
を
打
ち
込
み
鯨
を
仕
留
め
る
、
い
わ
ば
こ
の
行
事

の
花
形
で
あ
る
。
今
で
は
衣
装
は
ど
こ
の
組
で
も
保
存
会
が
管
理
す

る
が
、
戦
前
ま
で
は
個
人
持
ち
で
、
羽
刺
し
を
出
す
よ
う
な
家
は
裕

福
な
家
で
あ
る
こ
と
の
証
明
で
も
あ
っ
た
。
激
し
く
揺
れ
る
船
上
で

踊
り
続
け
る
と
い
う
演
技
の
特
性
か
ら
、
こ
の
役
割
を
担
う
こ
と
は
、

一
人
前
の
漁
師
に
な
る
た
め
の
通
過
儀
礼
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
も

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

所
作
自
体
は
さ
ほ
ど
複
雑
で
は
な
い
が
、
手
の
あ
げ
方
、
扇
の
扱

い
、
手
の
振
り
方
、
ひ
じ
の
張
り
方
、
指
先
ま
で
意
識
を
向
け
る
こ

北島組 ドンザ 

南島組 ドンザ 

中島組 ドンザ 

古川町 ドンザ 
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と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
行
事
が
近
づ
く
と
、
唄
い
や
太
鼓

に
合
わ
せ
て
毎
晩
の
よ
う
に
練
習
が
行
わ
れ
る
。 

町
練
り
の
演
技
に
な
る
と
、
上
か
ら
羽
織
っ
て
い
た
ド
ン
ザ
を
も

ろ
肌
脱
ぎ
に
し
て
、
腰
に
は
だ
け
て
演
技
を
行
う
７

。
各
組
の
所
作
の

顕
著
な
違
い
と
し
て
は
、
鯨
を
見
つ
け
た
直
後
の
所
作
が
指
摘
さ
れ

る
。
流
し
唄
か
ら
「
上
げ
る
ぞ
」
な
ど
の
掛
け
声
で
役
唄
に
替
わ
り

「
背
美
（
せ
み
）
８

は
来
る
来
る
」
の
歌
詞
の
時
に
、
片
手
で
扇
を
広

げ
て
目
線
に
か
ざ
す
と
こ
ろ
か
ら
鯨
突
き
の
所
作
が
始
ま
る
。 

北
島
組
と
中
島
組
で
は
、
扇
を
目
線
に
か
ざ
し
て
鯨
を
見
る
所
作

の
時
に
、
腰
持
ち
が
羽
刺
し
の
左
足
を
持
ち
上
げ
、
次
は
反
対
に
右

足
を
持
ち
上
げ
る
所
作
を
行
う
。
そ
の
後
「
ヤ
サ
ネ
ー
」
の
掛
け
声

で
体
を
右
か
ら
左
に
捻
る
と
と
も
に
、
右
手
を
振
っ
て
両
手
を
開
き
、

両
手
を
肩
の
位
置
で
上
下
さ
せ
る
。
腰
持
ち
の
肩
を
借
り
て
上
体
を

大
き
く
後
ろ
に
反
り
返
り
「
ヨ
シ
タ
、
ヨ
シ
タ
、
ヨ
シ
タ
」
の
掛
け

声
に
合
わ
せ
て
両
手
で
持
っ
た
扇
子

（
途
中
、
扇
を
置
い
て
両
掌
）
を
前
へ
煽

り
な
が
ら
、
立
ち
上
が
っ
て
く
る
所
作

を
繰
り
返
す
。 

南
島
組
で
は
同
じ
く
「
背
美
は
来
る

来
る
」
の
時
に
扇
子
を
目
線
に
掲
げ
腰

持
ち
が
、
羽
刺
し
の
腰
を
持
っ
て
右
の

舷
側
に
飛
ば
し
次
に
左
の
舷
側
へ
飛
ば

し
て
「
ヤ
サ
ネ
ー
、
ヨ
シ
タ
、
ヨ
シ
タ
、

ヨ
シ
タ
」
の
掛
け
声
で
、
他
の
組
と
同
様
の
所
作
を
行
う
。
古
川
町

で
は
逆
に
左
の
舷
側
に
飛
ば
し
、
次
に
右
の
舷
側
に
飛
ば
す
南
島
組

と
は
左
右
が
逆
に
行
わ
れ
る
。 

な
お
、
乗
り
手
の
中
で
も
羽
刺
し
と
櫓
漕
ぎ
は
化
粧
を
施
す
。
羽

刺
し
は
白
塗
り
に
頬
と
唇
に
紅
を
差
し
、
目
尻
に
一
本
ず
つ
紅
を
引

き
、
眉
の
上
、
額
に
黒
の
星
（
＝
む
か
え
ほ
く
ろ
）
を
筆
の
元
の
円

形
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
二
つ
入
れ
る
。 

 

櫓
漕
ぎ
（
ロ
コ
ギ
）・
・
・
羽
刺
し
の
後
ろ
、
屋
形
の
前
に
座
っ
て
、
舷

側
の
櫓
に
掴
ま
っ
て
耐
え
る
役
で
、
羽
刺
し
が
銛
を
打
っ
て
鯨
を
仕

留
め
る
と
、
控
え
の
羽
刺
し
た
ち
と
と
も
に
立
ち
上
が
っ
て
両
手
を

横
に
広
げ
て
祝
い
の
ポ
ー
ズ
を
と
る
。
三
歳
か
ら
小
学
校
低
学
年
ま

で
が
務
め
る
が
、
た
だ
掴
ま
っ
て
い
る
役
と
言
っ
て
も
、
真
夏
の
炎

天
下
、
山
車
は
走
っ
た
り
止
ま
っ
た
り
、
逆
方
向
に
走
っ
て
後
退
し

た
り
、
左
右
に
大
き
く
傾
け
ら
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ぐ
る
ぐ

る
回
さ
れ
た
り
と
、
掴
ま
っ
て
い
る
だ
け
と
は
い
え
幼
い
子
に
と
っ

て
は
大
変
な
行
事
で
あ
る
。
泣
き
出
す
子
も
出
て
く
る
の
で
、
休
憩

時
な
ど
に
は
女
性
を
中
心
と
し
た
支
援
部
隊
が
櫓
漕
ぎ
を
落
ち
着
か

せ
た
り
、
皆
の
水
分
補
給
を
し
た
り
と
活
躍
す
る
。
特
に
、
東
富
田

は
も
と
も
と
漁
師
町
で
成
人
に
な
れ
ば
船
に
乗
る
こ
と
か
ら
、
ハ
マ

の
三
組
で
は
、
一
つ
の
通
過
儀
礼
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。 

衣
装
は
、
羽
刺
し
の
衣
装
か
ら
ド
ン
ザ
を
な
く
し
た
姿
で
、
手
甲
、

脚
絆
に
、
足
袋
に
雪
駄
を
履
き
、
頭
に
は
花
笠
を
被
る
。
南
島
組
の

むかえほくろを入れる 
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場
合
に
は
、
緋
色
の
上
着
に
帯
は
桃
色
、
水
色
の
順
で
蝶
結
び
と
し

て
、
結
び
目
を
左
右
に
ず
ら
し
て
前
に
垂
ら
す
。
さ
ら
に
黄
色
の
帯

で
背
中
の
着
物
の
中
を
通
し
て
肩
の
前
に
回
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
背

中
へ
と
回
し
て
着
物
を
絡
げ
て
蝶
結
び
と
し
て
背
中
に
垂
ら
す
。 

櫓
漕
ぎ
の
化
粧
は
、
羽
刺
し
と
同
じ
く
白

塗
り
に
頬
と
唇
に
紅
を
差
し
、
目
尻
に
一
本

ず
つ
紅
を
引
き
、
眉
の
上
の
額
に
紅
の
星
を

二
つ
入
れ
る
が
、
古
川
町
だ
け
は
羽
刺
し
と

同
じ
黒
の
星
を
入
れ
る
。 

な
お
、
南
島
組
を
除
く
各
組
で
は
、
近
年

は
、
櫓
漕
ぎ
に
十
歳
未
満
の
女
児
の
参
加
が

み
ら
れ
る
。 

 
 

 

腰
持
ち
（
胴
持
ち
）
・
足
持
ち
（
コ
シ
モ
チ
｟
ド
ウ
モ
チ
｠
・
ア
シ
モ

チ
）・
・
・
羽
刺
し
の
演
技
中
は
、
鯨
船
山
車

が
左
右
に
大
き
く
揺
れ
る
た
め
、
腰
持
ち
が

船
に
腰
掛
け
な
が
ら
羽
刺
し
の
腰
を
抱
え
、

足
持
ち
が
船
内
に
潜
り
羽
刺
し
の
足
を
支

え
る
。
山
車
を
左
右
に
揺
さ
ぶ
り
な
が
ら
行

う
富
田
の
鯨
船
で
は
、
安
全
に
行
事
を
行
う

上
で
も
大
事
な
役
目
と
言
え
よ
う
。 

 
 

腰
持
ち
は
、
文
台
や
、
文
台
を
取
り
付
け

た
船
梁
な
ど
に
腰
掛
け
て
羽
刺
し
を
支
え

る
が
、
北
島
組
を
除
く
組
の
台
船
は
腰
持
ち
の
右
足
に
あ
た
る
部
分

の
床
材
が
切
り
取
ら
れ
て
お
り
、
一
つ
下
の
材
に
足
を
入
れ
て
踏
ん

張
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
切
り
込
み
の
無
い
北
島
組
で
は
主
に
船

梁
に
腰
掛
け
、
右
側
の
舷
側
に
体
を
持
た
せ
か
け
て
羽
刺
し
を
支
え

て
い
る
。
足
持
ち
は
船
床
に
突
っ
伏
し
て
足
を
押
さ
え
て
い
る
。
唄

が
流
し
唄
か
ら
役
唄
に
替
わ
る
合
図
は
、
腰
持
ち
か
ら
出
さ
れ
る
組

も
多
い
よ
う
で
あ
る
。 

 
 

 

太
鼓
叩
き
（
タ
イ
コ
タ
タ
キ
）・
・
・
衣
装
に
特
定
の
決
ま
り
は
な
い
が
、

鯔 い

な

背 せ

な
着
流
し
姿
で
屋
形
の
中
に
据
え
ら
れ
た
長
胴
太
鼓
を
叩
く
。

行
事
の
全
て
は
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
進
行
す
る
。
鯨
を
見
つ

け
る
ま
で
の
間
は
流
し
唄
に
合
わ
せ
て
優
雅
に
叩
き
、
鯨
を
見
つ
け

る
と
唄
が
役
唄
と
な
り
鯨
を
追
い
か
け
る
場
面
へ
と
切
り
替
わ
る
。

そ
し
て
、
鯨
の
反
撃
を
受
け
て
急
激
に
後
退
さ
せ
ら
れ
る
場
面
で
は
、

叩
き
方
が
速
く
な
る
。 

体
勢
を
整
え
再
度
鯨
を
追
う
と
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
は
徐
々
に
速
く

な
り
、
臨
場
感
を
盛
り
上
げ
る
。
鯨
の
頭
が
持
ち
上
が
る
と
太
鼓
は

ド
ラ
ム
ロ
ー
ル
の
よ
う
に
連
打
す
る
。
最
後
に
気
持
ち
一
拍
た
め
て

ド
ン
と
叩
く
と
、
羽
刺
し
は
呼
吸
を
合
わ
せ
て
銛
を
放
つ
。
そ
の
緊

迫
感
を
表
現
し
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
の
盛
り
上
が
り
を
演
出
す
る

の
も
太
鼓
叩
き
の
役
目
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
演
技
の
場
面
に
よ

り
叩
き
方
が
変
わ
る
た
め
、
太
鼓
叩
き
は
、
行
事
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。 

羽刺しを支える腰持ち・足持ち 櫓漕ぎの衣装 
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各
組
の
唄
い
は
歌
詞
が
一
緒
で
も
節
回
し
が
微
妙
に
違
っ
て
い
る

た
め
、
当
然
叩
き
方
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
微
妙
に
異
な
っ
て
く
る
。

そ
の
た
め
、
行
事
が
近
づ
く
と
、
毎
晩
の
よ
う
に
練
習
が
行
わ
れ
る
。 

 
 

 
 

各
組
の
相
違
点
・
共
通
点
と
し
て
は
、
ハ
マ
の
三
組
の
太
鼓
叩
き

は
、
右
手
で
太
鼓
を
叩
く
所
作
だ
け
で
実
際
は
叩
か
な
い
「
止
め
撥
」

を
行
う
。
同
時
に
左
手
を
右
肩
に
振

り
上
げ
る
所
作
や
、
撥
の
根
本
で
太

鼓
の
周
り
の
鋲
の
あ
た
り
を
叩
く

所
作
な
ど
が
あ
る
が
、
古
川
町
で
は

そ
れ
ら
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
道

中
伊
勢
音
頭
の
際
に
、
撥
で
太
鼓
の

胴
を
叩
く
縁
打
ち
で
リ
ズ
ム
を
取

る
の
は
各
組
に
共
通
す
る
。 

 
 

《
練
り
手
》 

 
 

梵
天
持
ち
（
ボ
ン
テ
ン
モ
チ
）・
・
・
祝
儀
突
き
や
役
突
き
な
ど
で
町
内

を
練
る
時
、
各
組
の
梵
天
が
目
印
と
な
る
。
突
く
家
の
前
や
提
灯
台

な
ど
に
梵
天
を
運
び
立
て
る
役
を
い
う
。
本
練
り
で
は
、
最
初
に
大

鳥
居
に
梵
天
を
立
て
て
鳥
居
を
突
き
、
境
内
に
入
る
と
二
の
鳥
居
に

立
て
て
本
殿
と
蛭
子
社
を
突
く
。 

梵
天
は
、
北
島
組
と
南
島
組
で
は
木
製
を
用
い
、
中
島
組
と
古
川

町
で
は
布
製
を
用
い
て
い
る
。
前
者
は
、
漁
に
用
い
る
浮
標
と
し
の

ブ
イ
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。 

                       

北島組 梵天 南島組 梵天 中島組 梵天 古川町 梵天 

太鼓叩き 
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さ
が
り
（
さ
が
り
持
ち
）・
・
・
各
組
の
船
は
舳
先
に
水
押
を
持
ち
、
水

押
の
先
に
は
鳥
出
神
社
の
神
紋
で
あ
る
三
つ
巴
の
刺
繍
を
施
し
た
水

押
御
紋
が
被
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
は
金
糸
で
作
ら
れ
た
豪
華
な
サ
ガ
リ

が
垂
れ
る
。
こ
の
サ
ガ
リ
は
、
演
技
の
最
中
に
放
っ
て
お
く
と
山
車

を
左
右
に
倒
し
た
時
や
、
山
車
を
回
し

た
り
、
艫
上
げ
を
行
う
時
な
ど
に
地
面

に
叩
き
付
け
ら
れ
た
り
、
船
体
に
ぶ
つ

か
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
傷
ん
で
し
ま

う
。
そ
の
た
め
、
サ
ガ
リ
の
房
の
上
に
綱

を
付
け
て
、
サ
ガ
リ
が
傷
ま
な
い
よ
う

に
引
っ
張
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
を
行
う
役
を
「
さ
が
り
」
と
か
、「
さ

が
り
持
ち
」
と
呼
ぶ
。 

 
 

 

は
ら
・
・
・
山
車
本
体
の
動
き
は
主
に
「
は
ら
」
が
行
っ
て
い
る
。
山

車
の
両
側
（
は
ら
）
に
付
い
て
、
か
つ
ぎ
棒(

鉄
製
の
手
摺
り)

を
持

っ
て
前
後
に
移
動
さ
せ
た
り
、
船
尾
に
い
る
梶
取
り
が
向
け
る
方
向

に
合
わ
せ
て
山
車
を
振
っ
た
り
、
左
右
に
倒
し
た
り
す
る
な
ど
の
演

技
を
行
う
役
で
あ
る
。
特
に
左
右
に
倒
す
時
は
危
険
が
伴
う
の
で
、

倒
れ
て
来
る
方
に
い
る
者
は
そ
れ
ま
で
順
手
で
か
つ
ぎ
棒
を
持
っ
て

い
た
も
の
を
逆
手
に
持
ち
替
え
る
な
ど
し
て
、
怪
我
を
し
な
い
よ
う

に
演
技
し
て
い
る
。 

 
 

か
じ
（
梶
取
り
）・
・
・
船
尾
に
付
い
て
、
船
の
進
行
方
向
を
決
め
る
役

回
り
で
、
四
名
ほ
ど
で
行
う
。
実
際
に
は
、「
は
ら
」
な
ど
と
も
協
力

し
て
方
向
転
換
を
行
っ
て
い
る
。 

 
 

 

唄
上
げ
（
唄
い
衆
）・
・
・
山
車
の
周
囲
に
付
い
て
、
流
し
唄
や
役
唄
を

唄
い
な
が
ら
行
事
を
進
行
す
る
。
唄
の
歌
詞
は
非
常
に
多
く
、
歌
詞

を
印
刷
し
た
扇
子
や
団
扇
な
ど
を
持
ち
歩
く
組
も
あ
る
。
流
し
唄
は
、

唄
う
歌
詞
に
順
番
は
無
く
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
唄
い
出
し
た
者
の
歌

詞
を
皆
で
唄
う
。
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
な
唄
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
比

較
的
新
し
い
歌
詞
も
あ
れ
ば
、
古
く
か
ら
唄
い
継
が
れ
た
歌
詞
や
、

忘
れ
去
ら
れ
た
歌
詞
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
役
唄
の
歌
詞
が
羽
刺
し
の
演
技
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
や
、

祝
い
唄
の
中
に
艫
上
げ
の
上
げ
下
ろ
し
を
行
う
タ
イ
ミ
ン
グ
の
歌
詞

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
唄
上
げ
が
行
事
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 

サ
ン
パ
ラ
イ
（
ハ
タ
キ
の
意
味
）・
・
・
い
ろ
い
ろ
な
色
の
布
（
古
川
町

は
色
紙
）
を
細
長
く
切
っ
て
竹
の
棒
の
先
に
結
び
付
け
た
も
の
（
こ

れ
自
体
を
サ
ン
パ
ラ
イ
と
も
い
う
）
を
持
っ
て
、
行
事
の
警
護
や
、

山
車
が
家
々
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
気
を
配
っ
た
り
、
鯨
が
観
客
の

中
に
飛
び
込
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
、
鯨
に
入
っ
て
い
な
い
鯨
被
り

と
と
も
に
体
を
張
っ
て
制
す
る
役
で
あ
る
。
す
で
に
「
は
ら
」
な
ど

の
役
を
卒
業
し
た
年
長
の
経
験
豊
か
な
者
が
担
当
す
る
。 

さがり持ち 

47 
 

鯨
被
り
（
ク
ジ
ラ
カ
ブ
リ
）・
・
・
行
事
の
中
で
は
敵
役
的
存
在
で
あ
る

が
、
こ
の
行
事
の
一
方
の
主
役
と
も
言
え
る
。
鳥
出
神
社
境
内
で
行

わ
れ
る
本
練
り
で
は
、
鯨
の
元
気
が
無
い
と
観
客
か
ら
発
破
が
掛
け

ら
れ
た
り
も
す
る
。 

鯨
は
、
町
練
り
で
は
基
本
的
に
一
回
で
仕
留
め
ら
れ
る
が
、
本
練

り
で
は
突
か
れ
る
際
に
逃
げ
出
し
て
何
度
も
や
り
直
さ
れ
る
。
し
か

し
、
演
技
の
時
間
が
決
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
上
の
延
長
は

無
い
。 

例
外
と
し
て
、
古
川
町
の
町
練
り
の
最
後
の
多
度
大
社
を
突
く
際

に
は
、
他
の
組
と
は
違
い
、
町
練
り
で
あ
っ
て
も
何
度
で
も
逃
げ
出

し
て
突
か
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
鯨
被
り
と
鯨
船
山
車
を
操
る
側
と

の
体
力
勝
負
と
な
る
。 

演
技
中
、
鯨
と
山
車
の
向
き
は
逆
の
動
き
に
な
る
。
例
え
ば
、
山

車
が
右
に
倒
し
て
い
る
場
合
、
鯨
は
左
に
走
る
９

。
本
練
り
で
は
、
観

客
が
中
に
入
ら
な
い
よ
う
に
時
に
ロ
ー
プ

が
張
ら
れ
て
仕
切
ら
れ
て
い
る
が
、
鯨
が

観
客
席
に
飛
び
込
も
う
と
し
て
、
観
客
を

驚
か
せ
た
り
す
る
。
そ
れ
を
、
鯨
に
入
っ

て
い
な
い
鯨
被
り
の
交
代
要
員
や
サ
ン
パ

ラ
イ
に
抑
え
ら
れ
た
り
す
る
。 

鯨
は
反
撃
し
た
り
逃
げ
出
し
た
り
す
る

が
、
最
後
に
は
、
鯨
が
海
面
に
顔
を
出
し
、

そ
れ
を
サ
ン
パ
ラ
イ
ら
が
棒
で
抑
え
る
。

そ
し
て
、
太
鼓
が
連
打
さ
れ
、
一
呼
吸
を
あ
け
、
羽
刺
し
が
銛
を
打

つ
の
に
合
わ
せ
て
太
鼓
を
「
ド
ン
」
と
打
ち
、
羽
刺
し
が
鯨
を
仕
留

め
る
。
打
た
れ
た
鯨
は
、
頭
を
右
→
左
→
中
と
振
っ
て
（
南
島
組
だ

け
は
、
左
→
右
→
中
の
順
）
、
頭
を
高
く
放
り
上
げ
、
そ
れ
を
地
面
に

着
く
直
前
で
拾
い
上
げ
上
下
に
揺
さ
ぶ
り
な
が
ら
走
る
。
こ
の
所
作

を
古
川
町
で
は
「
お
う
て
を
う
つ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ
ま
で
が

一
連
の
流
れ
で
あ
る
。
ハ
マ
の
三
組
は
、
本
殿
と
蛭
子
社
に
一
本
ず

つ
練
り
を
奉
納
す
る
。
古
川
町
は
本
殿
の
み
一
本
を
奉
納
す
る
。 

ハ
マ
の
三
組
の
鯨
被
り
は
鯨
の
前
後
に
入
る
が
、
タ
カ
の
古
川
町

は
左
右
並
ん
で
入
っ
て
演
技
を
行
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
鯨
の
人
の
入
る

部
分
の
最
大
幅
は
、
約
北
島
９
０
０
㎜
・
中
島
７
９
０
㎜
・
南
島
７

６
０
㎜
・
古
川
町
１
０
２
０
㎜
と
な
っ
て
い
て
、
や
は
り
多
少
古
川

町
が
幅
広
に
作
ら
れ
て
お
り
、
横
に
並
ん
で
入
っ
て
演
技
が
し
や
す

い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
古
川
町
に
は
子
ど
も
が
練
り
に
参

加
す
る
た
め
の
子
鯨
も
あ
る
。 

 
 

       

古川町 鯨被り 

古川町 子鯨 

鯨を抑えるサンパライ 
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そ
の
他 

支
援
部
隊
・
・
・
直
接
祭
り
に
加
わ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
女
性
を
中

心
と
し
て
飲
食
や
子
ど
も
の
対
応
、
ま
た
は
救
急
対
応
を
す
る
部
隊

で
あ
る
。
真
夏
の
炎
天
下
に
行
わ
れ
る
祭
り
で
あ
る
た
め
、
給
水
な

ど
で
祭
り
を
支
援
す
る
の
は
重
要
な
役
回
り
で
あ
る
と
言
え
る
。（
古

川
町
で
は
、
二
日
間
を
東
古
川
町
と
西
古
川
町
が
担
当
を
分
け
て
行

っ
て
い
る
）
。
飲
食
物
な
ど
の
荷
物
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
リ
ヤ
カ
ー
な
ど

に
載
せ
て
運
ん
で
い
る
。
南
島
組
で
は
こ
の
リ
ヤ
カ
ー
を
「
環
境
丸
」

と
称
し
て
い
る
。 

 

そ
の
他
に
も
、
羽
刺
し
や
櫓
漕
ぎ
の
化
粧
や
着
付
け
も
女
性
の
役
回
り

で
あ
る
。
北
島
組
と
中
島
組
は
組
内
の
美
容
室
が
な
く
な
っ
た
た
め
東
富

田
会
館
で
、
南
島
組
で
は
町
内
の
美
容
室
を
用
い
て
化
粧
と
着
付
け
を
行

っ
て
い
る
。
古
川
町
の
場
合
、
化
粧
は
町
内
の
理
容
室
で
行
わ
れ
、
着
付

け
は
古
川
町
集
会
所
で
行
っ
て
い
る
。 

        

五
、
唄
い
と
歌
詞 

唄
い
（
唄
上
げ
・
唄
い
衆
）
は
、
練
り
の
時
に
鯨
船
の
は
ら
に
数
名
付
い

て
、
流
し
唄
、
役
唄
（
上
げ
唄
・
突
き
唄
・
祝
い
唄
）
や
、
宮
参
り
を
行
う

時
の
道
中
伊
勢
音
頭
を
唄
う
。 

流
し
唄
は
、
鯨
船
の
演
技
が
始
ま
る
ま
で
の
間
、
町
内
や
鳥
出
神
社
境
内

で
鯨
を
求
め
て
移
動
す
る
時
に
唄
わ
れ
る
唄
で
、
本
練
り
で
突
き
終
え
て
境

内
を
退
出
す
る
時
に
も
唄
わ
れ
る
。
歌
詞
は
百
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

各
組
で
よ
く
唄
わ
れ
る
唄
や
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
あ
る
組
で
唄

っ
て
い
る
の
に
別
の
組
で
唄
っ
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の
組
に
元
来

存
在
し
て
い
な
い
歌
詞
で
あ
る
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
、
同
じ

歌
詞
と
言
っ
て
も
各
組
そ
れ
ぞ
れ
で
節
回
し
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
他
の

組
に
交
じ
っ
て
一
緒
に
唄
う
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。 

役
唄
は
、
羽
刺
し
が
鯨
を
見
つ
け
た
時
か
ら
唄
わ
れ
る
唄
で
、「
上
げ
る
」

や
「
上
げ
る
ぞ
」
と
い
っ
た
掛
け
声
か
ら
役
唄
に
替
わ
る
。
町
練
り
で
は
「
沖

の
鴎
（
か
ご
め
）
に 

背
美
は
と
問
え
ば 

さ
ぁ
背
美
は
く
る
く
る
」
で
演

技
を
開
始
す
る
。
本
練
り
で
は
、
町
練
り
で
は
唄
わ
れ
な
い
特
別
な
役
唄
で

あ
る
「
安
芸
の
宮
島 

廻
れ
ば
七
里
え
ー
」
で
始
ま
る
。
南
島
組
に
お
い
て

は
、
鳥
居
を
突
く
時
に
の
み
唄
わ
れ
る
特
別
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

祝
い
唄
は
、
鯨
が
突
け
た
こ
と
を
神
に
感
謝
す
る
唄
で
あ
る
。
鯨
船
行
事

は
、
羽
刺
し
が
鯨
を
突
い
た
後
、
祝
い
唄
が
唄
わ
れ
、
唄
の
途
中
で
神
に
感

謝
し
て
艫
上
げ
を
行
う
。
艫
上
げ
が
終
わ
る
と
、
演
技
が
終
了
す
る
ま
で
祝

着付け 

支援部隊（荷物の運搬） 
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い
唄
が
唄
わ
れ
る
。
艫
上
げ
に
は
神
に
感
謝
す
る
と
い
う
以
外
に
も
、
大
物

を
仕
留
め
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
な
ど
諸
説
が
あ
る
。 

                    

本
練
り
が
終
わ
り
、
山
車
を
山
車
蔵
に
収
納
し
終
え
る
と
、
順
番
に
行
事

の
無
事
を
感
謝
し
て
宮
参
り
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
道
す
が
ら
竿
に
提
げ
た
締

太
鼓
（
古
川
町
は
長
胴
太
鼓
を
用
い
て
い
る
。）
を
叩
き
な
が
ら
、
道
中
伊
勢

音
頭
が
唄
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
唄
と
は
い
う
も
の
の
、
中
に
は
囃
子
や
合
い

の
手
、
中
に
は
行
事
の
切
り
替
え
の
合
図
な
ど
も
含
ま
れ
る
。 

こ
こ
で
、
平
成
二
十
九
年
度
刊
行
の
『
「
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
」
継
承
マ

ニ
ュ
ア
ル
』（
以
下
『
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
と
略
記
す
る
）
作
成
時
に
記
録
さ
れ
た
、

各
組
の
歌
詞
を
記
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。 

 

〔
北
島
組
〕 

《
流
し
唄
》
目
的
地
ま
で
山
車
を
曳
い
て
行
く
時
の
唄 

〇
エ
ヘ
ー
エ
ー 

ヘ
ー 

ヘ
ー
イ
ヘ
ー 

 

ヘ
ェ
エ
ェ
イ
ー
ヘ
ー
エ 

エ
ー
エ 

エ
ー
サ
ー 

つ
つ
じ
椿
は 

山
坂
照
ら
す 

 

鰯
は 

富
田
の 

浜
照
ら
す
や
ー
せ 

 

治
ま
る 

お
御
代
（
み
よ
）
や
そ
ね 

〇
エ
ヘ
ー
エ
ー 

ヘ
ー 

ヘ
ー
イ
ヘ
ー 

 

ヘ
ェ
エ
ェ
イ
ー
ヘ
ー
エ 

エ
ー
エ 

エ
ー
サ
ー 

 

吉
田
通
れ
ば 

二
階
か
ら
招
く 

し
か
も
鹿
（
か
）
の
子
の 

 

振
袖
じ
ゃ
ー
せ 

お
さ
ま
る
お
御
代
や
そ
ね 

〇
エ
ヘ
ー
エ
ー 

ヘ
ー 

ヘ
ー
イ
ヘ
ー 

 

ヘ
ェ
エ
ェ
イ
ー
ヘ
ー
エ 

エ
ー
エ 

エ
ー
サ
ー 

 

伊
勢
の
す
だ
れ
で 

目
を
つ
い
た 

お
多
度
の
荒
神
じ
ゃ
ー
せ 

南島組 艫上げ 古川町 艫上げ 

北島組 艫上げ 中島組 艫上げ 
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治
ま
る 

お
御
代
や
そ
ね 

〇
エ
ヘ
ー
エ
ー 

ヘ
ー 

ヘ
ー
イ
ヘ
ー 

 

ヘ
ェ
エ
ェ
イ
ー
ヘ
ー
エ 

エ
ー
エ 

エ
ー
サ
ー 

 

こ
れ
で
松
坂
越
し
た
わ
え 

で
て
み
り
ゃ 

橋
じ
ゃ
ー
せ 

 

治
ま
る 
お
御
代
や
そ
ね 

 

《
役
唄
》
演
技
中
に
唄
わ
れ
る
唄 

〇
沖
の
鴎
（
か
ご
め
）
に
背
美
は
と
問
え
ば 

 

さ
ぁ
背
美
は
来
る
来
る 
の
ほ
ほ
ぇ 

後
へ
来
る 

 

お
お
目
出
度
や
あ
え
ー
な 

（
鳥
出
神
社
境
内
で
の
本
練
り
の
際
は
、
こ
の
唄
の
前
に
「
安
芸
の
宮
島

廻
れ
ば
七
里
え
ー 

さ
あ
ー
浦
は
七
浦
の
ほ
ほ
え 

七
え
び
す 

お
目
出

度
や
あ
」
と
の
一
唄
が
入
る
。） 

〇
ヤ
サ
ネ
ェ
ー 

ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ
（
寄
し
た
） 
ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

 
 

 

・ 

〈
繰
り
返
し
〉 

 
 

・ 

（
鯨
を
追
い
詰
め
て
い
く
。
） 

（「
切
る
ぞ
」
の
掛
け
声
場
面
が
転
換
し
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
も
替
わ
る
。） 

〇
ホ
イ
ッ 

ト
ー
モ
リ
セ 

（
ト
モ
＝
艫
＝
船
尾
の
こ
と
で
、
後
退
を
意
味
し
、
鯨
の
反
撃
が
始
ま
る
。） 

 

ア
ー 

ホ
ー
リ
ャ
ホ
ー
リ
ャ 

ス
ッ
テ
ン
テ
ン 

 

ア
ー 

ホ
ー
リ
ャ
ホ
ー
リ
ャ 

ス
ッ
テ
ン
テ
ン 

（
鯨
船
は
大
き
く
後
退
さ
せ
ら
れ
る
。） 

（
大
き
く
後
退
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
体
勢
を
整
え
反
撃
を
開
始
す
る
。
） 

〇
ソ
ォ
ー
ラ 

浮
い
た
わ
い
な 

 

ヤ
サ
ネ
ェ
ー 

ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

 
 

 

・ 

〈
繰
り
返
し
〉 

 
 

・ 

〇
ホ
イ
ッ 

サ
ヨ
サ 

サ
ヨ
ホ
イ 

（
太
鼓
の
リ
ズ
ム
が
速
く
な
り
、
羽
刺
し
は
左
手
に
銛
を
持
ち
、
右
手
で
鯨

を
全
力
で
追
い
か
け
る
所
作
を
行
う
。） 

〇
ホ
イ
ッ 

サ
ヨ
サ 

サ
ヨ
ホ
イ 

 

 
 

・ 

 
 

 
 

 

〈
繰
り
返
し
〉 

 
 

・ 

（
太
鼓
が
連
打
さ
れ
、
鯨
が
浮
き
上
が
り
、
太
鼓
の
最
後
の
「
ド
ン
」
の
一

発
に
合
わ
せ
て
銛
を
打
ち
込
み
、
見
事
に
仕
留
め
る
。
） 

〇
宮
の
前
で 

鯨
を
突
い
た 

さ
ぁ 

こ
れ
も
お
宮
の 

の
ほ
ほ
え 

御
利
生
か
え 

お
お
目
出
度
や
あ
ー
な 

（
無
事
に
鯨
を
突
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
意
を
表
す
。
祝
い
唄

と
も
呼
ば
れ
る
。） 

〇
嬉
し
ゅ
う
目
出
度
の 

若
松
様
よ 

さ
ぁ 
枝
も
栄
え
る 

の
ほ
ほ
え 

葉
も
茂
る 
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お
お
目
出
度
や
あ
え
ー
な 

〇
目
出
度
目
出
度
で 

参
ら
ば
渡
る 

さ
ぁ 

伊
勢
の
大
淀
（
お
よ
だ
）
10

の 

の
ほ
ほ
え 

宇
治
橋
や 

お
お
目
出
度
や
あ
え
ー
な 

〇
惚
れ
て
た
も
れ
や 

歯
を
染
め
て 

尼
惚
れ
て 

歯
染
め
や
あ
ー
せ 

治
ま
る 

お
御
代
や
そ
ね 

〇
治
ま
あ
ー
の 

え
ー
お
御
代
や
エ
ー
ン
ト 

へ
ー
や
あ
さ 

へ
ー
や
さ
ね 

（「
え
ー
お
御
代
や
エ
ー
ン
ト
」
で
艫
を
持
ち
上
げ
、「
へ
ー
や
あ
さ 

え

ー
や
あ
さ
ね
」
で
よ
り
高
く
持
ち
上
げ
る
。） 

〇
い
ー
や
さ
ー
が
其
の
子 

伊
勢
の
浦 

え
ー
鎌
倉
の
街
道
越
え 

あ
ー 

銭
を
貰
う
て 

ご
ざ
れ
や
せ 

治
ま
る 

お
御
代
そ
ね 

（
艫
を
下
ろ
し
て
互
い
に
拍
手
で
演
技
を
終
え
る
。） 

 

《
道
中
伊
勢
音
頭
》
宮
参
り
に
唄
わ
れ
る
唄 

 
 

 
 

 
 

 
 

締
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
参
内
す
る 

〇
サ
ァ
ヨ
ー
ホ
イ
ナ
ー 

明
日
の
大
漁
を 

ヨ
イ
ヨ
イ 

鳥
出
の
宮
に 

ア
ー
ヨ
イ
セ
ー 

ト
ー
オ
コ
セ 

祈
る 

ナ
ー 

あ
の
娘
は 

ヨ
ー
イ
ソ
レ
サ
ー 

浜
小
町 

ア
ー
ホ
ン
マ
カ
ヤ
ー 

ト
ー
コ
ー
セ
ー 

ヨ
ー
イ
ヤ
ー
ナ 

ア
ー
リ
ャ
リ
ャ
リ
ャ
ー 

こ
れ
は
伊
勢
ー 

サ
ー
ヨ
ー 

イ
ー
ト
コ
セ
ー 

〇
サ
ァ
ヨ
ー
ホ
イ
ナ
ー 

お
国
自
慢
は 

ヨ
イ
ヨ
イ 

数
々
あ
れ
ど 

ア
ー
ヨ
ー
イ
セ
ー 

ト
ー
オ
コ
セ 

北
は
北
海
盆
踊
り 

ヨ
イ 

八
戸
小
唄
で
夜
が
明
け
る 

今
も
昔
も
変
わ
り
な
い 

ヨ
イ 

草
木
も
な
び
く
佐
渡
オ
ケ
サ 

ヨ
イ 

ど
じ
ょ
う
す
く
い
は
安
来
節 

ヨ
イ 

博
多
祇
園
の
黒
田
節 

ヨ
イ 

ひ
え
つ
き
に
は
鈴
が
鳴
る 

ヨ
イ 

日
南
か
ぼ
ち
ゃ
の
よ
か
嫁
ご 

ヨ
イ 

バ
ッ
テ
ン 

熊
野
の
お
て
も
や
ん 

ヨ
イ 

 

お
国
自
慢
の
そ
の
中
で 

ヨ
イ 

 

お
伊
勢
な
音
頭
は 

ヨ
ー
イ
コ
ー
レ
サ 

日
本
一 

 

ア
ー
ホ
ン
マ
カ
ヤ
ー 

ト
ー
ヨ
ー
セ
ー 

ヨ
ー
イ
ヤ
ー
ナ
ー 

ア
ー
リ
ャ
リ
ャ
リ
ャ
ー 

こ
れ
は
伊
勢
ー 

サ
ー
ヨ
ー 

イ
ー
ト
コ
セ
ー 

 

〔
中
島
組
〕 

《
流
し
唄
》 

〇
エ
ー
ヘ
ー
ヘ 

ヘ
ー 

ヘ
ー
イ
ヘ
ー
ヘ
ェ 

 

ヘ
ー
エ
ー
イ
ー
ヘ
ー
エ
ェ 

ヘ
ー
エ
ェ 

エ
ー
サ
ー 

 

つ
つ
じ 

椿
は 

山
坂
照
ら
す 

 

い
わ
し
ゃ
（
鰯
は
） 

富
田
の 

浜
照
ら
す
や
ぁ
ー
せ 

 

治
（
お
さ
）
ま
の
お
御
代
や 

ト
ネ
ェ
ー 
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〇
エ
ー
ヘ
ー
ヘ 

ヘ
ー 

ヘ
ー
イ
ヘ
ー
ヘ
ェ 

 
ヘ
ー
エ
ー
イ
ー
ヘ
ー
エ
ェ 

ヘ
ー
エ
ェ 

エ
ー
サ
ー 

 

沖
の
鴎
に
汐
時
問
え
ば 

私
し
ゃ
立
つ
鳥 

波
に
聞
け
や
ぁ
ー
さ 

 

治
ま
の
お
御
代
や 

ト
ネ
ェ
ー 

 

《
役
唄
》 

〇
沖
の
鴎
に 

背
美
は
と
問
え
ば 

さ
ぁ
背
美
は
来
る
来
る 

 

の
ほ
ほ
を
え 

 

後
へ
来
る 

お
目
出
度
や
ー 

（
他
の
組
と
同
様
に
、
こ
の
唄
で
演
技
が
始
ま
る
。） 

（
本
練
り
で
は
「
安
芸
の
宮
島
廻
れ
ば
七
里
え
ー
」
の
歌
詞
で
始
ま
る
。
） 

〇
ヤ
サ
ネ
ェ
ー 

ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ 
ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

 
 

 

・ 

〈
繰
り
返
し
〉 

・ 

（「
上
げ
る
ぞ
」
と
の
掛
け
声
で
役
唄
に
替
わ
る
。） 

〇
沖
の
鴎
に 

背
美
は
と
問
え
ば
（
は
い
） 

さ
ぁ
背
美
は
来
る
来
る 

 

の
ほ
ほ
を
え 

後
に
来
る 

お
目
出
度
や
ー 

（「
さ
ぁ
」
に
合
わ
せ
て
演
技
が
始
ま
る
が
、
中
島
組
で
は
「
問
え
ば
」
の
あ

と
に
「
は
い
」
と
い
っ
た
合
い
の
手
が
入
る
。
） 

〇
ヤ
サ
ネ
ー 

ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

 
 

 

・ 

 
 

 

〈
繰
り
返
し
〉 

 
 

 

・ 

（
鯨
を
追
い
詰
め
て
い
く
。
） 

（
「
切
る
ぞ
」
と
い
っ
た
掛
け
声
で
唄
が
替
わ
り
、
鯨
の
反
撃
が
始
ま
る
。
） 

〇
ホ
イ
ッ 

サ
ー
ヨ
ー
サ
ッ 

 

ア
ー 

ホ
ー
リ
ャ
ー
ホ
ー
リ
ャ 

ス
ッ
テ
ン
テ
ン 

ア
ー 

ホ
ー
リ
ャ
ー
ホ
ー
リ
ャ 

ス
ッ
テ
ン
テ
ン 

（
鯨
船
は
大
き
く
後
退
さ
せ
ら
れ
る
。） 

〇
ソ
ォ
ー
ラ 

浮
い
た
わ
い
な 

（
突
か
れ
た
鯨
が
浮
き
上
が
る
。
） 

 

ヤ
サ
ネ
ェ
ー 

ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

（
再
度
、
鯨
を
追
い
詰
め
に
か
か
る
。） 

 

ヤ
サ
ネ
ェ
ー 

ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

 
 

 
 

・ 

 
 

 
 

 

〈
繰
り
返
し
〉 

 
 

・ 

（「
切
る
ぞ
」
の
合
図
で
太
鼓
の
リ
ズ
ム
も
替
わ
る
。） 

〇
サ
ヨ
サ 

ヨ
サ
ホ
イ 

サ
ヨ
サ 

ヨ
サ
ホ
イ 

（
太
鼓
も
唄
い
も
、
次
第
に
リ
ズ
ム
が
速
く
な
っ
て
く
る
。
） 

サ
ヨ
サ 

ヨ
サ
ホ
イ 

サ
ヨ
サ 

ヨ
サ
ホ
イ 

 
 

 

・ 

〈
繰
り
返
し
〉 

・ 

（
最
後
に
太
鼓
は
連
打
と
な
り
、
一
瞬
、
間
が
あ
っ
て
次
の
瞬
間
大
き
く 
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「
ド
ン
」
と
一
発
叩
く
太
鼓
と
息
を
合
わ
せ
て
銛
が
打
ち
込
ま
れ
る
。） 

〇
宮
の
前
で 

鯨
を
突
い
た 

さ
ぁ 

こ
れ
も
お
宮
の 

の
ほ
ほ
を
え 

 

御
利
生
か
え 

お
目
出
度
や
ー 

〇
嬉
し
ゅ
う
目
出
度
の 

若
松
様
よ 

 

さ
ぁ 

枝
も
栄
ゆ
る 

の
ほ
ほ
を
え 

葉
も
茂
る 

お
目
出
度
や
ー 

 

目
出
度
め
で
た
で 

参
ら
ば
渡
る 

 

さ
ぁ 

伊
勢
の
大
淀
の 

の
ほ
ほ
を
え 

宇
治
橋
や 

 

お
目
出
度
や
ー 

〇
こ
れ
で
つ
ば
も
れ 

エ
イ
エ
イ
エ
イ
エ
イ
エ
イ 

そ
め
た 

 

あ
ぁ 

玉
も
ろ
て 

遊
べ
や
っ
せ 

治
ま
の
お
御
代
や 

ト
ネ
ェ
ー 

〇
お
さ
ま
の 

エ
ー 

お
御
代
や 

エ
ー
ン
ト 

 

エ
ー 

や
っ
さ 

エ
ー 

や
っ
さ
ネ
ー 

（「
エ
ー 

や
っ
さ
」
で
艫
上
げ
を
行
う
。
） 

〇
い
ー
や
さ
あ
ー
が 

其
の
子 

伊
勢
の
浦
エ
ー 

 

あ
ー 

そ
こ
じ
ゃ
に 

（「
あ
ー 

そ
こ
じ
ゃ
に
」
で
も
う
一
段
高
く
艫
を
持
ち
上
げ
る
。） 

〇
鎌
倉
の 

か
ィ
へ
の
い
ど
う
（
街
道
）
エ
ー 

あ
ぁ 

銭
を
貰
う
て 

ご
ざ
あ
れ
や
ー
せ 

治
ま
の
お
御
代
や 

ト
ネ
ェ
ー 

（
艫
を
下
ろ
し
、
演
技
が
終
わ
る
。） 

 

 

《
道
中
伊
勢
音
頭
》
締
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
参
内
す
る 

〇
ハ
ニ
ヨ
ォ
ー 

ホ
イ
ナ
ァ
ー 

目
出
度
目
出
度
の 

若
松
様
よ 

 

ア
ア
よ
ー 

伊
勢
ト
ッ
コ
セ
ー 

 

枝
も
ナ
ー 

枝
も
栄
え
て 

ヨ
ー
イ
ソ
ー
レ
サ
ー
ァ 

葉
も
し
げ
る 

 

ア
ー 

ほ
ん
ま
か
や
ー 

ト
ッ
コ
セ
ー 

 

え
ー
よ 

い
や
な
ー 

あ
り
ゃ
り
ゃ
ー
ぁ 

こ
れ
は
伊
勢 

 

サ
ァ
ー
よ
ぉ
ー
お
い
い
と
せ
ぇ
ー 

〇
サ
ー
ヨ
ォ
ー 

ホ
イ
ナ
ァ
ー 

明
日
は
お
立
ち
か 

ヨ
イ
ヨ
ー
イ 

お
名
残
り
惜
し
ゅ
う
や 

ア
ァ
ヨ
ー
伊
勢
ト
ッ
コ
セ
ー 

ア
ァ 

六
軒
茶
屋
ま
で
え
送
り
ま
し
よ 

ヨ
イ 

六
軒
茶
屋
の
曲
が
り
戸
で 

ヨ
イ 

紅
葉
の
よ
う
な
手
を
つ
い
て 

ヨ
イ 

糸
よ
り
細
い
声
を
出
し 

ヨ
イ 

皆
さ
ん
さ
よ
う
な
ら
お
静
か
に 

ヨ
イ 

ま
た
来
春(

ら
い
は
る
）
も
来
て
お
く
れ 

ヨ
イ 

来
春
来
る
や
ら
来
な
い
や
ら 

ヨ
イ 

姉(

ね
え)

さ
ん
居(

い)

る
や
ら
居
な
い
や
ら 

ヨ
イ 

こ
れ
が
別
れ
の
盃
と 

ヨ
イ 

 

思
え
ば
涙
が
先
に
立
つ 

ヨ
イ 

雨
の
ナ
ァ
ー 

十
日
も 

ヨ
ー
イ 

※
御
連
中
さ
ん
よ 

 

降
れ
ば 

ヨ
ー
イ 

※
ア
ー 

ほ
ん
ま
か
や 

ト
ッ
コ
セ
ー 

※
え
ー
よ
ー 

い
や
な
ー 

あ
り
ゃ
り
ゃ
ー
ぁ 

こ
れ
は
伊
勢 

サ
ァ
ー 

よ
ぉ
ー
お
い
い
と
せ
ぇ
ー 
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「
鯨
船
の
歌
揚
並
に
囃
子
・
盆
お
ど
り
の
歌
」
と
題
し
た
横
長
の
ミ
ニ

冊
子
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
島
組
の
台
船
の
実
測
を
行
っ
て
い
る
時
に
、

年
配
の
方
か
ら
参
考
に
と
い
う
こ
と
で
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
発
行
年
は

不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
本
文
中
の
最
新
の
年
月
が
「
昭
和
四
十
七
年
七
月
」

で
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
降
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

内
容
は
、
「
鯨
船
の
歌
揚
並
に
囃
子
」
と
し
て
「
役
唄
」
、
「
流
し
唄
」
、

「
伊
勢
音
頭
」
、
そ
し
て
伊
勢
音
頭
の
「
明
日
は
お
立
ち
か
…
」
か
ら
の
部

分
を
「
別
れ
の
唄
」
と
特
記
し
て
い
る
。
そ
の
他
、「
盆
お
ど
り
の
歌
」「
富

田
音
頭
」、
そ
し
て
「
富
田
沿
革
」
と
し
て
富
田
の
謂
れ
を
短
く
記
し
、
道

中
伊
勢
音
頭
の
歌
詞
「
鯨
船
の
出
現
」
と
し
て
中
島
組
の
櫓
の
金
具
の
裏

に
文
久
四
年
の
記
載
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
の
修
理
に
年
月

日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
再
び
道
中
伊
勢
音
頭
の
歌
詞
と
思
わ
れ

る
も
の
を
記
し
て
終
わ
っ
て
い
る
。 

「
流
し
唄
」
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
詳
し
く
採
録
さ
れ
て
い
る
の
で
『
マ

ニ
ュ
ア
ル
』
に
記
載
の
な
い
も
の
を
挙
げ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。 

〇
こ
れ
で
松
阪
こ
え
た
え
ー 

 

出
て
み
り
ゃ
橋
じ
ゃ
あ
ー
せ 

〇
沖
を
み
や
ん
せ
あ
ぐ
り
が
た
め
た 

 
 
 
 
 

泗
水
が
よ
い
が
ま
た
で
き
た
や
あ
ー
せ 

〇
い
わ
し
小
い
わ
し
え
ら
い
事
じ
ゃ 

 
 
 
  
 

め
で
た
の
秋
じ
ゃ
や
あ
ー
せ 

〇
伊
勢
の
す
だ
れ
で
目
を
つ
い
た 

 
 

 

お
多
度
の
荒
神
じ
ゃ
や
あ
ー
せ 

〇
た
い
こ
た
ゝ
き
は
ど
な
た
っ
で
ご
ざ
る 

 
 

 

富
田
の
清
助
（
せ
す
け
）
じ
ゃ
や
ー
せ 

〇
今
年
や
世
が
世
で
穂
に
穂
が
咲
い
た 

 
 

 

桝
は
そ
こ
の
け
み
で
は
か
れ
や
ー
せ 

〇
吉
田
と
お
れ
ば
二
階
で
招
く 

 
 

 

し
か
も
か
の
こ
の
振
袖
じ
ゃ
や
あ
ー
せ 

〇
お
杉
お
玉
に
銭
百
な
げ
た 

 
 

 

そ
つ
ち
も
こ
つ
ち
も
が
つ
て
ん
じ
ゃ 

〇
四
国
西
国
巡
礼
ま
わ
る 

 
 

 

木
札
が
胸
や
や
あ
ー
せ 

〇
坂
は
て
る
て
る
鈴
鹿
は
く
も
る 

 
 

 

合
の
土
山
雨
が
降
る 

〇
関
の
御
前
は
亀
山
通
い 

 
 

 

月
に
な
足
袋
と
せ
き
だ
は
二
十
五
足 

〇
太
鼓
つ
づ
み
の
音
が
す
る
え
ー 

 
 

 

若
衆
の
寄
り
合
い
じ
ゃ
や
あ
ー
せ 

〇
あ
み
を
か
け
よ
ま
い
か
え
ー 

 
 

 

か
ご
め
の
沖
じ
ゃ
や
あ
ー
せ 

続
い
て
「
伊
勢
音
頭
」
と
し
て
以
下
の
歌
詞
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

〇
め
で
た
め
で
た
の
若
松
さ
ま
よ 

 
 

 

枝
も
栄
え
て 

葉
も
茂
る 

〇
お
伊
勢
参
り
に
扇
を
ひ
ろ
て 

 
 

 
扇
め
で
た
や
末
末
繁
昌 
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〇
わ
し
が
国
さ
は
お
伊
勢
に
遠
い 

 
 

 

お
伊
勢
恋
し
や 

参
い
り
た
や 

〇
帯
に
短
か
し
た
す
き
に
長
し 

 
 

 

お
伊
勢
ま
い
り
の 

笠
の
ひ
も 

〇
伊
勢
は
津
で
持
つ
津
は
伊
勢
で
持
つ 

 
 

 

尾
張
名
古
屋
は 

城
で
持
つ 

 

次
に
、
前
述
の
と
お
り
「
明
日
は
お
立
ち
か
」
か
ら
の
歌
を
「
別
れ
の

歌
」
と
特
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
先
に
※
を
付
し
た
箇
所
に
次
の
よ

う
な
記
載
が
あ
る
の
で
指
摘
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。 

〇
御
連
中
さ
ん
よ
ー 

 
 

 

降
れ
エ
ば
ー
ア
ア
よ
ー
オ
オ
い 

 
 

 

弥 ヤ
ー

長
ト
コ
セ

世
ー
エ
エ

恰
エ
ー
ヨ

弥
ー
イ 

ヤ

成 ナ
ー 

 
 

 

安 ア
ラ

楽 ラ

楽 ー

是 コ
レ

者

 

ハ
イ

伊
セ
ー
エ

勢 エ 

 
 

 

コ
ノ

善
ヨ
ー
オ

所
オ
イ
ー

伊
イ
ト
ー

勢 セ
ー 

「
鯨
船
の
出
現
」
の
前
後
に
記
さ
れ
た
道
中
伊
勢
音
頭
の
歌
詞
と
み
ら

れ
る
部
分
を
転
載
す
る
。 

〇
伊
勢
の
富
田
の
一
本
松
は 

 
 

 

今
は
枯
れ
て
も
ヨ
ー
イ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

名
を
の
こ
す
ー 

 

〇
一
度
お
い
で
よ
富
田
の
里
へ 

 
 

 
 

春
の
十
四
の 

桜
見
に
ー 

 

〇
ハ
ニ
ヨ
ー 

ホ
イ
ナ
ー 

 
 

富
田
よ
い
と
こ 

 
 

前
に
は
ー 

海
よ
ー 

 
 

ハ
ゝ 

後
は
ー 

鈴
鹿
の
や
ま
で
ー 

 
 

春
は
ー 

な
た
ね
の
花
が
さ
く
ー 

 
 

 

秋
は
ー 

こ
が
ね
の
ほ
が
た
れ
る
ー 

 
 

 

ち
ょ
い
と
浜
辺
を
み
る
な
れ
ば
ー 

 
 

 

蒸
気
船
や
ら
ー 

帆
巻
船
― 

 
 

 

水
に
う
か
べ
し
か
も
め
鳥
― 

 
 

 

足
を
ば
ー 

ろ
に
し
て
ー 

か
い
に
し
て
ー 

 
 

羽
を
ば
帆
に
し
て
ー 

船
遊
ぶ 

 
 

空
飛
ぶ
鳥
さ
え
あ
の
よ
う
に
ー 

 
 

夫
婦
仲
よ
く
暮
ら
す
の
に
ー 

 
 

な
ぜ
に
な
ー 

私
等
が
よ
う
ー 

そ
れ
さ
ー 

ま
ま
な
ら
ー 

ぬ
ー 

 

〇
ハ
ニ
ョ
ー 

ホ
イ
ナ
ー 

 
 

 

わ
し
と
お
前
さ
ん
は 

将
ぎ
の
駒
よ
ー 

 
 

 

あ
ゝ 

飛
車
び
車
ふ
く
め
て 

香
す
ま
で 

 
 

 

と
ん
だ
桂
馬
の
う
わ
い
さ
つ
ゥ
ー 

 
 

 

私
し
も
女
房
の
角
じ
ゃ
も
の 

 
 

 

金
銀
使
っ
て
下
さ
る
な
あ
ー 

 
 

 

ば
ん
の
な
ー
上
で
は 

ヨ
ウ
イ
ー
サ 

 
 

 

ほ
ん
と
に
な
ー 

王
手
さ
す 

ソ
ー
ラ 
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〇
ハ
ニ
ョ 

ホ
イ
ナ
ー 

 
 

 

あ
ん
ま
り
寒
い
の
で 

火
鉢
に
も
た
れ
ー 

 
 

 
あ
ゝ 

一
寸
一
パ
イ 

か
ん
も
よ
か
ー 

 
 

 
か
ん
が
暑
け
ら
梅
王
丸 

 
 

 

呑
め
ば
お
顔
が
桜
丸 

 
 

 

今
夜
の
座
敷
は
か
り
や
ひ
め 

 
 

 

明
日
の
な
ー 
あ
ゝ
ゝ
ゝ 

 
 

 

返
事
を 

ヨ
ー
イ
ソ
ウ
レ
サ 

 
 

 
 

松
王
丸
― 

  

最
後
に
、
冊
子
の
巻
末
近
く
に
「
鯨
船
の
出
現
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。

船
の
修
理
履
歴
な
ど
が
書
か
れ
て
お
り
参
考
と
な
る
た
め
、
唄
の
歌
詞
と
は

関
係
な
い
が
、
こ
こ
に
全
文
を
引
用
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。 

 

鯨
船
の
出
現 

 

祭
り
に
鯨
船
が
登
場
す
る
と
「
富
田
の
鯨
船
ま
つ
り
」
と
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
船
が
祭
の
主
役
と
な
っ
て
き
た
。 

 

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
七
月
、
中
島
組
の
神
徳
丸
を
修
理
の
た
め

解
体
し
た
と
こ
ろ
、
艫
の
金
具
の
裏
か
ら
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
の
年
月

日
が
発
見
さ
れ
た
。 

 

鯨
船
が
現
在
の
形
に
完
成
さ
れ
た
の
は
明
治
以
降
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
に
よ
る
と
明
治
以
前
と
言
う
こ
と
に
な
る
。 

 

① 
 

文
久
四
年
（
一
八
六
四
） 

神
徳
丸
作
ら
る 

 
 

 
 

（
今
よ
り
百
十
余
年
前
） 

② 
 

明
治
三
十
四
年
八
月
（
一
九
〇
一
） 

改
修 

 
 

 
 

杉
山
友
一
箱
師
…
名
古
屋
市
古
郷
町 

③ 
 

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
） 

 

船
台
製
作 

 
 

 

山
下
大
工
…
本
町 

④ 
 

年
号
不
明 

 
 

桑
名
ぬ
し
与
に
て
ぬ
り
か
え 

⑤ 
 

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
） 

 
 
 

改
修 

 

 

〔
南
島
組
〕 

《
流
し
唄
》 

〇
エ
ッ
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー 

ヘ
ェ
ー
イ
ヘ
ー
ヘ
ー 

ヘ
ェ
ー
イ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ 

エ
ッ
サ
ー 

サ
ァ
ヨ
ー 

ヨ
シ
タ
ー 

ヨ
シ
タ
ー 

太
鼓
叩
き
は 

ど
な
た
で
ご
ざ
る 

あ
ー
富
田
の 

清
助
じ
ゃ
や
あ
ー
せ 

○
エ
ッ
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー 

ヘ
ェ
ー
イ
ヘ
ー
ヘ
ー 

ヘ
ェ
ー
イ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ 

エ
ッ
サ
ー 

サ
ァ
ヨ
ー 

ヨ
シ
タ
ー 

ヨ
シ
タ
ー 

 

盆
に
お
い
で
よ 

富
田
の
浜
へ 

鯨
船
を 

見
に
ご
ざ
れ
ー
や
ー
せ 

○
エ
ッ
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー 

ヘ
ェ
ー
イ
ヘ
ー
ヘ
ー 

ヘ
ェ
ー
イ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ 

エ
ッ
サ
ー 

サ
ァ
ヨ
ー 

ヨ
シ
タ
ー 

ヨ
シ
タ
ー 
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こ
れ
で
松
坂 

あ
ぁ
こ
お
ー
し
た
え
ー 

 

あ
ぁ
で
て
み
り
ゃ 

橋
じ
ゃ
や
あ
ー
せ 

〇
エ
ッ
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー 

ヘ
ェ
ー
イ
ヘ
ー
ヘ
ー 

ヘ
ェ
ー
イ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ 

エ
ッ
サ
ー 

サ
ァ
ヨ
ー 

ヨ
シ
タ
ー 

ヨ
シ
タ
ー 

親
の
意
見
と 

あ
ぁ
な
す
び
の
花
は 

あ
ぁ
千
に
一
つ
の 

無
駄
な
や
あ
ー
せ 

 

《
役
唄
》 

〇
沖
の
鴎
に
背
美
は
と
問
え
ば 

さ
ぁ 

背
美
は
来
る
来
る 

の
ほ
ほ
え 

後
へ
く
る 

お
め
で
え
た
ー
い 

（
来
る
来
る
に
合
わ
せ
て
演
技
が
始
ま
る
。
本
練
り
の
時
に
唄
わ
れ
る
「
安

芸
の
宮
廻
れ
ば
七
里
え
ー
」
の
歌
詞
は
、
鳥
居
を
突
く
時
に
一
回
限
り
唄

わ
れ
る
特
別
も
の
で
あ
る
。
） 

〇
ヤ
サ
ネ
ー 

ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

 
 

 

・ 

 
 

 
 

〈
繰
り
返
し
〉 

・ 
 

 

（
鯨
を
追
い
詰
め
て
い
く
。
） 

（「
切
る
ぞ
」
な
ど
の
掛
け
声
で
場
面
が
転
換
す
る
。） 

〇
ト
ー
モ
リ
セ
ー 

ホ
ー
リ
ャ 

ホ
ー
リ
ャ 

ス
ッ
テ
ン
テ
ン 

ホ
ー
リ
ャ 

ホ
ー
リ
ャ 

ス
ッ
テ
ン
テ
ン 

（
鯨
の
反
撃
が
始
ま
り
、
鯨
船
は
大
き
く
後
退
さ
せ
ら
れ
る
。） 

（
鯨
船
が
体
勢
を
整
え
て
、
や
が
て
反
撃
に
転
じ
る
。
） 

〇
ソ
ォ
ー
ラ 

浮
い
た
ぞ
え 

〇
ヤ
サ
ネ
ー 

ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

・ 
 

 
 

 
 

 

〈
繰
り
返
し
〉 

 
 

 
 

・ 

（
疲
れ
た
鯨
が
、
海
面
に
頭
を
出
し
、
鯨
船
が
再
度
追
い
詰
め
る
。
） 

（
次
第
に
太
鼓
の
リ
ズ
ム
も
、
掛
け
声
も
速
く
な
る
。
） 

〇
サ
ヨ
サ 

サ
ヨ
ホ
イ 

サ
ヨ
サ 

サ
ヨ
ホ
イ 

 

サ
ヨ
サ 

サ
ヨ
サ 

（
太
鼓
の
リ
ズ
ム
は
ド
ラ
ム
ロ
ー
ル
の
よ
う
に
連
打
と
な
り
、
最
後
に
は 

一
呼
吸
空
け
て
、
羽
刺
し
が
銛
を
打
ち
込
む
の
に
呼
吸
を
合
わ
せ
て 

大
き
く
「
ド
ン
」
と
一
発
叩
く
。
） 

〇
宮
の 

前
で 

鯨
を
突
い
た
ー 

さ
あ 

こ
れ
も
お
宮
の 

の
ほ
ほ
え 

ご
利
生
か
え 

お
目
出
え
た
ー
い 

〇
嬉
し
目
出
度
の 

若
松
様
よ 

さ
あ 

枝
も
栄
え
る 

の
ほ
ほ
え 

葉
も
茂
る 

お
目
出
え
た
ー
い 

〇
目
出
度 

目
出
度
で 

参
ら
ば
渡
る 

さ
ぁ 

伊
勢
の
大
淀
の 

の
ほ
ほ
え 

宇
治
橋
や 

お
目
出
え
た
ー
い 
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（「
お
目
出
え
た
ー
い
」
で
船
体
を
後
ろ
に
下
げ
、
艫
上
げ
の
準
備
を
す
る
。） 

〇
惚
れ
て
た
も
れ
や 

歯
を
染
め
た 

尼
ぼ
れ 

歯
染
め
や
あ
ー
せ 

ヤ
レ
コ
ラ 

治
ま
の 
お
御
代
え
ー 

ア
ア
エ
ー
ン
ト 

エ
ー
シ
ャ
ン
ト 

エ
ー
ヤ
ッ
サ
ー 
エ
ー
ヤ
ッ
サ
ー
ネ
ー 

（「
ア
ア
ー
エ
ー
ン
ト
」
か
ら
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
船
体
を
左
右
に
振
る
。） 

〇
い
ー
や
っ
さ
ー 

が
其
の
子
を 

伊
勢
の
浦
え
ー 

あ
ー
そ
こ
じ
ゃ
に 

（「
あ
ー
そ
こ
じ
ゃ
に
」
で
一
気
に
艫
を
持
ち
上
げ
る
。
） 

〇
鎌
倉
の 

の
を
ー 

い
へ
ぃ 

か
い
ど
う
ぇ 

さ
あ
銭
を
も
ろ
お
ー
て 

ご
ざ
あ
れ
や
ぁ
ー
せ 

（
こ
こ
で
艫
を
下
ろ
し
、
演
技
が
終
了
す
る
。
） 

 

《
道
中
伊
勢
音
頭
》
締
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
参
内
す
る 

〇
サ
ァ
ヨ
ー
ホ
イ
ナ
ー 

 

目
出
度
目
出
度
の 

ヨ
イ
ヨ
イ 

若
松
様
よ 

ア
ー
ヨ
ォ
イ
セ
ー
ト
ー
オ
コ
セ 

枝
も
ナ
ー 

栄
え
る 

ヨ
ー
イ
ソ
レ
サ
ー 

葉
も
繁
る 

ア
ー
ホ
ン
マ
カ
ヤ
ー 

ト
ー
コ
ー
セ
ー
エ 

ヨ
ー
イ
ヤ
ナ 

ア
ー
リ
ャ
リ
ャ
リ
ャ 

こ
れ
は
伊
勢 

サ
ー
ヨ
ー 

イ
イ
ト
コ 

セ
ー 

〇
サ
ァ
ヨ
ー
ホ
イ
ナ
ー 

伊
勢
は
津
で
も
つ 

ヨ
イ
ヨ
イ 

津
は
伊
勢
で
も
つ 

ア
ー
ヨ
ォ
イ
セ
ー
ト
ー
オ
コ
セ 

尾
張
ナ
ー 

名
古
屋
は 

ヨ
ー
イ
ソ
レ
サ
ー 

城
で
も
つ 

ア
ー
ホ
ン
マ
カ
ヤ
ー 

ト
ー
コ
ー
セ
ー
エ 

ヨ
ー
イ
ヤ
ナ 

ア
ー
リ
ャ
リ
ャ
リ
ャ 

こ
れ
は
伊
勢 

サ
ー
ヨ
ー 

イ
イ
ト
コ 

セ
ー 

 

〔
古
川
町
〕 

《
流
し
唄
》 

〇
エ
ー
ヘ
イ
ー
ヘ
ー
エ
ー
エ
ー
エ
ー
イ
ー
ヘ
ー
エ 

 

エ
ー
エ
ー
イ
ー
ヘ
ー
エ
ー
エ
ー 

 

エ
ッ
サ
ー 

サ
ァ
ヨ
ー 

ヨ
シ
タ
ー
ヨ
シ
タ
ー 

 

太
鼓
叩
き
は 

ど
な
た
で
ご
ざ
る 

 

あ
ー
富
田
の 

清
助
じ
ゃ
や
あ
ー
せ 

〇
エ
ー
ヘ
イ
ー
ヘ
ー
エ
ー
エ
ー
エ
ー
イ
ー
ヘ
ー
エ 

 

エ
ー
エ
ー
イ
ー
ヘ
ー
エ
ー
エ
ー 

 

エ
ッ
サ
ー 

サ
ァ
ヨ
ー 

ヨ
シ
タ
ー
ヨ
シ
タ
ー 

沖
を
見
や
ん
せ 

あ
ぐ
り
が
た
め
た 

泗
水
（
し
す
い
）
が
よ
い
が 

ま
た
で
き
た
や
ー
せ 

 
 《

役
唄
》 

〇
安
芸
の
宮
島
廻
れ
ば
七
里
え
ー 

 

 
さ
あ
ー
浦
そ
七
浦
の
ほ
ほ
を
七
え
び
す 

お
目
出
度
あ
や
ー 

（
本
練
り
の
時
に
限
り
こ
の
歌
詞
が
唄
わ
れ
、「
上
が
っ
た
」
状
態
に
な
り
、

町
練
り
の
際
は
次
の
「
沖
の
鴎
」
の
歌
詞
で
「
上
が
っ
た
」
状
態
と
な
る
。） 

59 
 

〇
沖
の
鴎
が
後
ろ
へ
浮
い
た 

さ
ぁ 

背
美
は
く
る
く
る 

の
ほ
ほ
え 

後
へ
く
る 

 

お
目
出
た
ー
い 

（「
背
美
は
く
る
く
る
」
で
演
技
が
始
ま
る
。
上
げ
唄
と
も
言
う
。 

 

本
練
り
の
時
は
「
安
芸
の
宮
島
廻
れ
ば
七
里
え
ー
」
の
歌
詞
で
始
ま
る
。） 

〇
ヤ
サ
ネ
ー 

ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

・ 
 

 
 

 
 

 

〈
繰
り
返
し
〉 

 
 

 
 

・ 

（
鯨
を
追
い
詰
め
て
い
く
。
） 

（「
切
る
ぞ
」
な
ど
の
掛
け
声
で
場
面
が
転
換
す
る
。） 

〇
サ
ー
ヨ
ー
サ
ー 

 

ホ
ー
リ
ャ
ー 

ホ
ー
リ
ャ
ー 

ス
ッ
テ
ン
テ
ン 

 

ホ
ー
リ
ャ
ー 

ホ
ー
リ
ャ
ー 

ス
ッ
テ
ン
テ
ン 

（
鯨
の
反
撃
が
始
ま
り
、
鯨
船
は
大
き
く
後
退
さ
せ
ら
れ
る
。） 

〇
浮
い
た
わ
え 

ヤ
サ
ネ
ー 

ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

（
鯨
が
浮
き
上
が
り
、
鯨
船
が
再
度
鯨
を
追
い
か
け
始
め
る
。） 

〇
サ
ヨ
サ 

サ
ヨ
エ
ー 

サ
ヨ
サ 

サ
ヨ
エ
ー 

サ
ヨ
サ 

サ
ヨ
サ 

（
太
鼓
の
リ
ズ
ム
が
速
く
な
り
、
最
後
の
一
発
「
ド
ン
」
に
合
わ
せ
て
銛
を

打
ち
込
む
。） 

〇
お
宮
の
前
で
鯨
を
突
い
た
え
ー 

 

さ
あ 

こ
れ
も
お
宮
の 

の
ほ
ほ
え 

御
利
生
か
え 

 

お
目
出
度
―
え 

〇
嬉
し
目
出
度
の
若
松
様
よ 

さ
あ 

枝
も
栄
え
る 

の
ほ
ほ
え 

 

葉
も
茂
る 

お
目
出
度
―
え 

〇
目
出
度
目
出
度
で
参
る
え
ー 

 

さ
あ 

伊
勢
の
大
淀
の 

の
ほ
ほ
え 

宇
治
橋
や 

 

お
目
出
度
―
え 

〇
こ
れ
で
妻
ア
ー
妻 

歯
を
染
め
た 

尼
惚
れ 

歯
染
め
や
あ
ー
せ 

 

ア
ー
ソ
コ
ジ
ャ 

治
ま
の 

お
御
代
え 

 

ア
ア
ー
エ
ー
ン
ト 

エ
ー
シ
ャ
ー
ン
ト
セ 

 

エ
ー
ヤ
ッ
サ
ー 

エ
ー
ヤ
ッ
サ
ー
ネ
ー 

（
「
ア
ア
エ
ー
ン
ト
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
艫
を
上
げ
、
「
エ
ン
ヤ 

エ
ン
ヤ
」

の
掛
け
声
を
掛
け
る
。） 

〇
い
ー
や
っ
さ
あ
ー 

が
其
の
子
を 

伊
勢
の
浦
え
ー 

あ
ー
そ
こ
じ
ゃ
に 

（「
あ
ー
そ
こ
じ
ゃ
に
」
で
艫
を
上
げ
た
ま
ま
、
時
計
周
り
に
百
八
十
度
山
車

を
回
転
さ
せ
る
。） 

〇
鎌
倉
の
街
道
え
ー 

 

さ
あ
ー
銭
を
も
っ
て 

ご
ざ
あ
れ
や
あ
ー
せ 

（
こ
の
歌
詞
の
終
わ
り
に
合
わ
せ
て
回
転
さ
せ
て
艫
を
下
ろ
し
、
演
技
は
終

了
す
る
。） 
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《
道
中
伊
勢
音
頭
》
長
胴
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
参
内
す
る 

〇
サ
ァ
ヨ
ー
ホ
イ
ナ
ー 

古
い
時
代
の 

ヨ
イ
ヨ
イ 

 

あ
の
鯨
船 

サ
ー
ヨ
イ
セ
ト
ー
コ
セ
ー 

 

遠
路
ナ
ー 

ゆ
か
り
の 

ヨ
ー
ソ
レ
サ 

宝
物 

 

ホ
ン
マ
カ
ヤ
ー 

ト
ー
コ
ー
セ
ー 

ヨ
ー
イ
ヤ
ナ 

 

ア
ー
リ
ャ
リ
ャ
リ
ャ 

コ
レ
ハ
イ
セ 

サ
ー
ヨ
ォ
イ
ー
イ
ト
セ
ー 

〇
サ
ァ
ヨ
ー
ホ
イ
ナ
ー 
昔
々
の 

ヨ
イ
ヨ
イ 

 

そ
の
ま
た
昔 

ハ
ァ
ヨ
ー
イ
ト
セ
ー
ト
ー
コ
セ 

 

三
重
の
富
田
の 

浜
に
出
て 
ヨ
イ 

 

以
下
、
古
川
町
の
み
に
伝
え
ら
れ
る
お
伊
勢
詣
で
の
親
子
の
鯨
を
突
い
た

話
が
唄
わ
れ
て
い
る
が
、『
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
採
録
時
は
そ
の
内
容
が
親
子
で
は

な
く
一
頭
の
鯨
の
唄
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
歌
詞
の
省
略
が
あ
る
た
め
、
後

述
す
る
よ
う
に
『
報
告
書
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
歌
詞
を
補
う
こ
と
と
す
る
。

ま
た
＊
を
付
け
た
箇
所
に
後
述
の
歌
詞
が
入
る
。 

＊
１
遥
か
に
沖
を 

見
る
な
ら
ば 

ヨ
イ 

 

突
然
あ
が
る
は 

水
柱 

ヨ
イ 

 

こ
れ
ぞ
潮
吹
く 

鯨
か
な 

ヨ
イ 

 

漁
師
は
勇
ん
で 

船
を
出
し 

ヨ
イ 

 

ハ
ダ
シ
は
舳
先
で 

銛
を
上
げ 

ヨ
イ 

 

力
一
杯
櫓
を
漕
い
で 

ヨ
イ 

 

船
は
鯨
を 

追
っ
て
行
く 

ヨ
イ 

＊
２
そ
の
時
鯨
の 

言
う
こ
と
に
ゃ 

ヨ
イ 

 

わ
し
ら
は 

遥
か
紀
州
か
ら 

ヨ
イ 

 

お
伊
勢
参
り
に 

や
っ
て
来
た 

ヨ
イ 

 

せ
め
て
お
参
り 

済
む
ま
で
は 

ヨ
イ 

 

ど
う
か
見
逃
し 

下
さ
れ
や 

ヨ
イ 

＊
３
そ
れ
で
も
漁
師
は 

そ
の
鯨
（
「
そ
の
鯨
」
『
報
告
書
』
に
は
「
子
鯨

を
」
と
す
る
） 

ヨ
イ 

 

射
止
め
て
し
ま
っ
て 

そ
れ
か
ら
は 

ヨ
イ 

 

富
田
の
浜
は 

寂
れ
た
り 

ヨ
イ 

 
 

来
る
日
も
来
る
日
も 

漁
は
無
し 

ヨ
イ 

 

二
度
と
鯨
を 

取
り
ま
せ
ん 

ヨ
イ 

 

年
に
一
度
の 

お
祭
り
に 

ヨ
イ 

 

鯨
取
り
を
ば 

忍
び
ま
す 

ヨ
イ 

 

こ
れ
が
ナ
ー
富
田
の
祭
り
の 

ヨ
ー
イ
ソ
ー
レ
サ
エ 

 

は
じ
ま
り
よ 

 

ホ
ン
マ
カ
ヤ
ー 

ト
ー
コ
ー
セ
ー 

ヨ
ー
イ
ヤ
ナ 

 

ア
ー
リ
ャ
リ
ャ
リ
ャ 

コ
レ
ハ
イ
セ 

サ
ー
ヨ
ォ
イ
ー
イ
ト
セ
ー 

〇
サ
ァ
ヨ
ー
ホ
イ
ナ
ー 

神
々
と
お
寺 

ヨ
イ
ヨ
イ 

 

お
参
り
す
る
な
ら 

ハ
ァ
ヨ
ー
イ
ト
セ
ー
ト
ー
コ
セ 

 

一
に
伊
勢
の
大
神
宮 

ヨ
イ 

 

二
は
日
光
東
照
宮 

ヨ
イ 

 
三
で
讃
岐
の
金
毘
羅
山 

ヨ
イ 

 

四
で
信
濃
の
善
光
寺 

ヨ
イ 

 

五
つ
出
雲
の
大
社 

ヨ
イ 
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六
つ
武
蔵
の
六
角
堂
（
？
） 

ヨ
イ 

 

七
つ
名
古
屋
の
熱
田
さ
ん 

ヨ
イ 

 

八
つ
や
せ(

？)

の
観
音
さ
ん 

ヨ
イ 

 

九
で
熊
野
の
権
現
さ
ん 

ヨ
イ 

 

十
で
富
田
の 

ヨ
ー
イ
ソ
ー
レ
サ
エ 

鳥
出
さ
ん
（
？
） 

 

ホ
ン
マ
カ
ヤ
ー 

ト
ー
コ
ー
セ
ー 

ヨ
ー
イ
ヤ
ナ 

 

ア
ー
リ
ャ
リ
ャ
リ
ャ 

コ
レ
ハ
イ
セ 

サ
ー
ヨ
ォ
イ
ー
イ
ト
セ
ー 

 
 《『

報
告
書
』
に
採
録
さ
れ
て
、
今
回
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
歌
詞
》 

『
報
告
書
』
で
は
古
川
町
の
歌
詞
に
つ
い
て
二
か
所
で
触
れ
ら
れ
て
い
て
、

今
回
の
調
査
で
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
歌
詞
が
か
な
り
あ
る
11

。
ま
た
、
採

録
さ
れ
て
い
て
も
、
か
な
り
省
略
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
歌
詞
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
歌
詞
の
中
に
は
、
他
の
組
で
採
録
さ
れ
た
類
似
の
歌
詞
も
あ
る
が
、

古
川
町
で
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
記
載
す
る
。 

『
報
告
書
』
第
三
章
、
第
一
節
に
採
録
さ
れ
た
歌
詞 

《
流
し
唄
》 

〇
こ
れ
で
松
阪
こ
え
た
え
ー 

出
て
み
り
ゃ
橋
じ
ゃ
あ
ー
せ 

〇
つ
つ
じ
つ
ば
き
は
山
坂
て
ら
す 

い
わ
し
は
富
田
の
浜
て
ら
す
や
あ
ー

せ 

〇
沖
の
鴎
に
し
お
ど
き
き
け
ば 

私
し
ゃ
立
つ
鳥
波
に
き
け
や
あ
ー
せ 

〇
い
わ
し
小
い
わ
し
え
ら
い
事
じ
ゃ 

め
で
た
の
秋
じ
ゃ
や
や
あ
ー
せ 

〇
伊
勢
の
す
だ
れ
で
目
を
つ
い
た 

お
多
度
の
荒
神
じ
ゃ
や
や
あ
ー
せ 

〇
今
年
や
世
が
世
で
穂
に
穂
が
咲
い
た 

桝
は
そ
こ
の
け
み
で
は
か
れ
や

ー
せ 

〇
吉
田
と
お
れ
ば
二
階
で
招
く 

し
か
も
か
の
こ
の
振
袖
じ
ゃ
や
あ
ー
せ 

〇
お
杉
お
玉
に
銭
百
な
げ
た 

そ
つ
ち
も
こ
つ
ち
も
が
つ
て
ん
じ
ゃ 

〇
四
国
西
国
巡
礼
ま
わ
る 

木
札
が
胸
や
や
あ
ー
せ 

〇
坂
は
て
る
て
る
ス
ズ
カ
は
く
も
る 

合
の
土
山
雨
が
ふ
る 

〇
関
の
御
前
は
亀
山
通
い 

月
に
足
袋
と
せ
き
だ
は
二
五
足 

〇
太
鼓
つ
づ
み
の
音
が
す
る
え
ー 

若
衆
の
寄
り
合
い
じ
ゃ
や
あ
ー
せ 

〇
網
を
か
け
よ
ま
い
か
え
ー 

か
ご
め
の
沖
じ
ゃ
や
あ
ー
せ 

〇
さ
さ
の
小
舟
ち
ょ
い
と
の
せ
た 

お
も
い
や
つ
は
沈
む
や
あ
ー
せ 

〇
ぼ
ん
さ
ぼ
ん
さ
と
お
三
と
ね
た
ら 

膝
子
も
う
け
た
や
あ
ー
せ 

〇
ど
こ
の
紺
屋
が
そ
め
た
や
ら 

は
し
ば
し
や
か
の
こ
や
あ
ー
せ 

〇
じ
し
や
く
わ
す
れ
て
夜
に
入
る
時
は 

ち
い
そ
星
み
て
あ
て
じ
ゃ
あ
ー

せ 

〇
東
し
ら
ん
で
夜
が
あ
け
た
え 

ね
も
せ
で
ま
よ
た
え
あ
ー
せ 

〇
さ
さ
ぎ
つ
ま
ん
す
女
郎
は
え 

赤
い
い
ま
き
が
一
寸
見
え
ろ
や
ー
せ 

〇
門
か
ら
く
り
ま
で
皆
見
え
る 

清
水
寺
じ
や
や
ー
せ 

〇
こ
れ
で
つ
ば
ふ
ぼ
染
め
た
え
ー 

玉
棒
で
歯
染
め
た
や
ー
せ 

 

《
役
唄
》 

〇
秋
の
宮
島
廻
れ
ば
七
里
え
ー 

さ
あ
こ
れ
も
お
宮
の
の
ほ
ほ
え
御
利
生

か
え 



63 62
62 

 

『
報
告
書
』
第
三
章
、
第
四
節
に
採
録
さ
れ
た
歌
詞
（
第
一
節
で
採
録
さ

れ
た
歌
詞
及
び
他
の
組
の
歌
詞
と
し
て
採
録
さ
れ
た
も
の
は
省
略
す
る
。

以
下
同
） 

《
流
し
唄
》 

〇
あ
い
の
山
を
通
れ
ば
え
ー 

お
杉
お
玉
や
あ
ー
せ 

〇
吉
野
に
小
さ
く
ら
の
だ
で
武
士
え
ー 

た
か
ら
お
に
も
み
じ
や
あ
ー
せ 

〇
秋
田
夜
中
に
通
れ
ば
え
ー 

さ
か
づ
き
ご
と
や
や
あ
ー
せ 

〇
か
み
を
ゆ
う
て
進
上
か
え
ー 

細
ま
げ
小
ま
げ
や
あ
ー
せ 

〇
伊
勢
の
さ
い
く
が
皆
見
え
る
え
ー 

さ
ど
買
う
て
絽
も
れ
や
や
あ
ー
せ 

〇
ど
こ
の
大
工
が
た
て
た
や
ら
え
ー 

も
り
そ
な
寺
じ
や
や
あ
ー
せ 

〇
た
い
こ
や
ぐ
ら
に
ち
ょ
い
と
の
せ
た
え
ー 

下
か
ら
せ
せ
る
や
あ
ー
せ 

〇
お
杉
お
玉
が
百
姓
の
子
な
ら
え
ー 

金
の
は
し
か
け
宮
川
え
や
あ
ー
せ 

〇
き
た
ら
さ
せ
ま
す
七
月
腹
を
え
ー 

芋
の
中
う
ち
子
に
さ
わ
る
や
あ
せ 

〇
深
い
河
を
渡
る
時
は
え
ー 

ぼ
ぼ
の
毛
に
え
び
が
か
ご
む
や
あ
ー
せ 

〇
き
り
ょ
う
の
よ
い
子
が
二
人
居
る
え
ー 

ね
も
せ
で
ま
よ
た
や
あ
ー
せ 

〇
今
の
若
衆
の
く
せ
は
え
ー 

し
た
い
の
が
く
せ
や
や
あ
ー
せ 

〇
道
ば
た
の
た
け
の
こ
は
え
ー 

ず
ん
べ
ら
ぼ
う
と
ぬ
け
た
や
あ
ー
せ 

〇
東
黒
部
の
塩
た
き
は
え
ー 

目
元
は
塩
じ
や
や
あ
ー
せ 

〇
芋
の
葉
の
つ
ゆ
わ
え
ー 

さ
わ
れ
ば
お
ち
る
や
あ
ー
せ 

〇
と
こ
ろ
天
な
と
だ
し
や
れ
え
ー 

こ
し
よ
う
か
け
溜
り
か
け
じ
や
や
あ

ー
せ 

〇
一
畝
二
畝
の
川
じ
や
な
い
え
ー 

三
畝
、
四
畝
、
七
畝
、
や
あ
ー
せ 

〇
深
い
川
を
渡
る
と
き
は
え
ー 

ボ
ボ
の
家
に
エ
ビ
が
か
ご
む
や
あ
ー
せ 

〇
あ
の
娘
か
わ
い
や
ボ
タ
餅
顔
で
え
ー 

キ
ナ
コ
付
け
た
ら
な
お
よ
か
ろ

う
や
あ
ー
せ 

〇
富
田
港
で
鯨
が
と
れ
た
え
ー 

う
れ
し
目
出
度
の
宮
参
り
や
あ
ー
せ 

〇
宮
の
熱
田
の
な
ら
ず
の
梅
は
え
ー 

花
は
咲
い
て
も
実
は
な
ら
ぬ
や
あ

ー
せ 

〇
伊
勢
の
港
に
瀬
は
二
つ
え
ー 

思
い
切
る
瀬
と
切
ら
ぬ
瀬
と
や
あ
ー
せ 

〇
鯛
の
塩
焼
き
鮑
の
酢
貝
え
ー 

そ
れ
で
呑
み
や
尚
よ
か
ろ
う
や
あ
ー
せ 

〇
伊
勢
は
宇
治
橋
津
は
岩
田
橋
え
ー 

富
田
港
は
思
案
橋
や
あ
ー
せ 

 

《
道
中
伊
勢
音
頭
》 

〇
サ
ア
ヨ
ー
ホ
イ
ナ
ー 

目
出
度
目
出
度
の 

ヨ
イ
ヨ
イ 

 

〇
〇
家
〇
〇
家
に
ハ
ア
ヨ
ー
イ
ト
セ
ー
ト
ー
コ
セ 

 

鶴
が
ナ
ー
御
門
に 

ヨ
ー
イ
ソ
ー
レ
サ 

巣
を
か
け
た 

※
ホ
ン
マ
カ
ヤ
ー
ト
ー
コ
ー
セ
ー 

ヨ
ー
イ
ヤ
ナ
ー 

ア
リ
ャ
リ
ャ
リ
ャ 

 

コ
レ
ハ
イ
セ 

サ
ー
ヨ
ー
イ
ー
ト
セ 

〇
お
伊
勢
音
頭
に 

心
が
浮
い
た 

わ
し
も
踊
ろ
か 

輪
の
中
で 

〇
伊
勢
は
よ
い
と
こ 

菜
の
花
つ
づ
き 

歌
も
な
つ
か
し 

伊
勢
音
頭 

〇
帯
に
短
し 

た
す
き
に
長
し 

お
伊
勢
参
り
の 

傘
の
紐 

〇
お
伊
勢
な
つ
か
し 

ご
先
祖
様
が 

呼
ん
で
い
る
よ
な 

春
の
風 

〇
お
伊
勢
参
り
は 

朝
熊
を
か
け
る 

朝
熊
か
け
ね
ば 

片
参
り 

〇
伊
勢
の
旅
路
の 

う
れ
し
い
も
の
は 

道
の
眺
め
と 

伊
勢
音
頭 

〇
わ
し
の
国
さ
は 

お
伊
勢
に
遠
い 

伊
勢
が
恋
し
や 

参
り
た
や 

〇
馬
は
豆
好
き 

馬
子
酒
が
好
き 

乗
せ
た
お
客
は 

歌
が
好
き 
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〇
親
の
意
見
と 

な
す
び
の
花
は 

千
に
一
つ
の 

無
駄
は
な
い 

〇
雪
の
降
る
夜
は 

来
な
い
で
お
く
れ 

か
く
し
き
れ
な
い 

下
駄
の
あ

と 

〇
よ
せ
ば
よ
い
の
に 

舌
切
り
雀 

ち
ょ
い
と
な
め
た
が 

身
の
つ
ま
り 

〇
伊
勢
へ
伊
勢
へ
と 

か
や
の
穂
も
な
び
く 

伊
勢
は
か
や
葺
き 

こ
け

ら
ぶ
き 

〇
太
鼓
つ
づ
み
の 

音
が
す
る 

あ
れ
は
若
衆
の 

寄
り
合
い
じ
ゃ 

〇
伊
勢
の
富
田
の 

浜
に
出
て 

＊
１
漁
師
は
網
の 

縛
ろ
い
か
（
繕
い
カ
） 

（
中
略
、
以
下
「
中
略
」
と
し
た
箇
所
に
先
掲
の
道
中 

伊
勢
音
頭
の
歌

詞
が
入
る
、
以
下
同
） 

＊
２
鯨
は
必
死
に 

逃
げ
惑
い 

海
中
深
く 

隠
れ
た
り 

 

再
び
鯨
は 

海
面
に 

二
頭
は
子
鯨 

一
頭
は 

大
き
な
鯨
か
な 

親
の
鯨
は 

子
鯨
に 

体
を
ぴ
っ
た
り 

寄
せ
な
が
ら 

 

必
死
に
子
鯨 

か
ば
い
つ
つ 

漁
師
の
漕
ぐ
手
は 

休
み
な
く 

親
子
の
鯨
に 

近
付
い
て 

ハ
ダ
シ
は
銛
を 

高
々
と 

「
一
番
銛
だ
」
と 

構
え
た
り 

 

（
中
略
） 

＊
３
鯨
の
目
に
は
涙
か
な 

 

し
か
し
ハ
ダ
シ
は 

親
鯨 

め
が
け
て
銛
を 

打
ち
立
て
た 

 

み
る
み
る
海
は 

血
で
染
ま
り 

苦
し
み
悶
え
る 

親
鯨 

 

最
後
の
力
を 

振
り
絞
り 

「
子
供
だ
け
は 

お
助
け
願
い
ま
す
」 

（
中
略
） 

※
（
繰
り
返
し
） 

〇
サ
ア
ー
ヨ
ー
ホ
イ
ナ
ー 

伊
勢
の
富
田
は 

ヨ
イ
ヨ
イ 

 

歴
史
の
町
よ 

ハ
ア
ヨ
ー
イ
セ
ー
ト
ー
コ
セ 

 

東
海
道
は 

間
の
宿 

焼
き
蛤
が
名
物
で 

 

姉
さ
ん
被
り
の 

娘
た
ち 

赤
い
湯
巻
を 

ち
ょ
っ
と
出
し
て 

盛
ん
に
呼
び
声 

上
げ
て
い
る 

 

お
伊
勢
参
り
も 

賑
や
か
に 

 

江
戸
の
其
角
が
、
詠
う
に
は
「
蛤
の
焼
か
れ
て
鳴
く
や
ホ
ト
ト
ギ
ス
」 

 

も
う
一
つ
の 

名
物 

盆
の
祭
り
の 

鯨
船 

 

大
き
な
鯨
を 

お
宮
の
前
へ 

追
い
込
ん
で 

 

 

金
銀
飾
っ
た 

ど
え
ら
い
立
派
な 

鯨
船
と
い
う
船
に 

 

多
勢
の
若
い
衆
が 

付
き
添
っ
て 

お
宮
の
中
へ 

と
練
り
込
ん
で 

 

大
き
な
鯨
を 

打
取
れ
ば 

こ
れ
が
富
田
の 

盆
の
祭
の
鯨
取
り 

 

ち
ょ
い
と
浜
辺
を 

見
る
な
ら
ば 

蒸
気
船
や 

帆
前
船 

 

地
引
網
や
ら 

あ
ぐ
り
網 

沖
は
カ
モ
メ
か 

白
雲
か 

 

い
わ
し
小
わ
し
（
小
い
わ
し
カ
） 

大
漁
で 

 

ノ
ボ
リ
を 

は
た
め
き 

櫓
拍
子
高
く 

漕
い
で
く
る 

 

娘
達
や
ら 

お
っ
母
さ
ん 

浜
は
よ
ろ
こ
び 

大
さ
わ
ぎ 

 

そ
の
名
も
高
き 

富
田
浜 

時
の
流
れ
に 

真
砂
消
え 

 

今
は
ナ
ー
昔
の 

ヨ
ー
イ
ソ
ー
レ
サ
エ 

も
の
が
た
り 

※
（
繰
り
返
し
） 

〇
サ
ア
ー
ホ
イ
ナ
ー 

明
日
は
お
立
ち
か 

ヨ
イ
ヨ
イ 

 

お
名
残
り
惜
し
ゆ
や 

ハ
ア
ヨ
ー
イ
セ
ー
ト
ー
コ
セ 
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富
田
の
浜
ま
で 

送
り
ま
し
ょ
う 

富
田
の
浜
の 

船
宿
で 

 
旅
の
垢
を
ば 

湯
で
流
し 

腕
は
し
っ
か
と 

抱
き
茗
荷 

 

足
は
キ
リ
リ
と 

藤
の
花 

 

富
田
の
浜
よ
り 

船
出
し
て 

大
波
小
波
に 

棹
さ
し
て 

 

揺
ら
れ
ナ
ー 

揺
ら
れ
て 

ヨ
ー
イ
ソ
ー
レ
サ
エ 

舵
を
取
る 

※
（
繰
り
返
し
） 

〇
ア
ー
ホ
イ
ナ
ー 
明
日
は
お
立
ち
か 

ヨ
イ
ヨ
イ 

 

お
名
残
り
惜
し
ゆ
や 
ハ
ア
ヨ
ー
イ
セ
ー
ト
ー
コ
セ 

 

六
軒
茶
屋
ま
で 

送
り
ま
し
ょ 

 

（
こ
の
歌
詞
、
中
島
組
に
採
録
の
た
め
、
以
下
省
略
） 

〇
カ
ン
カ
ン
づ
く
し
で
申
し
ま
し
ょ 
み
か
ん 

き
ん
か
ん 

酒
の
か
ん 

 

親
は
せ
っ
か
ん 

子
は
聞
か
ん 

鶏
は
だ
し
で 

足
突
か
ん 

 

相
撲
取
り
は
だ
か
で 

風
邪
引
か
ん 

 

犬
は
ナ
ー 

く
そ
し
て
尻
ふ
か
ん 

※
（
繰
り
返
し
） 

〇
尾
張
名
古
屋
の 

金
の
し
ゃ
ち
ほ
こ
よ 

 

金
の
鯱
様
の 

い
う
こ
と
に
ゃ 

 

花
の
お
江
戸
は 

東
京
の 

博
覧
会
12

に 

さ
ら
さ
れ
て 

 

あ
れ
が
鯱
よ 

あ
れ
が
鯱
よ 

と
指
さ
さ
れ 

 

こ
れ
ほ
ど
く
や
し
い 

こ
と
は
な
い 

い
っ
そ
死
ん
で 

し
ま
い
た
い 

 

一
人
で
死
ぬ
の
は 

よ
い
け
れ
ど 

お
前
さ
ん
と
二
人
で
死
ん
だ
な
ら 

 

あ
れ
は
ナ
ー 

心
中
（
真
鍮
）
だ
と 

他
人
は
い
う 

〇
も
の
の
始
め
を 

一
と
い
う 

車
に
積
ん
だ 

荷
と
い
う 

 

 

障
子
の
た
て
よ
こ 

桟
と
い
う 

子
供
の
小
便 

シ
ー
と
い
う 

 

白
黒
並
べ
て 

碁
と
い
う 

大
名
の
知
行
を 

禄
と
い
う 

 

俺
達
の
や
り
く
り 

質
と
い
う 

団
子
を
こ
ね
る
を 

鉢
と
い
う 

 

こ
ね
た
団
子
を 

食
う
と
い
う 

水
に
焼
金
ナ
ー 

ジ
ュ
ー
と
い
う 

※
（
繰
り
返
し
） 

〇
サ
ア
ヨ
ー
ホ
イ
ナ
ー 

今
日
は
良
き
日
で 

ヨ
イ
ヨ
イ 

 

お
目
出
度
や 

ハ
ア
ヨ
ー
イ
セ
ー
ト
ー
コ
セ 

 

三
々
九
度
の 

式
済
ん
で 

新
郎
新
婦
は
床
の
中 

 

あ
あ
そ
れ
な
の
に 

そ
れ
な
の
に 

 

鶴
さ
ん
と 

亀
さ
ん
の 

夫
婦
喧
嘩
が 

始
ま
っ
て 

 

そ
こ
で
鶴
さ
ん
の 

言
う
こ
と
に
ゃ 

 

こ
れ
こ
れ
亀
さ
ん 

わ
し
の
か
ら
だ
で 

 

首
が
長
い
の
が 

嫌
な
の
か 

足
が
長
い
の
が 

嫌
な
の
か 

 

そ
こ
で
亀
さ
ん
の 

申
す
に
は 

も
し
も
し
鶴
さ
ん 

 

お
前
さ
ん
の 

か
ら
だ
で 

な
ん
に
も
不
足
は 

無
い
け
れ
ど 

 

お
前
さ
ん
の
命
が
千
年
で 

私
の
命
が
万
年
で 

 

お
前
さ
ん
が
死
ん
だ 

そ
の
後
で 

 

九
千
年
の
ナ
ー 

長
後
家
す
る
の
が 

ヨ
ー
イ
ソ
ー
レ
サ
エ 

わ
し
ゃ
辛
い 

※
（
繰
り
返
し
） 

〇
鶴
と
亀
と
の 

仲
良
し
夫
婦
で
す 

あ
る
日
大
喧
嘩
が 

あ
り
ま
し
て 

 

そ
こ
で
鶴
さ
ん
の 

言
う
こ
と
に
ゃ 

 

私
の
首
が
長
い
の
が 

嫌
な
の
か 

足
が
長
い
の
が 

嫌
な
の
か 
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く
ち
ば
し
が
長
い
の
が 

嫌
な
の
か 

 

そ
れ
と
も 

頭
が
赤
い
の
が 

嫌
な
の
か 

そ
こ
で
亀
さ
ん
の 

言
う
こ
と
に
ゃ 

こ
れ
こ
れ
鶴
さ
ん
何
を
言
う 

 

お
前
さ
ん
の 

か
ら
だ
に 

何
の
不
足
は 

無
い
け
れ
ど 

 

お
前
さ
ん
の
寿
命
が
千
年
で 

私
の
寿
命
が
万
年
じ
ゃ 

 

お
前
さ
ん
が
死
ん
だ 

そ
の
後
で 

 

九
千
年
も
の
ナ
ー 

長
後
家
す
る
の
が 

ヨ
ー
イ
ソ
ー
レ
サ
エ 

わ
し
ゃ
辛
い 

※
（
繰
り
返
し
） 

〇
サ
ア
ヨ
ー
ホ
イ
ナ
ー 

 

娘
十
七
、
八
は 

ヨ
イ
ヨ
イ 

 

嫁
入
り
ご
ろ
よ 

ハ
ア
ヨ
ー
イ
セ
ー
ト
ー
コ
セ 

 

箪
笥 

長
持 

挟
み
箱 

 

あ
ま
台 

鏡
台 

化
粧
台 

 

お
ま
ん
こ
洗
い
の
た
ら
い
ま
で 

 

こ
れ
程
持
た
せ
て 

や
る
か
ら
に
ゃ 

 

出
さ
れ
て
戻
る
な 

出
て
来
る
な 

 

そ
こ
で
娘
さ
ん 

言
う
こ
と
に
ゃ 

 

こ
れ
こ
れ
父
さ
ん 

ど
り
ゃ
無
理
よ 

 

も
の
の
例
え
に
あ
る
よ
う
に 

 

西
が
曇
れ
ば 

雨
と
や
ら 

 

東
が
曇
れ
ば 

風
と
や
ら 

 

 

北
が
曇
れ
ば 

雪
と
や
ら 

 

南
が
一
方 

開
い
た
と
て 

 

千
石
積
ん
だ
宝
船 

 

港
出
る
と
き
ゃ 

良
い
日
で
も 

 

波
が
ナ
ー 

荒
け
り
ゃ 

ヨ
ー
イ
ソ
ー
レ
サ
エ 

 

出
て
戻
る 

※
（
繰
り
返
し
） 

 

〇
ナ
カ
ナ
カ
づ
く
し
で 

申
し
ま
し
ょ
う 

 

日
本
は
地
球
の 

真
ん
中
で 

 

富
田
は
日
本
の 

真
ん
中
で 

 

わ
た
し
ゃ
富
田
の 

真
ん
中
で 

 

お
へ
そ
は
お
な
か
の 

真
ん
中
で 

 

そ
の
へ
そ 

三
寸
下 

下
が
っ
た
と
こ
ろ
に 

 

三
つ
の
お
寺
が 

あ
り
ま
し
て 

 

右
に
あ
る
の
が
毛
願
寺 

 

左
に
あ
る
の
が 

土
手
願
寺 

 

そ
の
真
ん
中
が 

穴
願
寺 

 

夜
の
夜
中
の 

真
夜
中
に 

 

く
る
く
る
頭
の 

坊
さ
ん
が 

 

袈
裟
も
掛
け
ず
に 

い
そ
が
し
く
＾ 

 

何
の
お
参
り
か 

知
ら
な
い
が 

 

門
を
出
た
り 

入
っ
た
り 

 

有
り
難
う
有
り
難
う
と 

白
い
涙
を
ヨ
ー
イ
ソ
ー
レ
サ
エ 

 

流
さ
れ
た 
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※
（
繰
り
返
し
） 

〇
ま
す
ま
す
づ
く
し
で 

申
す
な
ら 

 

一
合
桝 

二
合
桝 

三
合
桝 

 

四
合
桝 
五
合
桝 

六
合
桝 

 

七
合
桝 
八
合
桝 

九
合
桝 

 

一
升
に
な
っ
た
ら 

持
ち
上
げ
ま
す 

 

六
、
提
灯
台 

 

ハ
マ
の
三
組
で
は
、
各
町
の
自
治
会
が
提
灯
台
を
設
置
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

意
匠
を
凝
ら
し
た
提
灯
を
十
四
日
の
朝
に
飾
り
付
け
る
。
古
川
町
に
は
、
提

灯
台
を
飾
る
風
習
が
無
い
の
で
行
わ
な
い
。
提
灯
台
の
基
本
的
な
構
造
は
、

門
型
に
屋
根
を
置
き
、
横
桟
を
上
下
２
本
通
し
、
そ
の
長
方
形
の
中
を
６
本

の
縦
木
で
７
つ
に
区
切
り
、
そ
の
中
に
７
つ
の
提
灯
を
横
桟
の
上
下
に
留
め

て
中
に
ラ
イ
ト
を
仕
込
む
。
夜
に
は
こ
れ
に
灯
を
入
れ
る
意
匠
を
凝
ら
し
た

も
の
が
多
く
、
ラ
イ
ト
を
点
け
る
と
夜
の
通
り
に
映
え
て
見
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
鯨
船
山
車
が
通
る
時
は
山
車
が
提
灯
に
当
た
る
た
め
提
灯
は
外
さ
れ
、

門
型
の
み
と
な
る
。 

 

そ
も
そ
も
提
灯
台
と
は
、
お
盆
の
時
、
帰
っ
て
く
る
先
祖
の
目
印
と
な
る

門
提
灯
の
変
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
町
ご
と
に
飾
る
事
は
、
ま

さ
に
盆
行
事
と
い
っ
て
良
い
飾
り
付
け
と
言
え
る
。 

  

〔
北
島
組
〕 

新
町
二
区
は
、
鳥
出
神
社
の
神
紋
で
あ
る

左
巴
の
三
つ
巴
紋
を
右
斜
め
上
に
配
し
、
上

り
藤
紋
を
左
斜
め
下
に
配
し
て
描
く
。 

新
町
一
区
で
は
、
七
福
神
（
大
黒
天
・
蛭

子
・
毘
沙
門
・
弁
財
天
・
福
禄
寿
・
寿
老
人
・

布
袋
）
の
絵
柄
に
裏
に
は
「
御
神
燈
」（
北
島

組
の
蛭
子
町
と
南
島
組
の
北
納
屋
町
は
「
敬

神
燭
」
と
表
記
す
る
）
と
書
い
た
提
灯
を
飾

り
、
真
ん
中
の
提
灯
だ
け
向
き
を
反
対
に
し

て
掲
げ
る
。
真
ん
中
だ
け
向
き
を
変
え
る
こ

の
形
式
は
、
中
島
組
の
本
町
を
除
く
ど
の
町
に
も
共
通
す
る
。 

蛭
子
町
は
、
建
武
中
興
の
武
者
絵
で
、
楠
正
行
の
如
意
輪
堂
、
新
田
義
貞

の
稲
村
ケ
崎
、
楠
正
成
と
楠
正
行
の
桜
井
の
駅
の
別
れ
、
後
醍
醐
天
皇
を
背

負
う
船
上
山
の
名
和
長
年
の
絵
柄
を
描
く
。 

天
神
町
は
、
新
町
第
二
区
と
同
じ
く
鳥
出
神
社
の
神
紋
で
あ
る
三
つ
巴
と

上
り
藤
を
斜
め
に
配
し
て
描
く
。 

中
川
町
は
、
忠
臣
蔵
を
描
き
、
大
石
内
蔵
助
と
吉
良
上
野
介
、
雪
の
吉
良

邸
に
お
け
る
清
水
一
学
の
二
刀
流
、
赤
垣
源
蔵
徳
利
の
別
れ
、
神
崎
与
五
郎

堪
忍
の
図
、
村
上
喜
剣
と
大
石
内
蔵
助
、
赤
穂
城
の
明
け
渡
し
、
松
の
廊
下

の
刃
傷
事
件
の
芝
居
の
絵
柄
を
描
く
。 

北
魚
町
は
、
中
国
の
洞
庭
湖
お
よ
び
湘
江
か
ら
支
流
の
瀟
水
に
か
け
て
の

「

瀟

湘

し
ょ
う
し
ょ
う

八
景
図
」
に
な
ぞ
ら
え
た
近
江
八
景
（
比
良
の
暮
雪
、
矢
橋
の
帰 提灯 七福神 
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帆
、
石
山
の
秋
月
、
瀬
田
の
夕
照
、
三
井
の
晩
鐘
、
堅
田
の
落
雁
、
唐
崎
の

夜
雨
、
粟
津
の
晴
嵐
）
の
絵
柄
を
描
く
。 

 

〔
中
島
組
〕 

本
町
に
は
か
つ
て
他
の
町
と
同
様
に
神

武
天
皇
一
代
記
を
描
い
た
提
灯
台
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
九
年
に
本
町
通
り

が
国
道
１
号
線
と
２
３
号
線
を
結
ぶ
道
路

と
な
っ
た
た
め
、
他
の
町
の
よ
う
に
道
の
真

ん
中
に
提
灯
台
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
十
二
年
に

「
せ
せ
ら
ぎ
広
場
」
の
敷
地
の
入
り
口
に
あ

る
鉄
の
橋
の
手
前
の
両
側
に
大
き
な
提
灯

一
対
を
設
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
提
灯
は

１
本
の
支
柱
に
屋
根
を
付
け
て
、
そ
の
下
に
提
灯
を
下
げ
る
。
絵
柄
は
、
鳥

出
神
社
の
神
紋
で
あ
る
左
巴
の
三
つ
巴
を
向
か
っ
て
右
手
に
、
上
り
藤
を
左

手
に
描
き
、
中
央
に
大
き
く
「
御
紳
燈
」
と
書
く
。
両
方
の
提
灯
は
国
道
１

号
線
を
向
い
て
お
り
、
向
か
っ
て
右
側
の
提
灯
の
裏
面
に
は
「
本
町
自
治
会
」

と
記
し
、
も
う
一
方
の
裏
に
は
何
も
書
い
て
い
な
い
。 

寺
町
は
、
平
安
時
代
末
期
の
治
承
・
寿
永
の
乱
（
源
平
合
戦
）
の
時
代
の

武
者
絵
（
巴
御
前
、
源
義
経
、
那
須
与
一
、
石
橋
山
の
合
戦
、
木
曽
義
仲
と

源
義
経
が
宇
治
川
で
相
対
し
た
と
き
、
義
経
方
の
佐
々
木
高
綱
・ 

梶
原
景
季

が
、
源
頼
朝
か
ら
与
え
ら
れ
た
名
馬 

生
唼
・ 

磨
墨
で
先
陣
を
争
っ
た
故
事
、

熊
谷
直
実
が
平
敦
盛
を
打
ち
取
る
、
鎮
西
八
郎
為
朝
な
ど
の
人
々
や
逸
話
）

が
描
か
れ
て
い
る
。
寺
町
で
も
他
の
町
と
同
様
に
、
真
ん
中
の
一
つ
の
提
灯

だ
け
を
裏
向
き
に
し
て
飾
る
。 

 

〔
南
島
組
〕 

南
魚
町
で
は
、
記
紀
や
風
土
記
の
中
の
日
本
武
尊
（
倭
建
命
）
が
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
熊
曽
の
兄
建
、
景
行
天
皇
の
御
世
、
日
本
武
尊

の
尊
号
、
伊
勢
神
宮
に
叔
母
倭
姫
を
訪
れ
草
薙
剣
と
火
打
石
を
授
け
ら
れ
る

場
面
、
賊
ら
が
狩
猟
中
の
日
本
武
尊
に
危
害
を
加
え
る
、
東
夷
が
火
を
原
野

に
放
つ
、
伊
吹
山
の
山
神
の
毒
気
で
病
と
な
り
伊
勢
国
で
死
去
し
た
絵
柄
を

描
い
て
い
る
。 

城
町
は
、
賤
ヶ
岳
の
戦
い
で
秀
吉
が
柴
田
勝
家
ら
と
戦
っ
た
際
に
勇
名
を

は
せ
た
、
羽
柴
秀
吉
の
近
習
の
７
人
、
七
本
槍
の
武
者
絵
（
加
藤
清
正
・
脇

坂
安
治
・
片
桐
且
元
・
加
藤
嘉
明
・
平
野
長
泰
・
福
島
正
則
・
糟
屋
武
則
）

を
描
く
。 

片
町
も
城
町
と
同
じ
く
、
賤
ヶ
岳
七
本
槍
の
武
者
絵
を
描
く
。 

北
納
屋
町
は
七
福
神
の
絵
柄
を
描
く
。 

中
納
屋
町
の
提
灯
の
絵
柄
は
、
七
福
神
の
絵
柄
を
描
く
。 

南
納
屋
町
の
提
灯
台
の
位
置
は
、
他
の
東
富
田
町
の
自
治
会
の
よ
う
に
中
横 

町
に
沿
わ
ず
、
国
道
１
号
線
に
面
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
提
灯
の
絵
柄
は
、
賤

ヶ
岳
七
本
槍
の
武
者
絵
を
描
く
。 

中島組 一対の提灯 



69 68
68 

 

１ 
北
島
組
は
平
成
二
十
三
年
度
に
、
中
島
組
は
令
和
元
年
度
、
南
島
組
は
平
成

二
十
二
年
度
、
そ
し
て
、
古
川
町
は
平
成
二
十
年
度
に
横
幕
の
復
元
新
調
事
業

を
行
っ
て
い
る
。 

２ 

南
島
組
感
應
丸
の
サ
ガ
リ
は
、
過
去
に
復
元
新
調
さ
れ
て
い
る
。
旧
サ
ガ
リ

は
、
北
島
組
同
様
に
金
糸
掛
け
網
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
結
び
方
も
二
重
堅
結

び
で
あ
っ
た
。 

３ 

北
島
組
神
社
丸
の
サ
ガ
リ
は
、
平
成
二
十
四
年
度
に
復
元
新
調
事
業
を
行
っ

て
い
る
。 

４ 

地
元
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
平
成
十
年
に
撮
影
さ
れ
た
町
練
り
最
後
の
多
度
大
社

の
鯨
突
き
の
写
真
を
み
る
と
、
大
人
の
鯨
が
二
頭
出
演
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
古
川
町
で
は
、
い
つ
の
時
期
か
ら
か
、
鯨
が
二
頭

出
演
す
る
形
式
が
出
来
上
が
っ
て
き
て
、
そ
の
う
ち
の
一
頭
が
子
鯨
に
変
化
し

た
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。 

５ 

令
和
４
年
度
に
「
令
和
３
年
度
補
正
予
算
事
業 
文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金

（
地
域
文
化
財
総
合
活
用
推
進
事
業
）
」
を
受
け
、
北
島
組
二
着
、
中
島
組
一

着
、
南
島
組
三
着
、
古
川
町
二
着
を
復
元
新
調
し
て
い
る
。 

６ 

鉢
巻
き
を
こ
め
か
み
で
結
ぶ
と
い
う
と
想
起
さ
れ
る
の
は
、
江
戸
時
代
の
大

名
な
ど
が
病
の
時
に
左
の
こ
め
か
み
で
結
ぶ
病
鉢
巻
き
で
あ
る
。
こ
の
鉢
巻
き

は
、
生
薬
の
紫
根
で
染
め
た
濃
い
紫
（
江
戸
紫
）
色
で
消
炎
作
用
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
た
。
羽
刺
し
の
鉢
巻
き
が
、
薄
い
水
色
で
統
一
さ
れ
て
い
る
の
も
何
か

関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
左
右
の
こ
め
か
み
の
と
こ
ろ
で
持
ち
上
げ
て

結
び
、
そ
の
先
が
所
作
で
頭
を
振
る
た
び
に
翻
る
の
も
、
何
ら
か
の
意
味
が
あ

る
の
か
、
あ
る
い
は
芸
能
と
し
て
の
見
せ
ど
こ
ろ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

７ 

平
成
二
十
七
年
以
降
の
町
練
り
で
は
、
ド
ン
ザ
を
羽
織
っ
て
行
っ
て
い
る
の

は
中
島
組
と
南
島
組
だ
け
で
あ
る
。
中
島
組
の
本
練
り
で
は
も
ろ
肌
脱
ぎ
に
せ

ず
、
き
ち
ん
と
羽
織
っ
た
ま
ま
最
後
ま
で
演
技
を
行
う
が
、
南
島
組
で
は
町
練

り
と
同
様
に
も
ろ
肌
脱
ぎ
と
な
る
。 

８ 

セ
ミ
ク
ジ
ラ
の
事
。 

９ 

古
川
町
で
も
町
練
り
な
ど
で
は
こ
の
原
則
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
練
り
で

は
子
鯨
が
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
た
め
、
必
ず
し
も
こ
の
原
則
に
従
っ
て

い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
時
も
あ
る
。 

10 

大
淀
は
現
在
で
は
「
お
お
よ
ど
」
、
本
来
の
地
元
音
で
は
「
お
い
ず
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
本
来
「
や
ま
だ
」
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
音
に
従
っ
て
「
大

淀
」
の
文
字
を
あ
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
文
字
に
従
っ
て
「
お
お
よ
ど
」

と
呼
ん
だ
の
が
訛
っ
て
「
お
よ
だ
」
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

11 

第
三
章
の
第
一
節
お
よ
び
第
四
節
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、
両
者
に
差
異
が

あ
る
。 

12 

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
文
部
省
博
物
局
が
主
催
し
て
開
催
さ
れ
た
湯

島
聖
堂
博
覧
会
に
展
示
さ
れ
た
。
こ
の
金
鯱
の
展
示
が
目
玉
と
な
っ
て
多
く
の

人
が
訪
れ
た
と
い
う
。 
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第
四
章 

祭
礼
行
事 

一
、
事
前
練
習 

各
組
で
は
時
期
や
期
間
、
方
法
な
ど
が
少
し
ず
つ
異
な
る
も
の
の
、
太
鼓

と
唄
い
、
羽
刺
し
の
事
前
練
習
を
行
う
。
三
者
揃
っ
て
練
習
す
る
の
が
基
本

で
あ
る
が
、
羽
刺
し
の
所
作
の
た
め
の
練
習
が
主
た
る
目
的
で
あ
る
と
言
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

太
鼓 

鯨
船
の
動
き
は
全
て
太
鼓
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
の
で
、
太
鼓
の
調
子
や

叩
き
方
は
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
く
る
。 

太
鼓
は
、
す
で
に
習
得
し
て
い
る
も
の
が
見
本
で
叩
い
た
り
、
ま
だ
若
手

の
太
鼓
叩
き
が
、
叩
き
方
を
復
習
し
思
い
出
し
た
り
す
る
機
会
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
唄
い
に
合
わ
せ
て
叩
く
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
未
熟
な
と
こ
ろ
を

直
さ
れ
た
り
も
す
る
。
上
手
に
叩
け
な
い
者
は
、

自
主
練
習
を
し
て
叩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

出
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。 

中
島
組
で
は
、
最
後
の
正
当
な
継
承
者
と
言

わ
れ
た
人
物
に
以
前
か
ら
叩
き
方
を
習
っ
て
お

り
、
そ
の
継
承
に
腐
心
し
、
記
録
映
像
を
残
す
な

ど
し
て
い
る
。
本
番
を
控
え
た
事
前
練
習
以
外

に
も
、
別
に
毎
月
２
回
、
継
承
の
た
め
の
練
習
会

を
日
曜
日
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
、
通
年
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

太
鼓
譜
も
作
っ
て
は
あ
る
が
、
太
鼓
の
叩
け
る
者
で
な
い
と
理
解
し
づ
ら
い

よ
う
で
あ
る
。 

古
川
町
で
は
、
太
鼓
叩
き
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
紙
に
書
か
れ
た
何
か
を

見
な
が
ら
撥
を
持
っ
て
練
習
を
行
っ
て
い
た
の
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る

の
で
、
や
は
り
太
鼓
譜
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

唄
い 

唄
い
の
練
習
は
、
発
声
練
習
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
歌
詞
に
関
し

て
は
、
非
常
に
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
過
去
に
唄
わ
れ
て
い
た
歌
詞
で
今
は

失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
も
数
多
く
あ
る
と
い
う
。
組
に
よ
っ
て
は
、

代
表
的
な
歌
詞
で
あ
ろ
う
か
、
歌
詞
を
印
刷
し
た
も
の
や
、
扇
子
や
団
扇
に

歌
詞
を
印
刷
し
た
も
の
を
持
っ
て
練
習
し
て
い
る
組
員
を
散
見
す
る
。 

唄
い
出
し
は
、
通
常
、
誰
が
と
か
、
誰
か
ら
と
か
は
決
ま
っ
て
い
な
い
よ

う
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
唄
い
出
し
た
者

の
歌
詞
に
合
わ
せ
て
皆
が
唄
い
出
す
。
そ

の
た
め
、
人
に
よ
っ
て
得
意
な
歌
詞
が
あ

り
、
消
え
て
い
く
歌
詞
も
出
て
く
る
の
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、
北
島
組
に
は
現
在
、
唄
を

得
意
と
す
る
唄
い
手
が
一
人
い
る
た
め
、

そ
の
人
物
が
先
導
し
て
唄
い
出
す
よ
う
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

歌詞が印刷された扇子 

太鼓の事前練習 
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羽
刺
し 

羽
刺
し
は
、
い
わ
ば
こ
の
行
事
の
主
役
で
、
真
夏
の
炎
天
下
で
衣
装
を
重

ね
着
し
て
踊
り
続
け
る
。
そ
の
運
動
量
と
熱
量
は
相
当
な
も
の
で
、
過
酷
を

極
め
る
。 

羽
刺
し
の
所
作
は
さ
ほ
ど
複
雑
で
は
な
い
が
、
手
の
あ
げ
方
、
扇
の
扱
い
、

手
の
振
り
、
ひ
じ
の
張
り
方
、
指
先
ま
で
意
識
を
向
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

行
事
が
近
づ
く
と
、
唄
い
や
太
鼓
に
合
わ
せ
て
毎
晩
の
よ
う
に
練
習
が
行
わ

れ
る
。 

事
前
練
習
で
一
か
ら
所
作
の
練
習
を
先
輩
や

長
老
か
ら
教
わ
る
こ
と
が
多
い
が
、
す
で
に
経
験

者
な
ど
か
ら
所
作
を
教
わ
り
、
踊
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
者
も
い
る
。
そ
し
て
こ
の
場
で
、
細
か

な
手
や
扇
の
使
い
方
、
所
作
の
直
し
を
受
け
る
の

で
あ
る
。 

事
前
練
習
の
場
は
、
祭
り
本
番
に
向
け
た
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
磨
き
上
げ
る
場
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。 

 

〔
北
島
組
〕 

六
月
の
中
旬
か
ら
始
め
て
、
週
２
日
で
６
週
間
、
１
８
時
か
ら
２
０
時
の

夜
２
時
間
程
度
行
わ
れ
る
。
場
所
は
東
富
田
公
園
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
縁
台

を
出
し
、
ラ
イ
ト
を
点
け
て
行
わ
れ
る
。
太
鼓
は
、
長
胴
太
鼓
、
桶
胴
太
鼓

の
双
方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

終
盤
に
な
る
と
、
山
車
蔵
か
ら
飾
り
付
け
の
終
わ
っ
た
鯨
船
山
車
を
曳
き

出
し
、
公
園
で
船
上
練
習
が
行
わ
れ
る
。 

 

〔
中
島
組
〕 

先
述
の
と
お
り
継
承
の
た
め
、
月
２
回
、
日
曜
日
の
１
３
時
か
ら
１
５
時

に
通
年
練
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
番
前
は
七
月
の
第
４
週
か
ら
八
月
第
１

週
の
２
週
間
１
８
時
か
ら
２
０
時
頃
ま
で
、
中
島
組
の
浜
に
テ
ン
ト
を
張
り
、

縁
台
に
シ
ー
ト
を
敷
き
、
ラ
イ
ト
を
点
け
て
行
わ
れ
る
。
周
り
を
囲
ん
だ
唄

衆
た
ち
の
唄
に
合
わ
せ
て
、
太
鼓
や
羽
刺
し
の
練
習
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
練

習
に
は
桶
胴
太
鼓
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
島
組
は
、
山
車
蔵
が
離
れ

て
い
る
た
め
船
上
練
習
な
ど
は
行
わ
な
い
。 

 

〔
南
島
組
〕 

七
月
中
旬
か
ら
日
曜
日
を
除
く
毎
日
、
１
９
時
か
ら
２
１
時
ま
で
、
南
島

組
の
浜
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
縁
台
や
ご
ざ
を
敷
き
、
ラ
イ
ト
を
点
け
て
行
わ

れ
て
い
る
。
縁
台
や
パ
イ
プ
椅
子
に
腰
か
け
た
唄
衆
の
唄
に
合
わ
せ
て
太
鼓

や
羽
刺
し
の
練
習
が
行
わ
れ
る
。
南
島
組
も
練
習
に
は
桶
胴
太
鼓
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。 

羽
刺
し
や
太
鼓
叩
き
が
演
技
を
習
得
し
た
後
に
、
最
後
の
仕
上
げ
と
し
て

組
み
立
て
を
終
え
た
鯨
船
の
船
上
で
昼
間
に
練
習
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
際
に

は
、
櫓
漕
ぎ
も
加
わ
っ
て
の
練
習
と
な
る
。 
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〔
古
川
町
〕 

八
月
に
入
っ
て
か
ら
、
土
曜
日
と
日
曜
日
を
除
い
て
毎
日
１
９
時
か
ら
２

１
時
頃
ま
で
、
山
車
蔵
の
前
で
縁
台
や
ご
ざ
を
敷
き
、
ラ
イ
ト
を
点
け
て
行

わ
れ
る
。
唄
衆
が
ベ
ン
チ
や
パ
イ
プ
椅
子
な
ど
に
座
し
て
唄
い
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
太
鼓
の
練
習
が
行
わ
れ
、
習
得
が
出
来
る
と
、
山
車
蔵
の
前
に
山
車

を
半
分
出
し
て
船
上
練
習
が
行
わ
れ
る
。
古
川
町
で
は
、
練
習
に
も
長
胴
太

鼓
が
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
唄
い
は
歌
詞
の
印
刷
さ
れ
た
団
扇
を
持
ち
、
歌

詞
を
見
な
が
ら
唄
う
者
も
い
る
。 

 二
、
鎮
火
祭 

 

鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
は
、
八
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る
例
大
祭
に
奉
納
す

る
行
事
で
あ
る
が
、
前
日
の
十
四
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
を
練
り
歩
く
「
町

練
り
」
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
、
町
内
の
平
安
と
祭
り
の

安
全
を
祈
願
し
て
お
祓
い
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
を
「
鎮
火
祭
」
と
称
し
、
北

島
組
→
中
島
組
→
南
島
組
→
古
川
町
の
順
に
行
わ
れ
、
祭
り
に
使
う
衣
装
や

道
具
も
全
て
お
祓
い
を
受
け
る
。 

「
天
下
の
勇
祭
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
は
荒
々
し

い
祭
り
で
あ
る
が
、
鎮
火
祭
の
朝
は
静
か
に
始
ま
る
。 

時
間
に
な
る
と
、
各
町
か
ら
真
竹
に
麦
わ
ら
を
編
ん
で
作
っ
た
保
駄
に
紙

垂
を
取
り
付
け
た
も
の
を
前
後
に
二
つ
下
げ
た
松
明
を
持
っ
て
、
鳥
出
神
社

に
参
内
す
る
。
こ
の
松
明
は
各
町
の
自
治
会
単
位
で
作
ら
れ
る
が
、
概
ね
形

は
似
通
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
鯨
船
組
が
持
っ
て
参
内
す
る
。
な
お
、

最
初
の
組
が
参
内
す
る
と
境
内
の
中
心
に
御
幣
が
立
て
て
あ
っ
て
、
松
明
を

置
く
場
所
の
目
安
と
な
る
が
、
次
の
組
か
ら
は
燃
え
て
し
ま
っ
て
見
る
こ
と

が
な
い
。 

 

〔
北
島
組
〕 

行
事
に
出
る
年
は
必
ず
最
初
に
入
る
の
で
、
境
内
の
中
心
辺
り
に
立
て
ら

れ
た
御
幣
を
目
安
に
、
各
町
の
六
本
の
松
明
を
縦
横
十
文
字
に
置
い
て
か
ら
、

神
楽
殿
に
向
か
っ
て
お
祓
い
を
受
け
る
。
こ
の
時
、
人
も
衣
装
も
祭
り
に
使

う
道
具
も
お
祓
い
を
受
け
、
最
後
に
会
長
は
じ
め
代
表
者
数
名
が
玉
串
奉
奠

を
行
う
。
全
て
終
わ
る
と
、
風
除
け
の
筒
の
付
い
た
金
属
製
の
燭
台
に
取
り

付
け
た
蝋
燭
に
移
し
た
御
神
火
を
神
主
か
ら
受
け
取
り
境
内
に
向
か
う
。
わ

ら
の
部
分
に
火
を
点
け
、
大
き
く
燃
え
上
が
る
の
を
見
て
町
内
へ
と
戻
っ
て

い
く
。
境
内
に
立
て
た
御
幣
は
こ
れ
で
燃
え
て
し
ま
う
た
め
、
次
の
組
か
ら

は
前
の
組
の
燃
え
か
す
の
上
に
積
み
重
ね
て
燃
や
す
こ
と
に
な
る
。 

 

お祓いを受ける様子 

十字に置かれた松明 

大きく燃える松明 
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〔
中
島
組
〕 

鎮
火
祭
の
松
明
は
各
自
治
会
単
位
で
製
作
さ
れ
、
町
の
数
と
同
じ
二
本
の

松
明
を
持
っ
て
参
内
す
る
。
ま
だ
前
の
組
の
火
が
燃
え
て
い
る
の
で
、
火
の

か
か
ら
な
い
場
所
に
松
明
を
よ
け
て
置
い
て
拝
殿
に
向
か
う
。
人
も
道
具
や

衣
装
も
お
祓
い
を
受
け
、
玉
串
奉
奠
を
行
う
。 

そ
の
後
、
神
主
か
ら
蝋
燭
に
移
し
た
御
神
火
を
受
け
取
り
、
二
本
の
松
明

の
保
駄
に
火
を
一
つ
ず
つ
点
け
て
か
ら
、
前
の
組
の
燃
え
か
す
の
上
に
置
き
、

燃
え
る
炎
と
煙
で
体
を
清
め
て
か
ら
山
車
蔵
へ
船
を
出
し
に
行
く
。 

 

〔
南
島
組
〕 

お
祓
い
を
受
け
る
次
第
は
ど
の
組
も
同
様
で
あ
る
が
、
南
島
組
は
松
明
を

六
本
持
っ
て
、
そ
の
内
の
一
本
の
松
明
の
片
方
の
保
駄
だ
け
に
火
を
点
け
、

燃
え
か
す
の
上
に
置
き
、
残
り
は
火
を
点
け
ず
に
同
じ
向
き
で
次
々
と
そ
の

上
に
載
せ
て
い
き
、
大
き
く
燃
え
上
が
る
の
を
見
て
、
町
へ
戻
り
町
練
り
を

行
う
。 

 

〔
古
川
町
〕 

三
本
の
松
明
を
持
っ
て
参
内
し
、
お
祓
い
を
受
け
る
。
古
川
町
は
ハ
マ
の

三
組
と
は
異
な
り
、
町
の
数
で
は
な
く
、
三
本
の
松
明
を
焚
き
上
げ
る
。
そ

の
松
明
も
一
本
の
真
竹
に
保
駄
を
前
後
に
二
つ
ず
つ
取
り
付
け
、
一
本
に
四

つ
の
保
駄
を
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
古
川
町
だ
け
は
、
事
前
の
祈
祷
を
受
け

て
い
な
い
の
で
、
こ
の
時
御
幣
を
清
め
て
も
ら
い
、
後
に
銛
持
た
せ
に
取
り

付
け
る
。 

古
川
町
も
他
の
組
同
様
に
、
お
祓
い
が
済
む
と
御
神
火
を
受
け
取
り
、
一

本
の
松
明
か
ら
保
駄
を
一
つ
だ
け
外
し
て
火
を
点
け
、
元
の
松
明
と
と
も
に

残
り
の
火
の
上
に
置
き
、
後
の
二
本
も
次
々
と
重
ね
て
置
い
て
い
く
。
燃
え

上
が
る
の
を
確
認
し
て
、
町
内
へ
戻
っ
て
い
く
。 

 

な
お
、
各
組
の
火
の
点
け
方
な
ど
は
、
個
人
の
意
思
や
癖
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
、
明
確
な
決
ま
り
ご
と
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
さ

そ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
継
承
さ
れ
る
部
分
と
、
そ
う
で
な
い
部
分
が
あ

る
。
上
記
の
次
第
は
、
平
成
二
十
九
年
度
に
行
わ
れ
た
鎮
火
祭
の
行
事
次
第

で
あ
る
。
以
前
に
見
聞
し
た
時
に
は
、
御
神
火
を
運
ぶ
風
除
け
の
燭
台
な
ど

は
無
く
、
神
楽
殿
入
り
口
の
階
段
の
と
こ
ろ
で
保
駄
に
直
接
火
を
灯
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。『
報
告
書
』
の
第
三
章
、
第
四
節
、
一
．
鎮
火
祭
に
、 

 

「
祈
祷
が
終
了
す
る
と
、
関
係
者
は
広
場
に
移
動
す
る
。
神
楽
殿
の
前
で
、
神

官
が
蝋
燭
の
火
を
松
明
に
移
す
。
一
名
が
火
が
点
い
た
松
明
を
手
に
持
ち
、

走
っ
て
広
場
ま
で
運
ぶ
。
こ
れ
が
残
り
の
松
明
に
放
り
込
ま
れ
る
と
パ
チ
パ
チ
と

大
き
な
音
を
立
て
て
燃
え
る
。
」 

 

と
記
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
少
し
ず
つ
と
は
い
え
次
第
に
変
化
し

て
い
く
こ
と
が
、
無
形
民
俗
文
化
財
の
も
つ
特
性
で
あ
る
と
言
え
る
。 
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三
、
町
練
り 

鎮
火
祭
が
済
む
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
に
戻
り
、
鯨
船
山
車
が
山
車
蔵
か
ら

曳
き
出
さ
れ
て
、
ハ
リ
ボ
テ
の
鯨
を
町
内
の
路
地
で
突
く
町
練
り
が
行
わ
れ

る
。
最
初
に
突
く
場
所
は
組
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
練
り
受
け
と
言
っ
て
、

祝
い
事
が
あ
っ
て
祝
儀
を
出
し
た
家
を
突
く
「
祝
儀
突
き
」
や
、
自
治
会
長

な
ど
の
役
付
き
の
人
の
家
を
突
く
「
役
突
き
」
、
羽
刺
し
や
櫓
漕
ぎ
な
ど
を
出

し
た
家
で
も
梵
天
を
立
て
て
鯨
突
き
が
行
わ
れ
る
。 

 

〔
北
島
組
〕 

最
初
、
鯨
船
山
車
に
は
太
鼓
叩
き
だ
け
が
乗
り
込
み
、
山
車
を
曳
き
出
す
。

そ
の
後
、
太
鼓
が
リ
ズ
ム
を
刻
み
、
流
し
唄
を
唄
い
な
が
ら
最
初
に
鯨
突
き

を
行
い
始
め
る
場
所
ま
で
移
動
し
て
行
く
。
到
着
す
る
と
、
突
き
を
行
う
家

に
梵
天
が
立
て
ら
れ
、
羽
刺
し
を
は
じ
め
と
し
て
櫓
漕
ぎ
・
腰
持
ち
・
足
持

ち
・
太
鼓
叩
き
と
い
っ
た
乗
り
手
が
乗
り
込
み
、
町
練
り
を
始
め
る
。
突
く

順
番
は
、
一
番
北
の
新
町
二
区
か
ら
順
番
に
南
へ
突
い
て
い
く
。 

「
上
げ
る
ぞ
」
な
ど
と
掛
け
声
で
、
羽
刺
し
は
立
ち
上
が
る
。
流
し
唄
か

ら
「
沖
の
鴎
に
背
美
は
と
問
え
ば 

さ
ぁ
背
美
は
く
る
く
る
」
と
い
う
役
唄

へ
と
替
わ
り
、
右
手
一
本
で
扇
を
広
げ
て
目
線
に
か
ざ
し
右
足
を
腰
持
ち
に

支
え
ら
れ
、
鯨
を
見
つ
け
た
所
作
を
行
う
。「
の
ほ
ほ
を
え
」
の
唄
い
終
わ
り

に
、
羽
刺
し
は
足
を
入
れ
替
え
左
足
を
支
え
ら
れ
て
立
つ
。「
お
目
出
度
や
ー
」

ま
で
唄
い
終
わ
る
と
両
足
で
立
ち
、
掛
け
声
も
「
ヤ
サ
ネ
ェ
ー 

ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ
」
に
替
わ
り
、
扇
を
置
き
、「
ヤ
サ
ネ
ェ
ー
」
の

掛
け
声
に
合
わ
せ
て
両
手
を
左
に
振
り
、
右

手
を
右
へ
大
き
く
振
っ
て
両
手
を
開
き
、
振

り
上
げ
る
。 

「
ソ
ォ
ー
ラ
」
に
合
わ
せ
て
両
肩
の
位
置

で
両
掌
を
上
下
さ
せ
て
文
台
に
腰
掛
け
た
腰

持
ち
の
肩
で
後
ろ
に
大
き
く
反
り
返
っ
て
、

「
ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ
」
の
掛
け
声

に
合
わ
せ
て
、
伸
ば
し
た
両
手
の
手
首
を
煽

り
な
が
ら
起
き
上
が
る
。
最
後
の
「
ヨ
シ
タ
」

に
合
わ
せ
て
手
の
ひ
ら
を
反
し
な
が
ら
腰
を
屈
し
て
足
の
あ
た
り
で
あ
お

る
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
演
じ
て
い
く
。 

し
ば
ら
く
す
る
と
、
船
は
掛
け
声
ご
と
に
左
右
に
大
き
く
傾
け
ら
れ
な
が

ら
進
ん
で
い
く
。
そ
の
時
鯨
は
、
船
の
傾
き
と
は
反
対
方
向
へ
と
走
る
。
こ

の
所
作
を
繰
り
返
し
、
鯨
を
追
い
込
ん
で
い
く
。
船
を
倒
さ
ず
鯨
を
追
う
よ

う
に
な
る
と
、
羽
刺
し
は
扇
を
手
に
取
り
同
様
の
所
作
を
繰
り
返
す
。
最
後

の
「
ヨ
シ
タ
」
に
合
わ
せ
て
、
扇
を
半
回
転
さ
せ
る
。
鯨
を
梵
天
近
く
ま
で

追
い
込
ん
で
い
く
と
、
羽
刺
し
は
再
び
扇
を
置
く
。
そ
こ
で
ま
た
船
を
左
右

に
大
き
く
倒
し
て
演
技
を
行
い
、「
切
る
ぞ
」
の
合
図
で
太
鼓
の
リ
ズ
ム
が
変

わ
り
船
を
左
右
に
小
さ
く
揺
す
る
。 

「
ト
ー
モ
（
艫
）
リ
セ
ェ
ー 

ホ
ー
リ
ャ
ー 

ホ
ー
リ
ャ
ー 

ス
ッ
テ
ン

テ
ン
」
の
掛
け
声
で
、
鯨
が
反
撃
を
開
始
す
る
。
太
鼓
の
リ
ズ
ム
も
速
く
な

り
、
鯨
船
は
鯨
に
押
さ
れ
て
大
き
く
後
退
す
る
。
こ
の
時
、
羽
刺
し
は
腰
持

ち
の
肩
に
大
き
く
反
り
返
っ
た
ま
ま
と
な
る
。 

片足を上げる所作 
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「
浮
い
た
わ
い
な
ぁ
」
「
ヤ
サ
ネ
ェ
ー 

ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ
」
の
掛
け
声
で
再
び
鯨
を
追
っ
て
い
く
。
太
鼓
の
リ
ズ
ム
も
徐
々
に

速
く
な
り
、
追
い
か
け
る
速
度
も
速
く
な
る
。
追
い
詰
め
る
と
、
鯨
が
水
面

に
顔
を
出
す
所
作
を
行
い
、
頭
が
持
ち
上
が
る
。
太
鼓
は
「
ド
ド
ド
ン 

ド

ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン
」
と
連
打
に
近
く
な
り
、
左
手
で
銛
を
持
ち
、
右
手
を

後
ろ
か
ら
前
に
振
り
な
が
ら
鯨
を
追
い
か
け
る
。
こ
の
後
太
鼓
は
、
銛
を
打

つ
の
に
合
わ
せ
て
少
し
溜
め
て
小
さ
く
叩
き
、
羽
刺
し
は
左
手
で
銛
を
支
え

な
が
ら
右
手
で
銛
の
も
と
を
持
ち
、
鯨
に
銛
を
打
ち
込
む
。
こ
の
瞬
間
に
太

鼓
は
「
ド
ン
」
と
一
発
大
き
く
叩
く
。
こ
の
時
、
羽
刺
し
は
大
き
く
両
腕
を

左
右
に
広
げ
、
櫓
漕
ぎ
も
立
ち
上
が
り
同
様
の
所
作
を
行
う
。
打
た
れ
た
鯨

は
頭
を
右
→
左
→
中
と
振
り
、
そ
の
後
、
体
を
上
下
に
揺
さ
ぶ
り
な
が
ら
前

方
に
立
ち
去
る
。
こ
こ
ま
で
が
一
回
の
鯨
突
き
で
あ
る
。 

 〔
中
島
組
〕 

山
車
を
曳
き
出
す
と
浜
ま
で
山
車
を
曳
い
て
行
き
、
町
練
り
の
準
備
を
行

う
。
最
初
に
、
太
鼓
叩
き
が
乗
り
込
み
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
唄
い

手
が
流
し
唄
を
唄
う
。
後
か
ら
羽
刺
し
や
腰
持
ち
・
足
持
ち
・
櫓
漕
ぎ
が
乗

り
込
む
と
、
浜
か
ら
そ
の
町
の
提
灯
台
へ
と
山
車
を
曳
い
て
行
く
。 

中
島
組
の
町
練
り
は
、
各
町
の
提
灯
台
を
突
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
梵
天

が
立
て
ら
れ
た
提
灯
台
を
突
き
終
わ
る
と
、
一
旦
浜
ま
で
戻
っ
て
、
そ
こ
か

ら
順
番
に
祝
儀
突
き
や
役
突
き
を
行
っ
て
い
く
。
そ
の
町
が
終
わ
る
と
、
も

う
一
方
の
町
の
浜
ま
で
行
き
、
浜
か
ら
そ
の
町
の
提
灯
台
を
突
く
。
突
き
終

わ
る
と
同
様
に
、
一
旦
浜
ま
で
戻
っ
て
か
ら
祝
儀
突
き
や
役
突
き
を
行
っ
て

い
く
。
中
島
組
は
、
本
町
と
寺
町
の
二
町
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
ど
の
町
か

ら
突
き
始
め
る
か
は
、
毎
年
交
代
で
突
き
始
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

「
上
げ
る
ぞ
」
の
合
図
で
流
し
唄
か
ら
「
沖
の
鴎
に 

背
美
は
問
え
ば
ー
さ
ぁ 

背
美
は
く
る
く
る 

の
ほ
ほ
を
え
」
と
い
う
役
唄
に
替
わ
り
、
北
島
組
と
同
様

に
、
羽
刺
し
は
右
手
一
本
で
扇
を
広
げ
て
目
線
に
か
ざ
し
右
足
を
腰
持
ち
に
支

え
ら
れ
、
鯨
を
見
つ
け
た
所
作
を
行
う
。 

 

掛
け
声
が
「
ヤ
サ
ネ
ェ
ー 

ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ
」

に
替
わ
り
、
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
羽
刺
し
は
両
手
を
左
に
振
っ
て
か
ら
右
手

を
振
っ
て
両
腕
を
広
げ
、
両
掌
を
肩
の
位
置
で
上
下
さ
せ
、
両
手
を
上
げ
腰

持
ち
の
肩
で
大
き
く
反
り
返
り
両
掌
を
前
後
に
振
り
、
最
後
は
掌
を
反
し
起

き
上
が
る
。
こ
の
一
連
の
動
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
鯨
を
追
い
か
け
る
演

技
を
行
う
。
中
島
組
の
羽
刺
し
は
、
片
足
を
横
に
上
げ
て
周
囲
を
見
渡
し
た

り
、
手
を
左
右
に
広
げ
扇
子
を
か
ざ
し
た
り
と
、
優
雅
に
立
ち
振
る
舞
う
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。 

「
切
る
ぞ
」
の
合
図
で
太
鼓
の
リ
ズ
ム
が
変
わ
っ
て
船
を
左
右
に
小
さ
く

揺
す
る
と
「
ト
ー
モ
リ
セ
ェ
ー 

ホ
ー
リ
ャ
ー 

ホ
ー
リ
ャ
ー 

ス
ッ
テ
ン

テ
ン
」
の
掛
け
声
で
鯨
が
反
撃
を
開
始
す
る
。
太
鼓
の
リ
ズ
ム
も
速
く
な
り
、

鯨
船
は
鯨
に
押
さ
れ
て
大
き
く
後
退
す
る
。
こ
の
時
、
羽
刺
し
は
腰
持
ち
の

肩
に
大
き
く
反
り
返
っ
た
ま
ま
と
な
る
。 

「
浮
い
た
わ
い
な
ぁ
」
「
ヤ
サ
ネ
ェ
ー 

ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ
」
の
掛
け
声
で
、
再
び
鯨
を
追
っ
て
い
く
。
太
鼓
の
リ
ズ
ム
も
徐
々

に
早
く
な
り
、
追
い
か
け
る
速
度
も
速
く
な
る
。 
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追
い
詰
め
る
と
太
鼓
は
「
ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン
」
と
連
打

と
な
り
、
羽
刺
し
は
銛
を
左
手
で
支
え
な
が
ら
右
手
で
持
ち
、
太
鼓
が
連
打

か
ら
少
し
小
さ
く
叩
き
、
一
呼
吸
置
い
て
、「
ド
ン
」
と
強
く
叩
く
音
と
同
時

に
、
浮
い
て
立
ち
上
が
っ
た
鯨
に
羽
刺
し
が
銛
を
打
ち
込
む
。
打
た
れ
た
鯨

は
頭
を
右
→
左
→
中
と
振
っ
て
走
り
出
し
、
頭
を
高
く
放
り
上
げ
て
、
落
ち

て
く
る
の
を
地
面
す
れ
す
れ
で
受
け
止
め
る
。
羽
刺
し
と
櫓
漕
ぎ
も
立
ち
上

が
り
、
両
手
を
広
げ
る
所
作
を
行
う
。
唄
が

祝
い
唄
に
替
わ
り
、
羽
刺
し
は
「
宮
の
前
で 

鯨
を
つ
い
た 

さ
ぁ
こ
れ
も
お
宮
の 

の
ほ

ほ
を
え
」
で
右
手
で
扇
子
を
広
げ
、
目
線
に

か
ざ
し
、
腰
持
ち
に
支
え
ら
れ
て
右
足
を
上

げ
て
片
足
で
立
ち
、
左
手
を
横
に
伸
ば
す
。

次
の
「
御
利
生
か
え
ー 

お
目
出
た
や
ー
」

で
左
右
を
入
れ
替
え
、
左
足
で
立
つ
演
技
を

行
い
、
宮
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。 

 〔
南
島
組
〕 

南
島
組
の
町
練
り
は
、
一
番
北
の
南
魚
町
か
ら
始
め
る
年
と
、
一
番
南
の

南
納
屋
町
か
ら
始
め
る
年
と
交
互
に
行
う
。
南
島
組
で
は
、
羽
刺
し
の
所
作

が
同
じ
ハ
マ
の
組
で
あ
り
な
が
ら
、
北
島
組
や
中
島
組
の
よ
う
に
、
片
足
を

上
げ
る
の
と
は
異
な
り
、
古
川
町
に
近
い
踊
り
で
、
羽
刺
し
が
左
右
の
舷
側

ま
で
腰
持
ち
に
飛
ば
さ
れ
、
舷
側
に
腰
掛
け
な
が
ら
演
技
を
行
う
。 

町
練
り
が
始
ま
る
と
、
他
の
組
同
様
に
流
し
唄
か
ら
役
唄
に
替
わ
り
、「
沖

の
鴎
に 

背
美
は
と
問
え
ば
」
の
後
、「
背
美
は
く
る
く
る
」
に
合
わ
せ
て
羽

刺
し
は
右
手
で
扇
を
広
げ
、
目
線
に
か
ざ
し
、
左
手
は
腰
に
当
て
る
。
腰
持

ち
に
右
側
の
舷
側
ま
で
飛
ば
さ
れ
、
舷
側
に
腰
掛
け
な
が
ら
見
つ
け
た
鯨
を

見
る
。
次
に
「
の
ほ
ほ
を
え
」
に
合
わ
せ
て
反
対
の
左
の
舷
側
に
飛
ば
さ
れ
、

そ
こ
に
腰
掛
け
鯨
を
見
る
。
唄
い
も
「
ヤ
サ
ネ
ェ
ー 

ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ
」
と
替
わ
り
、
一
度
目
は
右
手
を
下
げ
左
手
を
上
げ
る
。

二
度
目
の
「
ヤ
サ
ネ
ェ
ー 

ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ
」
に

合
わ
せ
て
、「
ヤ
サ
ネ
ェ
ー
」
で
両
手
を
左
に
大
き
く
引
い
て
、
右
手
を
左
か

ら
右
へ
大
き
く
振
り
両
手
を
広
げ
、「
ヨ
シ
タ
」
に
合
わ
せ
て
手
の
ひ
ら
を
反

し
て
、
手
の
ひ
ら
を
上
向
き
に
し
て
反
り
返
る
。
こ
の
間
、
羽
刺
し
は
腰
持

ち
と
、
船
中
の
足
持
ち
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。 

こ
う
し
て
、
鯨
を
追
い
詰
め
て
い
く
が
、「
ト
ー
モ
リ
セ
ェ
ー 

ホ
ー
リ
ャ

ー 

ホ
ー
リ
ャ
ー 

ス
ッ
テ
ン
テ
ン
」
の
掛
け
声
で
鯨
は
反
撃
を
開
始
し
、

羽
刺
し
は
腰
持
ち
の
肩
を
借
り
て
大
き
く
後
ろ
に
反
り
返
っ
た
ま
ま
と
な

る
。 「

浮
い
た
わ
い
な
ぁ
」「
ソ
ォ
ー
ラ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ
」
の
掛

け
声
で
再
び
鯨
を
追
っ
て
い
く
。「
サ
ー
ヨ
ー
サ
ー
」
の
掛
け
声
で
、
太
鼓
の

リ
ズ
ム
が
速
く
な
る
と
、
羽
刺
し
は
左
手
に
銛
を
持
ち
、
右
手
を
後
ろ
か
ら

前
に
振
り
、
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
る
所
作
を
行
う
。
鯨
を
追
い
詰
め
る
と
、
太
鼓

叩
き
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
羽
刺
し
が
鯨
に
銛
を
打
ち
込
む
。 

鯨
を
突
き
終
わ
る
と
櫓
漕
ぎ
は
座
り
、
羽
刺
し
は
初
め
と
同
じ
右
舷
側
・

左
舷
側
に
そ
れ
ぞ
れ
飛
ば
さ
れ
る
所
作
を
行
う
。
鯨
を
突
い
た
後
、「
治
ま
の 

鯨を突く様子 
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お
御
代
え
」
の
次
「
ア
ア
エ
ー
ン
ト 

エ
ー
シ
ャ
ー
ン
ト
」
「
エ
ー
ヤ
ッ
サ 

エ
ー
ヤ
ッ
サ
ー
ネ
ー
」
に
合
わ
せ
て
船
を
左
右
に
三
十
度
ほ
ど
小
さ
く
二
往

復
振
る
艫
上
げ
の
前
技
を
行
い
、
「
い
ー
や
っ
さ
ー 

が
其
の
子
を
伊
勢
の

浦
へ
」
の
次
に
「
あ
ー
そ
こ
じ
ゃ
に
」
で
艫
を
持
ち
上
げ
る
。 

そ
し
て
、「
鎌
倉
の 

の
を
ー 

い
へ
ぃ 

か
い
ど
う
ぇ
ー
」
と
唄
い
終
わ

る
所
で
艫
を
下
ろ
し
て
一
回
の
演
技
を
終
わ
り
、
流
し
唄
を
唄
い
な
が
ら
次

の
突
き
の
場
所
へ
と
移
動
す
る
。
南
島
組
で
は
、
基
本
的
に
提
灯
台
も
含
め

て
全
て
艫
上
げ
を
行
う
が
、
雨
な
ど
で
時
間
が
無
く
な
っ
た
時
な
ど
は
省
略

し
て
、
鯨
だ
け
を
突
く
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
全
般
的
に
、
動
き
の
激
し
さ
、

唄
い
や
掛
け
声
の
大
き
さ
な
ど
、
ど
れ
も
南
島
組
に
勢
い
が
あ
る
た
め
、
南

島
組
が
最
も
激
し
い
と
か
、
面
白
い
と
言
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。 

  

 

  

〔
古
川
町
〕 

太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
唄
い
手
が
流
し
唄
を
唄
い
な
が
ら
行
事

が
始
ま
る
。
最
初
に
山
車
蔵
を
突
き
、
十
四
川
に
か
か
る
網
勘
橋
の
所
で

南
に
向
い
て
伊
勢
神
宮
を
突
き
、
次
に
山
の
神
（
大
山
祇
神
社
、
桜
木
大

明
神
が
合
祀
）
を
突
く
。
そ
の
後
、
近
い
所
か
ら
祝
儀
突
き
を
行
い
、
最

後
に
中
央
通
り
の
町
域
の
一
番
西
端
で
多
度
大
社
に
演
技
を
奉
納
す
る
。

こ
れ
が
、
ハ
マ
の
三
組
の
浜
練
り
に
相
当
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

古
川
町
で
は
、
町
練
り
で
あ
り
な
が
ら
、
鯨
が
一
回
で
は
突
か
れ
ず
に

何
回
も
逃
げ
出
す
こ
と
と
、
艫
上
げ
し
た
ま
ま
船
体
を
百
八
十
度
回
転
さ

せ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。 

ま
た
、
鯨
を
見
つ
け
た
時
の
羽
刺
し
の
所
作
は
、
南
島
組
と
同
様
に
、

腰
持
ち
に
左
右
の
舷
側
ま
で
飛
ば
さ
れ
、
舷
側
に
腰
掛
け
な
が
ら
演
技
を

行
う
。 

練
り
の
間
、
他
の
組
と
同
様
に
、
船
は
左
右
に
大
き
く
傾
け
て
演
技
を

行
う
。
こ
の
時
、
親
鯨
も
子
鯨
も
原
則
船
と
反
対
側
に
頭
を
向
け
る
。
羽

刺
し
が
左
手
に
銛
を
持
っ
て
「
ヤ
サ
ネ
ェ
ー 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ
タ 

ヨ
シ

タ
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
た
所
作
を
行
う
と
、
船
を
左
右
に
半
回
転
さ
せ

る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
羽
刺
し
が
左
手
に
銛
、
右
手
に
扇
を
持
ち
、
鯨

を
追
い
か
け
る
時
と
同
様
の
所
作
を
行
い
、
船
を
再
び
左
右
大
き
く
倒

す
。
こ
の
左
右
に
半
回
転
さ
せ
る
演
技
は
、
他
の
組
に
無
い
特
徴
と
言
え

る
。 「

エ
ー
サ
ヨ
サ
」「
ホ
ー
リ
ャ
ー 

ホ
ー
リ
ャ
ー 

ス
ッ
テ
ン
テ
ン
」
の

掛
け
声
に
合
わ
せ
て
鯨
の
反
撃
が
始
ま
り
、
船
は
大
き
く
後
退
す
る
。
鯨

鯨を突く前の所作 

扇をかざす所作 
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の
反
撃
も
こ
こ
ま
で
で
、「
サ
ヨ
サ
」「
サ
ヨ
エ
」
の
掛
け
声
で
鯨
を
再
び

追
い
詰
め
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
羽
刺
し
に
鯨
を
突
か
せ
る
た
め
に
、
は

ら
や
梶
取
り
な
ど
が
鯨
を
お
と
な
し
く
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
鯨
被
り
は

そ
れ
を
さ
せ
ま
い
と
、
揉
み
合
い
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
追
い
詰
め
る
時

に
は
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
も
徐
々
に
速
く
な
り
、
追
い
か
け
る
速
度
も
上
が

る
。
梵
天
の
前
ま
で
来
る
と
、
太
鼓
の
叩
き
方
も
小
刻
み
に
な
る
。
太
鼓

叩
き
が
大
き
く
「
ド
ン
」
と
一
発
叩
く
の
に
合
わ
せ
て
羽
刺
し
が
鯨
に
銛

を
打
ち
込
む
。 

鯨
を
突
い
た
後
、
羽
刺
し
は
両
手
を
広
げ
て
立
ち
、
櫓
漕
ぎ
も
立
ち
上

が
っ
て
両
手
を
開
く
。
羽
刺
し
は
、
腰
持
ち
に
扇
を
渡
さ
れ
て
右
手
に
持

つ
。
羽
刺
し
は
、
控
え
の
羽
刺
し
も
含
め
て
全
員
が
、
「
お
宮
お
前
で
鯨
を

突
い
た
え
ー 

さ
あ 

こ
れ
も
お
宮
の 

の
ほ
ほ
え 

御
利
生
か
え
」
の

次
の
「
お
め
で
た
ー
え
」
に
合
わ
せ
て
、
右
手
で
一
斉
に
扇
を
開
き
、
頭

の
上
に
か
ざ
し
、
役
唄
の
唄
い
に
合
わ
せ
て
後
方
に
振
る
と
所
作
を
終
え

て
座
る
。 

  

四
、
本
練
り 

 

十
五
日
に
は
、
朝
か
ら
各
町
の
氏
子
総
代
な
ど
が
参
列
し
て
鳥
出
神
社
の

例
祭
が
執
り
行
わ
れ
る
。
本
練
り
は
、
こ
の
例
祭
へ
の
奉
納
行
事
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
祭
が
済
ん
だ
の
ち
、
現
在
で
は
宮
守
で
あ
っ
た
北

島
組
か
ら
始
め
て
、
中
島
組
→
南
島
組
→
古
川
町
の
順
で
境
内
に
入
り
鯨
突

き
を
奉
納
し
て
い
る
が
、
以
前
に
は
境
内
に
入
る
順
が
く
じ
引
き
で
決
め
ら

れ
る
こ
と
な
ど
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

『
報
告
書
』
に
よ
る
と
、
開
始
時
間
は
「
近
年
で
は
、
十
一
時
こ
ろ
か
ら

ほ
ぼ
九
十
分
ず
つ
の
演
技
」
と
し
て
い
る
が
、
現
在
で
は
だ
い
ぶ
早
く
な
っ

て
九
時
半
か
ら
始
め
ら
れ
、
鳥
居
前
で
三
十
分
練
っ
て
、
境
内
に
入
り
、
一

時
間
半
ほ
ど
演
技
を
行
う
。 

 

各
町
と
も
大
鳥
居
（
一
の
鳥
居
）
に
梵
天
を
立
て
、
境
内
の
外
の
道
路
で

演
技
を
三
十
分
間
行
い
、
鳥
居
を
突
く
こ
と
か
ら
始
め
る
が
、
そ
の
突
き
方

も
組
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
差
異
が
あ
っ
て
興
味
深
い
。
突
き
終
わ
り
、
前

の
組
が
退
出
す
る
と
境
内
に
入
り
奉
納
演
技
を
行
う
。
奉
納
演
技
も
九
十
分

間
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
ハ
マ
の
三
組
は
、
本
殿
と
蛭
子
社
を
突
く
が
、
古

川
町
は
本
殿
の
み
を
突
く
。 

こ
れ
は
蛭
子
社
が
、
漁
業
を
生
業
と
し
て
い
た
ハ
マ
の
三
組
に
と
っ
て
、

豊
漁
の
神
で
あ
る
た
め
、
謝
意
を
込
め
て
鯨
突
き
を
行
っ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
し
か
し
、
タ
カ
で
あ
る
古
川
町
と
っ
て
、
蛭
子
社
は
無
関
係
な
た
め
、

鯨
突
き
を
行
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

舷側に腰掛ける所作 

練り手と鯨被りの攻防 
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さ
ら
に
、
本
練
り
の
最
中
に
、
境
内
で
練
り
を
行
う
組
と
、
鳥
居
前
に
来

て
い
る
組
と
が
、
う
ま
く
息
が
合
え
ば
鳥
居
を
挟
ん
で
掛
け
合
い
の
よ
う
な

こ
と
を
行
う
こ
と
が
あ
り
、
行
事
の
見
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。 

 

〔
北
島
組
〕 

 

ど
の
組
も
同
じ
だ
が
、
ま
ず
大
鳥
居
（
一
の
鳥

居
）
を
突
く
演
技
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
を
三
十
分
ほ

ど
か
け
て
梵
天
を
立
て
た
大
鳥
居
を
突
く
。 

 

境
内
に
入
る
と
、
二
の
鳥
居
に
梵
天
を
立
て
て

一
時
間
半
か
け
て
本
殿
と
蛭
子
社
を
突
く
。
突
き

終
わ
る
と
、
鯨
は
頭
を
右
→
左
→
中
と
振
っ
て
本

殿
に
向
か
っ
て
捧
げ
ら
れ
る
。
本
練
り
で
は
、
町
練

り
の
よ
う
に
一
度
で
鯨
が
突
か
れ
る
こ
と
は
な
く

時
間
い
っ
ぱ
い
逃
げ
回
っ
て
演
技
す
る
。 

北
島
組
の
艫
上
げ
は
、
半
円
柱
の
木
材
に
黒
い
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
枕
木
を

舳
先
に
か
ま
せ
て
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
北
島
組
と
南
島
組
が
台
船
を
焼

津
の
近
藤
和
船
研
究
所
で
新
装
し
た
際
に
、
五
輪
だ
と
艫
上
げ
の
際
に
持
ち

上
げ
に
く
い
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
あ
る
。 

 

〔
中
島
組
〕 

 

大
鳥
居
を
突
い
て
か
ら
境
内
に
入
る
が
、
鳥
居
を
く
ぐ
る
時
は
「
安
芸
の

宮
島
」
の
流
し
唄
を
唄
い
な
が
ら
入
り
、
船
に
は
幟
と
吹
き
流
し
を
艫
立
に

斜
め
に
置
い
て
入
場
す
る
。
こ
の
時
、
羽
刺
し
は
ド
ン
ザ
を
も
ろ
肌
脱
ぎ
に

せ
ず
き
ち
ん
と
羽
織
り
、
立
っ
て
入
場
す
る
。
中
島
組
で
は
、
こ
の
ド
ン
ザ

を
羽
織
っ
た
羽
刺
し
が
立
っ
て
入
場
す
る
こ
と
を
「
正
装
」
と
称
し
て
い
る
。 

そ
し
て
、
鯨
は
突
か
れ
る
時
、
頭
を
ほ
ぼ
垂
直
に
立
て
て
突
か
れ
る
。
突

か
れ
る
と
、
鯨
は
頭
を
右
→
左
→
中
と
振
っ
て
か
ら
二
の
鳥
居
の
石
段
を
駆

け
上
っ
て
本
殿
の
石
段
に
斜
め
に
置
き
、
蛭
子
社
の
時
は
社
の
前
の
砂
利
の

上
に
置
く
。
退
場
時
は
、
鯨
も
山
車
も
前
向
き
で
道
中
伊
勢
音
頭
を
唄
い
な

が
ら
退
場
す
る
が
、
そ
の
時
羽
刺
し
は
座
っ
た
ま
ま
な
の
で
「
正
装
」
で
は

な
い
と
い
う
。 

中
島
組
の
艫
上
げ
は
、「
エ
ー
や
っ
さ
」
の
掛

け
声
を
合
図
に
「
エ
ン
ヤ
エ
ン
ヤ
エ
ン
ヤ
エ
ン

ヤ
！
」
と
掛
け
声
を
掛
け
、
も
う
一
段
高
く
艫

を
持
ち
上
げ
る
。 

中
島
組
の
練
り
は
、
他
の
組
に
比
べ
て
、
優

雅
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
練
り
が
特
徴
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。 

  〔
南
島
組
〕 

 

大
鳥
居
を
突
い
て
か
ら
境
内
に
入
る
。
大
鳥
居
を
突
く
際
に
は
、
「
安
芸

の
宮
島
」
の
役
唄
を
唄
い
、
所
作
が
始
ま
る
。
練
り
の
所
作
に
町
練
り
と

の
差
異
は
無
い
が
、
ど
の
組
よ
り
も
練
り
が
荒
々
し
く
勇
壮
で
、
観
る
人

か
ら
は
面
白
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
荒
々
し
さ
ゆ

え
、
鯨
は
壊
れ
る
こ
と
が
多
く
予
め
二
頭
用
意
し
て
い
る
。 

北島組 本練り 

中島組 本練り 
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境
内
に
入
っ
た
初
め
の
う
ち
は
、
羽
刺
し
が
ド
ン
ザ
を
き
ち
ん
と
羽
織
っ

て
い
る
が
、
途
中
か
ら
は
も
ろ
肌
脱
ぎ
に
な
っ
て
演
技
し
、
退
出
す
る
時
も

そ
の
ま
ま
で
あ
る
。 

特
徴
的
な
の
は
、
本
殿
を
突
く
と
き
は
右
回
り
で
演
技
し
、
蛭
子
社
を
突

く
時
に
は
左
回
り
に
演
技
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
艫
上
げ
の
直
前
に

は
、
山
車
を
左
右
に
小
さ
く
振
っ
て
、「
そ
こ
じ
ゃ
に
」
の
掛
け
声
と
と
も
に

艫
を
持
ち
上
げ
る
。 

南
島
組
の
こ
だ
わ
り
は
、
神
に
対
し
て
背
を
向
け
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

演
技
を
終
え
て
境
内
を
出
る
時
に
は
、
舳
先
を
本
殿
の
方
に
向
け
て
出
て
行

き
、
そ
の
ま
ま
通
り
を
後
ろ
向
き
に
曳
い
て
行
き
、
中
央
通
り
で
曲
が
る
ま

で
そ
の
ま
ま
で
行
く
。
大
四
日
市
ま
つ
り
に
出
て
く
る
と
き
で
も
、
諏
訪
神

社
に
も
尻
は
向
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。 

 

な
お
、
南
島
組
で
は
、
本
練
り
終
了
後
、
地
域
貢
献
と
い
う
観
点
か
ら
、

浜
練
り
の
前
ま
で
に
富
田
浜
病
院
で
、
入
院
患
者
な
ど
の
慰
問
の
た
め
に
、

鯨
突
き
を
披
露
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

       

〔
古
川
町
〕 

同
じ
く
大
鳥
居
を
突
い
て
か
ら
境
内
に
入
る
が
、
古
川
町
で
は
「
千
鳥

に
練
る
」
と
言
っ
て
、
左
右
両
方
向
に
三
回
ず
つ
回
す
演
技
を
行
っ
て
か

ら
鳥
居
を
突
く
。
ま
た
境
内
に
入
場
す
る
と
き
は
、
幟
と
吹
き
流
し
を
船

尾
に
差
し
て
、
鳥
居
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
斜
め
に
し
て
入
場
す
る
。
こ

の
演
技
は
「
ト
ォ 

モ
リ
セ
ー
」
で
鯨
の
反
撃
に
遭
っ
た
時
に
も
三
回
ず

つ
回
し
て
後
退
す
る
。
境
内
に
入
る
と
幟
と
吹
き
流
し
が
外
さ
れ
、
羽
刺

し
が
ド
ン
ザ
を
着
る
。 

艫
上
げ
で
は
、
町
練
り
の
多
度
大
社
を
突

く
時
と
同
様
に
、
艫
を
持
ち
上
げ
て
か
ら
時

計
回
り
に
百
八
十
度
回
転
さ
せ
る
。
退
場
の

際
に
は
道
中
伊
勢
音
頭
を
唄
い
、
鯨
船
は
船

首
か
ら
退
場
す
る
が
、
鯨
は
大
鳥
居
の
前
で

頭
を
本
殿
の
方
に
向
き
直
っ
て
、
後
ろ
向
き

で
大
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
退
出
す
る
。
古
川
町

は
全
て
が
終
わ
っ
て
山
車
蔵
へ
戻
る
と
、
町

練
り
の
始
め
と
同
様
に
山
車
蔵
を
突
い
て
終

了
す
る
。 

     

富田浜病院 慰問鯨突き 

古川町 本練り 

南島組 本練り 
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五
、
浜
練
り 

東
富
田
に
は
元
々
の
浜
が
あ
っ
た
が
、
伊
勢
湾
台
風
後
、
国
道
２
３
号

線
が
防
潮
堤
を
兼
ね
て
建
設
さ
れ
て
以
来
地
域
と
海
岸
と
は
分
離
さ
れ
、

海
岸
は
埋
め
立
て
ら
れ
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
化
が
進
め
ら
れ
た
。
浜
練
り
は
、

ハ
マ
の
三
組
が
本
練
り
の
済
ん
だ
後
、
終
え
た
組
か
ら
順
に
浜
で
行
わ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
、
国
道
２
３
号
線
の
西
側
に
砂
利
敷
き
の

僅
か
に
残
る
広
場
を
浜
と
称
し
て
、
そ
こ
に
面
し
た
通
り
で
行
わ
れ
る
演

技
を
意
味
し
て
い
る
。
但
し
、
北
島
組
だ
け
は
一
番
東
の
砂
利
敷
き
の
広

場
が
海
産
物
の
加
工
な
ど
に
用
い
ら
れ
、
そ
こ
に
面
し
て
家
屋
を
含
む
建

物
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
直
接
浜
に
面
す
る
通
り
で
は
な
く
、
そ
の
家

屋
な
ど
を
挟
ん
だ
一
本
西
側
の
通
り
で
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

 

 

〔
北
島
組
〕 

 

演
技
自
体
は
本
練
り
と
変
わ
ら
な
い
が
、
北
島
組
の
場
合
は
伊
勢
神
宮
を
突

い
て
か
ら
多
度
大
社
を
突
い
て
演
技
を
終
え
る
。
た
だ
し
、
伊
勢
神
宮
を
突
く

の
は
浜
練
り
を
行
う
通
り
の
南
端
に
な
る
が
、
そ
の
場
所
が
ク
ラ
ン
ク
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
鯨
船
の
演
技
の
し
や
す
い
少
し
手
前
に
梵
天
を
立
て
て
演
技
を

行
っ
て
い
る
。 

 

〔
中
島
組
〕 

 

町
域
は
、
本
町
と
寺
町
の
二
町
だ
け
で
あ
る
た
め
狭
く
、
浜
練
り
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
町
域
の
東
端
の
通
り
（
浜
）
の
二
町
分
だ
け
で
は
突
く
距

離
が
短
い
た
め
、
練
り
が
本
町
の
通
り
と
浜
の
両
方
を
使
用
す
る
と
い
う
、
他

の
組
に
は
無
い
変
則
的
な
練
り
と
な
る
。 

 

な
お
、
伊
勢
神
宮
を
突
く
時
は
、
浜
通
り
の
寺
町
と
南
魚
町
の
境
界
杭
に
梵

天
を
立
て
て
突
き
、
多
度
大
社
を
突
く
時
は
、
本
町
通
り
と
浜
通
り
が
交
差
す

る
杭
に
梵
天
を
立
て
て
突
い
て
い
る
。 

 〔
南
島
組
〕 

 

伊
勢
神
宮
か
ら
多
度
大
社
の
順
で
鯨
突
き
を
行
う
が
、
ハ
マ
で
は
南
島
組
が

本
練
り
の
最
後
で
あ
る
た
め
、
浜
練
り
の
開
始
も
最
後
で
あ
る
。
こ
の
組
の
浜

練
り
は
元
気
で
鯨
は
よ
く
逃
げ
る
。
特
に
多
度
大
社
の
鯨
突
き
は
、
練
り
の
最

後
で
あ
る
た
め
、
勢
い
よ
く
か
つ
長
い
時
間
浜
練
り
が
行
わ
れ
、
延
々
と
続
け

ら
れ
る
こ
と
が
通
例
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

北島組 浜練り 

中島組 浜練り 

南島組 浜練り 

81 
 

六
、
宮
参
り 

 

ハ
マ
の
三
組
で
は
、
浜
練
り
終
了
後
、
山
車
を
山
車
蔵
に
収
蔵
し
て
練
り

が
終
わ
り
と
な
る
。
中
島
組
で
は
近
年
の
習
わ
し
と
し
て
、
全
て
が
済
ん
だ

と
い
う
意
味
で
太
鼓
を
「
ド
ン
」
と
一
発
叩
く
。
古
川
町
で
は
全
て
の
通
り

に
顔
見
世
し
て
山
車
蔵
で
一
度
突
い
て
か
ら
山
車
を
納
め
て
練
り
が
終
わ

り
と
な
る
。
練
り
を
終
え
る
と
、
本
練
り
と
同
じ
順
で
「
宮
参
り
」
を
行
う
。 

 

宮
参
り
と
は
、
鳥
出
神
社
本
殿
に
、
行
事
を
無
事
に
終
え
た
こ
と
の
報
告

と
お
礼
の
意
味
を
込
め
て
、
参
拝
す
る
も
の
で
あ
る
。
各
組
と
も
境
内
ま
で

の
道
中
は
提
灯
を
手
に
、
太
鼓
を
叩
き
、
伊
勢
道
中
音
頭
を
唄
い
な
が
ら
参

内
す
る
。
そ
の
際
、
鳥
居
前
あ
た
り
ま
で
来
る
と
肩
を
組
み
、
輪
に
な
っ
て

ぐ
る
ぐ
る
回
る
所
作
を
行
い
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
境
内
へ
と
進
む
。

進
み
方
と
し
て
は
、
三
々
五
々
参
拝
す
る
組
や
駆
け
込
む
組
、
全
員
が
同
時

に
参
拝
す
る
組
な
ど
、
各
組
毎
に
違
っ
た
特
徴
が
あ
る
。 

宮
参
り
が
行
わ
れ
る
時
間
は
陽
が
落
ち
、
提
灯
を
提
げ
た
状
態
が
良
い
雰

囲
気
と
な
っ
て
く
る
。
南
島
組
や
、
最
後
の
古
川
町
が
参
る
時
刻
に
は
す
っ

か
り
陽
は
落
ち
、
漆
黒
の
境
内
に
関
係
者
の
持
つ
提
灯
や
ラ
イ
ト
の
光
だ
け

が
頼
り
と
な
る
の
で
、
各
組
ご
と
に
よ
っ
て
宮
参
り
の
光
景
は
大
き
く
違
っ

た
印
象
を
受
け
る
も
の
と
な
る
。 

 

〔
北
島
組
〕 

 

締
太
鼓
を
竿
に
提
げ
、
道
中
伊
勢
音
頭
を
唄
い
な
が
ら
参
宮
し
、
途
中
何

度
も
肩
を
組
み
（
両
手
で
隣
の
者
の
帯
を
掴
み
）、
輪
を
組
ん
で
ぐ
る
ぐ
る
回

り
、
切
り
替
え
て
反
対
回
り
を
す
る
所
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら
参
内
す
る
。

鳥
居
前
や
、
境
内
に
入
っ
て
も
同
様
の
所
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
全
員
で

本
殿
参
拝
を
行
う
。
こ
れ
で
全
て
の
行
事
が
終
了
と
な
る
。 

 

〔
中
島
組
〕 

役
人
が
手
提
灯
を
持
ち
、
町
ご
と
に
竿
に
提
げ
た
締
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
、

道
中
伊
勢
音
頭
を
唄
い
鳥
出
神
社
に
向
か
う
。
途
中
、
青
年
を
中
心
に
肩
を

組
ん
で
円
陣
を
作
り
、
ぐ
る
ぐ
る
と
回
る
所
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら
参
内
す

る
。
鳥
居
前
や
、
境
内
に
入
っ
て
も
同
様
の
所
作
を
繰
り
返
す
。
拝
殿
の
手

前
ま
で
来
た
ら
円
陣
を
解
き
横
一
列
に
な
っ
て
、「
エ
ン
ヤ
ー
エ
ン
ャ
ー
」
と

掛
け
声
を
し
な
が
ら
拝
殿
に
入
る
。
参
拝
を
各
自
で
済
ま
せ
て
全
て
の
行
事

が
終
了
と
な
る
。 

 

〔
南
島
組
〕 

南
島
組
は
、
日
暮
れ
と
な
る
た
め
、
中
島
組
同
様
に
町
ご
と
に
、
役
人
が

手
提
灯
を
持
ち
、
締
太
鼓
を
竿
に
提
げ
、
叩
き
な
が
ら
道
中
伊
勢
音
頭
を
唄

い
参
内
す
る
。
鳥
居
前
付
近
か
ら
は
、
青
年
を
中
心
に
肩
を
組
ん
で
円
陣
を

作
り
、
ぐ
る
ぐ
る
と
回
る
所
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
境
内
に
入
る
。
拝
殿

の
手
前
で
円
陣
を
解
き
、
各
々
で
拝
殿
に
参
拝
す
る
。
原
則
は
町
単
位
で
あ

る
が
、
祭
り
の
仲
間
同
士
で
あ
る
た
め
、
境
内
で
は
相
互
交
換
を
し
な
が
ら

円
陣
を
組
む
こ
と
も
あ
る
。
参
拝
は
町
単
位
で
行
わ
れ
、
役
人
に
続
い
て

三
々
五
々
参
拝
す
る
。 
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〔
古
川
町
〕 

ハ
マ
の
三
組
と
は
異
な
り
、
古
川
町
だ
け
は
、
長
胴
太
鼓
を
竿
に
提
げ
て
参

内
す
る
。
役
人
が
手
提
灯
を
持
ち
、
太
鼓
を
竿
に
提
げ
て
叩
き
な
が
ら
、
道

中
伊
勢
音
頭
を
唄
う
。
鳥
居
前
付
近
か
ら
、
肩
を
組
ん
で
円
陣
を
作
り
、
回

り
な
が
ら
境
内
に
入
る
。
子
ど
も
た
ち
も
多
く
、
大
人
の
真
似
を
し
て
く
る

く
る
回
り
な
が
ら
、
祭
り
が
無
事
終
わ
っ
た
安
堵
感
が
溢
れ
る
宮
参
り
で
あ

る
。
こ
れ
で
全
て
の
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
は
終
了
と
な
る
。 

        

終
わ
り
に 

平
成
十
四
年
の
実
施
調
査
を
ま
と
め
た
『
報
告
書
』
の
刊
行
よ
り
二
十

年
の
歳
月
が
経
過
し
た
。
本
書
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
平
成
か
ら
令
和

へ
と
時
代
の
遷
り
変
わ
る
時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
行
事
の
内
容
を
改
め
て

調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
市
民
の
祭
り
離
れ
や
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
担
い
手
不
足
な
ど
、
伝
統
行
事
が
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
状
況
が
見
え
て
き
た
。 

 

本
書
を
、
伝
統
行
事
継
承
の
一
助
と
な
る
べ
く
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
そ
し
て
今
後
も
、
継
続
し
た
調
査
を
計
画
す
る
こ
と
で
、
伝

統
行
事
の
継
承
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

  

   

北島組 宮参り 

中島組 宮参り 

南島組 宮参り 

古川町 宮参り 

83 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

北島組 台船 



85 84

中島組　台船

84 
 

 

北島組 横幕 

85 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中島組 台船 



87 86

南島組　台船 中島組　横幕

86 
 

 

 

中島組 横幕 

87 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南島組 台船 



89 88

古川町　台船 南島組　横幕

88 
 

 

 

南島組 横幕 

89 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古川町 台船 



90

古川町　横幕

90 
 

 古川町 横幕 



 

ユネスコ無形文化遺産・国指定重要無形民俗文化財 

「鳥出神社の鯨船行事」調査報告書 

 

編集・発行：四日市市シティプロモーション部文化課 

印刷：フコク印刷工業 有限会社 

令和６年３月発行 

ＰＤＦ作成：令和６（2024）年３月25日　

　　　　　　作成者　四日市市シティプロモーション部文化課


	表紙
	巻頭写真
	第一章鳥出神社の鯨船行事について
	一、行事の概要
	二、祭日の由来
	三、鳥出神社
	四、ユネスコ無形文化遺産登録に至る経緯
	五、その他の鯨船行事
	六、由来

	第二章各鯨船組の組織
	一、組織
	二、鳥出神社と鯨船組の関係
	三、組織の構成
	四、各組の組織

	第三章鯨船の構成要素
	一、台船
	二、装飾
	三、鯨製作
	四、乗り手と練り手
	五、唄いと歌詞
	六、提灯台

	第四章祭礼行事
	一、事前練習
	二、鎮火祭
	三、町練り
	四、本練り
	五、浜練り
	六、宮参り

	終わりに
	実測踏査

